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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前１０時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（齋藤則男君） おはようございます。 

 各議員におかれましては、ご多忙中のところご参集をいただき、ここに１２日

目の議事が開会できますことを心から厚く御礼を申し上げます。 

 ただいまの出席議員は１８名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくご協力をお願い申し上げます。 

 それでは、議事に入ります。 

～日程第１ 一般質問～ 

○議長（齋藤則男君） 日程第１、一般質問を行います。 

 会議規則第６１条による通告を受けております。 

 ５番、酒井君の質問を許します。 

 ５番、酒井君。 

○５番（酒井 要君） おはようございます。 

 私は、きょうは１項目だけ質問をさせていただきます。 

 実は、これ最初に話ししとかないとテレビ見てる方が、間違いは間違いだとい

うことを提示しなきゃならないと。 

 各全戸に配られましたこの中身が、私の質問をしようとするのがちょっと問題

がありまして、２人の町民から電話がありました。私の質問内容のは町内の学校

の発達障がい者の人数を把握していますかということに対して、発達障がいは障

がい者じゃないんです。この「者」と書いたこれは私の間違った行為で、大変町

民から叱られました。恐らく発達障がいを持っている親御さんだと思うんですけ

ど、私のところは発達障がいだけれども障害者手帳は持ってませんよ、もらって

ませんよということを抗議受けましたんで、きょう恐らくテレビを見ているかと

思いますので、私のほうからおわびを申し上げたいと思います。 

 町内の学校に発達障がいの子が何人いるか。また、私どもは今、大変こんなこ

とで困ってます。実は、昨年６月、福井県身体障害者福祉連合会の会長を仰せつ

かりました。若狭のほうからは、高浜町から坂井市、それから大野市、勝山市、

全ての障がい者のところにいろんな会合に出まして私の気持ちをお知らせしてい



 －130－ 

たんですけど、あるところで、障がい者のことはわかりますと。障がい者の中に

福井県で約１００名の身体障害者福祉相談員というのがいるわけです。永平寺町

からも２名出ています。そんな中で、「発達障がいの子について質問を親から受

けるんやけど、会長、どうしたらいいですか」という質問があちこちでありまし

た。発達障がいのことですから、子どもじゃない、親から相談を受けると、そう

いうことがあるわけです。 

 私も発達障がいのことについてはほとんどわかりません。そのために、福井市

のあるロータリークラブの会長経験者の子どもさんが発達障がいだということを

聞きまして、そこへ私、相談に行きました。そしたらいろんなことを教えていた

だきました。今の教育で発達障がいで悩んでいる子どもさん、親御さんは各学校

にいるはずだということで、そのお子さんというのは２９歳の子どもさんです。

大学を卒業して就職はしたけど、三、四カ月でやめてしまう。今２９歳ですから、

２４歳から五、六年の間に三、四回仕事をかわったと。よくよく相談、２人でみ

っちり話をしてみますと、人にばかにされるんやと、それから発達障がいだけに

記憶力がないんですね。そういったことで職場を点々として歩いたと。 

 そんなことをその親御さんから聞きまして、発達障がいのことについては今、

マスコミ、新聞等で発達障がいの件についてたくさん記事とかそういうものがあ

ります。私、ここに新聞を持ってきました。通所指導の足りぬ先生と、こんな新

聞の記事がありました。相談員が１００名おりますけど、永平寺町から２人出席

しました。１１月２０日、敦賀市で講演を行ったんです。この親御さんに来ても

らって、子どもさんも、それからおじいちゃんも来ていました。発達障がいとは

こういうもんだということをまざまざと見せられまして、今思うと、永平寺町内

の学校に発達障がいとなっている、障がい者じゃないですよ。そういう方が何名

おるんか、ちょっと先にそれを知りたいと思いまして。 

 教育長、お願いします。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 学校、幼児園、幼稚園も含めまして、現在、我々教育関係

者は個に応じた対応をしっかりとしていこうと、「何でそんなことできないの」

と言うことだけはやめようと、やっぱりその子にはできないなりの理由があると

いうことをしっかりとつかんで、またその子には言ってはいけない言葉もありま

す。そういうようなことをしっかりと勉強してやっていこうということで、気が

かりな子どもはどのぐらいいるかということで、どの先生もしっかりとマークを
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して、そしてその子に会ったということで、今取り組んでいるところです。現在、

小中学校全部で９４名の該当者を把握しております。そのうち、今までにクリニ

ックに行っているとか、そういう医者にかかっているとかいう子どもは３４名、

残りの子についてはそれらしいなというようなこともありますし、一過性のもの

であったりとか、そしてその子が怠けているとか、そういうようなこともあるか

もしれませんけれども、一応９４名ということで、個に応じた指導、そういうこ

とで対応しています。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 酒井君。 

○５番（酒井 要君） 通院されている方もおるということですけれども、薬がない

んですね。発達障がいを治す薬というのはない。大変難しい病気なんです。とこ

ろが、外見から見て、この人は発達障がいだとか、そういうふうにわからない子

どもが多いんですね。ですから、学校の先生は相当気を配りながら教育をされて

いると思います。 

 通級指導という別個に、聞きましたら、例えば漢字が書けない、数字も書けな

いという子どもがおるみたいです。そういう子に関しては、別の部屋に連れてい

って、そこで個別指導するということをやっておられると思うんですけれども、

そこはどうですか。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） ちょっと済みません。その前に、ちょっと読み違えまして、

先ほど「９４名」って言いましたけれども、「９８名」でした。ごめんなさい。 

 現在、通級相当の子どもさんにつきましては、就学指導委員会というのが毎年

ありまして、その中でその子どもさんの特徴とか、そして保護者の方としっかり

と相談をさせていただいて、そして就学指導委員会のほうで通級相当だという認

定が下れば、通級ということで特別に教師をその子に充てまして、どこどこの何

時間目、どの教科だけこういうことについて指導しましょうということで、丁寧

に指導してます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 酒井君。 

○５番（酒井 要君） この発達障がいというのは子どもさんのときからわかるんだ

と思うんですけど、私の事務所に、身体障害者福祉連合会の事務所に１人、４０

代の女性がおります。私はいつも注意してるんです。忘れるんです。「あしたゲ
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ートボール大会があるから、審判員に１人２万円の包み５つつくっときなさいよ。

そして会場に持ってきてくださいよ」としっかりとみんなの前で通達をしても、

明くる日、大会の会場へ行きますと、「あら、忘れました」。非常に、大人にな

って大変困る。それが会計事務所を４カ所かわってるんですね。ほんで聞きまし

たら、やっぱりそれが「忘れた」「忘れました」と。会計事務所だけにとても許

せる言葉じゃないということで首にしましたと。ほんで私のところに面接に来ま

してね、事前に調べてありますので、採用してこちらからしっかりと注意しなが

らしていこうと。経理関係をやらせてるんですけど、経理関係はきっちりやりま

す。ところが、あした講演会やる、「講演会の手数料３万円包んで持ってきてく

れよな」と。１回も。忘れてしまう。毎回そうなんですね。これは普通の社会に

出て、「私の身体障がい者の事務所だから許せるもんじゃない」と僕は一遍叱っ

たことがある。だけど本人には、あんたは発達障がいだよということを言えない

んですね。悲しいかな、もう４０近いですから。そういう子どもに育っていくこ

と自体が大変子どもが、永平寺町で今９８名の発達障がいの子がいる。大変これ

は厳しい状況にあるんでないか。 

 これはこの新聞で見ますと、全国の統計で３％は発達障がいだと、こんなこと

を書いてあります。いろいろあるんですね、障がいの程度というのは。３通りあ

ります。自閉症スペクトラム（ＡＳＤ）というやつ、そして注意欠陥多動（ＡＤ

ＨＤ）、これが非常に多いんです。私の接した子どもにはね。そういうところを

何とか教育の場で治せないか。それから学習障がい、これは漢字が書けない、数

字も書けない、そういった理解度の薄い子ども。そういった子どもの教育をやっ

ぱり現場でしっかりと、通級指導というんですか、今、通級指導をやろうとする

と教員の数が足りないという、これは全国的に見てですけどね。ですから、そう

いうことを考えますと、学校に対して私どもはやっぱりそういうこともしっかり

とやっていただく、そういう方向。教育長、どう思われますか。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 先ほど９８名という話ししましたけれども、全てが発達障

がいかどうかということは定かではないと考えてます。 

 ただ、我々教師集団としては、気がかりな子どもであって、これは個性かもし

れません。ちょっと違う、みんなと一緒な行動がとれないな、でもこの子をみん

なと一緒に行動とれるようにするためにはどういう手だてをしてやるといいのか

なと、そういうようなことを常に考えながらこうやってまして、やっぱりその子
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に今やってますのは、行動パターン。こういうことのときにはなかなかできない

けれども、こういうパターン化すればできるな。あるいは、漢字などにはルビを

打ってあげれば読めるし、みんなと一緒にできるな。そういうようなことを、こ

の子に対してどう支援してあげれば、この子がみんなと一緒に頑張っていける、

楽しい学校生活を送れるか、そういうようなことを常に考えながらやってまして、

やっぱり一番我々が危惧するのは、この子は発達障がいだから、それでだめとか

何も一緒にできないとかいう、そういう意識は持ってほしくない。やっぱりみん

なと一緒にできるし、たまたまそこでこういう手順さえ踏めばみんなと一緒にで

きる。知的な理解力も結構多い子もいます。 

 そういうようなことで、我々としては、その子にどういうアドバイスをし、ど

ういう支援をしてあげると、その子がみんなと一緒に何も気兼ねなく行動できる

かというのを重点的にやってまして、全て発達障がいだからどうということでは

なくて、今、現場では、気がかりな子どもとして少しでも支えてあげたいと。そ

ういうことで支援員も２２名入れて、そして、担任１人ではなかなかそういう気

がかりな子どもに直接対応ができませんので、２２名を学校で適宜配置しまして、

そしてその子に寄り添って、その子が毎日自分に合った教育が受けられ、自分に

合ったペースで楽しい学校教育を受けられるようにということで今頑張っている

ところです。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 酒井君。 

○５番（酒井 要君） 私のところに障がい者の手帳はもらってないという電話が２

人からかかってきました。非常にその人は、やっぱり我が子を思う余り私に電話

をしてきたんだと思います。私の「どちらさんでしょうか」という問いに対して

は、「いや、誰でもいいですよ」ということで、恐らくそういった発達障がいを

持った親御さんから電話がかかってきたんだと思うんですね。 

 ほんで、一番やっぱり発達障がいの特徴というのは、外見で発達障がいだとい

うことに気がつかない。外見では。それから、今言う九十何名全てはそうではな

いかもしれませんけれども、ほかの障がいと比べて圧倒的に多いんですね。その

ロータリークラブの会長しとったその人が言ってました。「気がつかないけれど

も多いんですよ、会長。一番の欠点はそれなんですわ」ということをね。外見上

では判断できないと。それから、身体障がい者ですと目が見えない、しゃべれな

い、聞こえない、いろんな格好でわかります。私自身もこうやって見てますと、
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どこへ行っても「会長さん、どこが障がいですか」ってよく聞かれます。「いや、

私は右手がききませんのです」「え？」という、それくらいわかるんですけれど

も、また説明もできますけれども、発達障がいを持った親御さんというのは僕は

苦しいんだと思うんですよ。説明できないだけにね。ですから、そういう持った

方の親御さんに私も何回も質問を受けたことがありますけれども、答えができな

いんです。答えが出ないんです。どういうことがそれでわかるんですかといった

ら、とにかく忘れ物が多いとか、それから何を順番にしていいかわからないと。 

 三、四回も転職したその子も言ってました。一定の決まった職業ならきっちり

やれるんです。それと、ほかからちょっと人に呼ばれて「これもせいな」と言う

と、それはもうできない。それと同僚関係と人間関係をつくるのが難しい。だか

ら子どものときにはいじめられることもあったかもしれませんが、私はそれに負

けずに大学まで行きましたと、こういう子どもなんです。そこのおじいちゃんが

横におってね、「よく頑張った。うちの息子は頑張ったよ、会長」と。またその

言葉が、褒め言葉が、その子どもに対して非常に強く感ずるんですね。僕はそれ

は大事なことやなと思いました。教育現場、ちょっと私は現場わかりませんから

一言では申せませんけれども、やっぱり褒めてやるということも大事やなという

ことをその親御さんも言ってました。何でもかんでもがあかんのや、あかんのや、

それもあかん、これもあかんではあかん。やっぱりできたら褒めてやることが一

番いいよと、こんなことを言われてました。 

 ですから、この発達障がいの子どもさんは、うそをつけないんですわ。正直者

でうそをつけない。何でも忘れても「あ、忘れた」と言う。何か一言うそをつい

たらいいのになというときもあったと、その親御さんが言うのには。正直者でう

そをつけない。これはやっぱり人間的に非常に僕はいいところじゃないかなと思

いますけれども、発達障がいというレッテルを張られた以上は、やっぱり親とし

て褒めることも大事だと。だから教育関係の中でもそれが大事じゃないかなと、

私、つくづく思いました。済みません。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） お聞きしてまして、我々としても注意しないといけないの

は、今おっしゃられたように、レッテルを張るということが一番その子にとって。

その子は本当に悪気もないし一生懸命やっているんで、我々教師集団でも、先ほ

ども申し上げましたけど、「何でそんなことができないの」とか「こうしたらだ

めよ、だめよ。きちっとしてなさい」ということは余り言わずにその子の行動を
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しっかりと観察して、そしてその子に合った何か手だてを見つける。やっぱり一

生懸命やることは一生懸命やるんです。こっちがだめでもいいこともいっぱい持

ってますので、そういうところを見ながら、みんなと合わせることの大切さ、そ

ういうようなことも感じ取っていく、そういう指導を心がけているんですけれど

も。 

 やっぱり親御さんも先生方も「何であの子は」って、やっぱりすぐ、何ででき

んのやろうとかいうことを言ってしまうんですね。でも、できないものに、「で

きない」「何で」って言っても、その子にとってもしようがないことなんで、そ

ういうことをしっかりと観察しながら、この子はこうすればできるようになるん

やというようなことを周りの者がしっかりつかんで、その子に合った環境を徐々

にしていきながら、その子なりに気づいていく、やっぱりそういう気づきの教育

というのを大事にしていく必要があるのかな。 

 親御さんも余り悲観することなく、余り周りの人の、世間体とかそんなことも

考えることなく、今は風邪引いてるぐらいのつもりで、その子にとって今何をし

てあげることが将来に向かって活力になるのか、そういうようなことを考えなが

ら。余り何でやろう、何でやろうって落ち込んでいても、その子にとっては逆に

マイナスになりますので、一つ一つ何かできることをやってあげていく。そして

みんなが、その子も一緒になって笑顔で学校教育を受けられるように、我々全部

そういうことを目標に今やってるんですけれども、大事なんじゃないかなと思い

ます。 

○議長（齋藤則男君） 酒井君。 

○５番（酒井 要君） 好きなことはとことんまでやっていくんだと、それを潰すよ

うなことは絶対だめですよと、こういうことを言われました。ですから大学生も

たくさんおるらしいです、その発達障がいというのはね。世間へ出て初めて、友

達との仲がうまくいかない。それはやっぱり発達障がいの大きな欠点で、何とか

そういった方に対して近づける、近づいてくれるお友達がいたら、もっとこの世

間はよくなると思いますけどという話をしておられました。逆に言うたら、興味

のないことは全くしないと。その親御さんが、興味のないことは幾ら言ってもし

ないと、これが特徴じゃないかなと思いました。 

 やっぱり学校の先生方は大変だと思います。同じ生徒に同じことを教えて、や

っぱりできる人、できない人の中で、発達障がいを持った子どもさんを区別する

というのは大変難しいことじゃないかなと思います。 
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 逆に言うたら、僕の考えですけど、その通級指導に、あなたこっちの教室でと

いう、そういうのは堂々とやれるもんですか。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 先ほども申し上げましたように、基本的に通級相当という

のは就学指導委員会で決めてきます。これも特別支援学級のない学校です。特別

支援学級があるところは、通級相当の子どもがいてもその子は特別支援学級のほ

うへ行って、その時間、勉強するということになります。特別支援学級がない学

校につきましては、通級の子どもがいた場合には、何校かいたら、何日はここの

学校、何日はここの学校ということで講師さんを充てるということができまして、

やります。 

 また、今はどの学校も、その子にとってやっぱり個別指導がいいんだというこ

とになれば、そういう通級相当でなくても、本人あるいは保護者の方としっかり

と相談をして、実はこうこうこうなんでここもちょっと個別に指導するといいん

だけれどもという話をして理解を得られる場合には、現に今、通級相当でない子

どもでも個別指導をしている場合もあります。 

 そういうことを今やってるところです。 

○議長（齋藤則男君） 酒井君。 

○５番（酒井 要君） 私もね、会長になって福井県全体を歩きますと、最近、発達

障がいの相談が多いんです。私は今教育長からいろいろ聞きまして、こうだよ、

ああだよと返答できますけど、私、本当に障がい者のことならば「福祉課へ行っ

てこうですよ」「あそこへ行って聞きなさいよ」と言いますけど、発達障がいの

ことについては聞くところもないし、私の意見も言えないし、大変困っていたん

です。 

 先般、敦賀で２０日の日に永平寺町から２人行きましたけど、「発達障がいに

ついて、おまえらわかったか」って聞いたら「いや、初めて聞きました」と、そ

ういう状態ですね。ですからこれは捨てておける問題じゃないということで、私、

きょう議題にさせていただきました。 

 私はもう子育ては終わりましたけれども、自分の孫のことについてじっくり見

ながら、そういう障がいがあった場合にどう対処するかということは、今後いろ

んなことで勉強になったと思います。恐らくきょう、私のところに電話をかけて

くれたその人も、教育長の話を聞いて、こうこうこういうやり方があるんだとい

うことで理解はできたと思います。今後もこういった問題、私自身も当たってい
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きますので、またご指導のほどをよろしくお願いします。 

 以上で終わっていきます。 

○議長（齋藤則男君） 次に、４番、朝井君の質問を許します。 

 ４番、朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） ４番、朝井です。きょうは通告どおり、２点のことについ

てご質問させていただきます。 

 永平寺町の食文化に関する条例についてでございます。 

 合併１０周年記念日の平成２８年２月１３日に施行された永平寺町の食文化に

関する条例による具体的な取り組みについてお伺いいたします。 

 この条例は、霊峰白山を源流とする九頭竜川の恵みによりもたらされた、質の

高い米、小麦、野菜などの農産物や、それらを用いた特産品、地酒等の継承及び

振興について、町民、事業者及び町の役割を図り、食文化の持続的な発展に寄与

することを目的としています。今、町民の皆さんに食文化についての理解と関心

を深めてもらうためにも、町の主な特産品、レンゲ米やニンニク、タマネギ、ア

ラレガコ、アユのほか、ごま豆腐などの生産加工された品、それらを使った郷土

料理、精進料理など、会食などでの地酒による乾杯や地元の食材を使った料理を

味わうことによって地元の食を愛し、感謝して味わってもらうことであります。 

 この永平寺町の食文化に関する条例の第５条、町の役割があります。町の役割

として、食文化の普及に係る事業、教育等の振興に必要な措置を講ずることです。

そして第４条に事業者の役割が明記されております。今、食文化に係る向上、発

展に主体的に取り組み、他の関連事業者と相互に協力するよう努めるものとする。 

 広報永平寺で、町の食文化についてシリーズで取り上げられております。これ

が本町にいただきましたあれですね。 

 余り具体的な取り組みが見えてきていない。そこで、施行後１０カ月を過ぎて

いますが、これまでの具体的な取り組みについて確認をしたいと思います。 

 そこで、担当課にお尋ねします。商工観光課の取り組み、商工会、永平寺町観

光物産協会、門前観光協会との事業の連携はどうなっているのか。また、農林課

の取り組みとして、ＪＡ永平寺、九頭竜川中部漁業組合との事業の連携はどうな

っているのか、今後どのように考えておられるのかお聞きをいたします。 

 また、関連事業者の方々との具体的な取り組みも見えてこない。町はどのよう

に指導されているのかお聞きします。来年度の予算等もあり、今後の事業計画は

どのようになっているのかをお聞きいたします。 
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○議長（齋藤則男君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（川上昇司君） 食文化に関する条例につきましてでございますが、

まず今ほど議員のほうからもご紹介いただきましたように、第３条には町民の役

割、第４条には事業者の役割、第５条には町の役割がそれぞれ明記してございま

して、それぞれが互いに協力、連携しながら普及に努めることと記されておりま

す。 

 商工観光課におきましては、町商工会、町観光物産協会などを初めとする関連

事業の皆様と連携を図りながら、普及、浸透に努めているところでございます。

町内の各事業者や団体から委員を募りましたブランド戦略推進委員会企画委員会

の会議におきましては、食文化に関する条例についての説明や、各種会合での懇

親会においては地酒での乾杯をお願いするなど、この条例についての浸透をお願

いしているところでございます。 

 町商工会におきましては、年賀会での地酒による乾杯、総代会等で食文化に関

する条例の紹介をいただくなど、現在、その制度の周知のためのポスターを作成

中でございまして、年内には広く情報発信ができるものと承っております。 

 観光物産協会におきましても、加盟団体・企業の食に関するパンフレット、永

平寺町の特産品を作成し、町内のすぐれた食に関する情報発信に努めていただい

ております。 

 町といたしましては、会議やイベントにおきまして永平寺町の食文化について

の普及、振興に対する取り組み、あわせて事業者におきましてもそれぞれの立場

でこの条例を普及させるような取り組みを行っておりまして、広く町民の皆様に

ご理解をいただくにはもう少し時間がかかるかもしれませんが、その点をご理解

いただき、ご支援をいただくようお願い申し上げます。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（小林良一君） 農林課のほうからちょっとお答えさせていただきます。 

 まず、本年の２月１３日に食文化の条例が施行されまして、その年の広報永平

寺３月号から「永平寺町の食と文化」と題しまして、毎月、永平寺町の食に関す

る情報を発信しております。 

 皆さんも見ていただいていると思いますけれども、ちょっとご紹介だけさせて

いただきます。まず第１回目の３月号におきましては、永平寺町の天然記念物、

伝統漁法や食文化の保護ということで「アラレガコの生息地」、第２回目、４月

号では九頭竜川の「サクラマス」、第３回、５月号では「れんげ米」、第４回、



 －139－ 

６月号におきましては「九頭竜川の鮎」、第５回、７月号では一村一品運動によ

る永平寺町の特産品、第６回、８月号におきましては「精進料理」、第７回、９

月号では古くから伝わる伝承料理、葉っぱ寿司、から大根、第８回、１０月号で

はその土地に伝わる伝統的な料理「報恩講料理」、第９回、１１月号におきまし

ては永平寺そば、そして第１０回、１２月号でございますが、永平寺のたくあん

漬けと題しまして、広報で周知をいたしております。 

 町といたしましては、永平寺町の安心で安全な特産物や九頭竜川の恵みにつき

まして、ふるさと物産市や伝承料理の講習会を地域、学校などで開催することに

より、食文化の持続的な継承と情報発信に努めているところでございます。 

 また、学校給食等におきましても、子どもたちや人と人、地域をつなぎ、地元

の食材のおいしさや食べることの楽しさ、また食の大切さと食にかかわる人への

感謝の心を育て、知識を深めることを考えまして、学校や地域、関係機関などの

協力をいただきまして、地場産野菜などの食材利用の促進を図っているところで

ございます。 

 また、食文化の復活、ブランド化につきましては、サクラマス、アラレガコな

ど、福井県の内水面センター、県立大学、そして中部漁協、民間の方を交えて取

り組んでいるところでございます。また、今月の１２月１１日でございますけれ

ども、ふくい農林水産支援センター、中部漁協、また民間の方が連携をいたしま

してアラレガコに関する研修会を開催いたします。また、その日の９時半からエ

バ漁の見学会を松岡河川公園の河川敷で行いますので、また皆さんももしよろし

ければご参加をいただきたいと思っております。 

 また、町の特産物でございますタマネギ、ニンジン、ニンニク、ピクニックコ

ーン、レンゲ米等につきましては、ＪＡ永平寺が主体となりまして規模拡大やブ

ランド化に取り組んでおります。また、タマネギ、ニンニク等につきまして、Ｊ

Ａ永平寺、農業サポートセンターなどが主体となりまして、近隣の高校による体

験学習、またＪＡ、金融機関、また町民の方によるボランティア、体験農業を通

して情報発信に努めているところでございます。 

 町といたしましてもいろんな方面から食文化の普及に向けた事業に取り組んで

おりますが、今後もＪＡ、中部漁協、商工会、観光物産協会など、民間企業など

の企業努力にも期待をいたしております。 

 議員の皆様におかれましては、町民のお一人としてご参加をいただき、実際に

見ていただいて感じたことなど、いろんなご意見や方向性などをご提案をしてい
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ただければと思っておりますので、今後ともご支援、ご協力のほどをよろしくお

願いをいたします。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） どうもありがとうございました。 

 皆さんもご存じのように、この条例は難産の上生まれた条例でございますので、

町民とともに食文化普及に配慮していただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 今議員さんおっしゃるとおり、この「いただきます カンパ

イ条例」、地産地消にとっても、また永平寺町のブランド発信という意味におい

ても非常に大切な条例でありますし、議会提案の条例ということでもあります。 

 今、やはり議員さん感じておられるとおり、なかなかその普及が進んでないと

いうのも現状だと思っております。これはしっかりと商工観光課を中心に進めて

いきたいなと思うのと、もう一つは、きのうもお話しいたしました日本文化遺産

のエントリーを調査、研究しておりまして、その中で、やはり水をテーマにとい

うことでそのエントリーしていく中でどういうふうにさらにこの「いただきます

 カンパイ条例」と結びつけていくか。より強力に発信できるのではないのかな

というふうなことも考えておりまして、この日本遺産につきましては生涯学習課

がその文化の掘り起こしを今しておりまして、そしてどういうふうに普及に結び

つくか、ブランド化に結びつくかというのを今、商工観光課、農林課、この３課

横断的に、政策課も入りますが、進めていく中で、この条例としっかりと結びつ

けて発信していきたいと思っておりますので、また応援よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 では、２問目に入らせていただきます。 

 公共施設の編成についてです。 

 先般、永平寺町公共施設等総合管理計画の説明をされましたが、公共施設の方

向性について、ひとつお願いとなりますか、要望といいますか、になりますが、

上志比支所を耐震化補強工事及び改修する。ご存じのとおり、３階を取り壊しし

ていただいて２階建てにして現在の支所とかを取り壊して新築される場合でも、

今サンサンホールにあります図書館をおろしていただき支所の一角に置いていた

だいてはどうかということなんですが、ご存じのように、先般事件があって、地

域の保護者が危機感を感じておられます。 
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 ある保護者の方から、図書館は明るいところに移動してほしいという声があり

ます。昨日も警察の方が何とかならないかということを相談に来られました。今

現在、福井警察署が夕方パトロールをされておられるそうでございます。今、サ

ンサンホールで子どもたちが遊んでいて、親御さんが迎えにくるのを待っている

状況なんです。図書館を使っているんでもなしに下で遊んでいるんですね。そう

いうことで、外に出たりいろんなことをされる児童が多いんです。 

 そこで、見ますと、サンサンホールの近辺の外灯というんですか、電気が真っ

暗なんですね。一、二個はあるんです。前もお願いしたんですが、防犯灯という

んですか、あれはついているようですし、それから探知機も何かつけていただい

たんですけれども、その正面にあるだけで死角に入るんですね、横から。それで

ああいうような事件が起きるわけなんですけれども、とにかく外灯が少なくて真

っ暗な状況なので、防犯的に本当に悪いんでないかなと。ご存じのように、サン

サンホールの後ろなんかも全然真っ暗です。昔はあそこに若者が自動車で来てた

むろうたこともありました。 

 そういった面で考えると、この施設の編成、構成をぜひともお考えをいただい

て、上志比支所のところに図書館を移動していただけないかということでござい

ます。そして明るいまち永平寺を進めていただきたいと、かように思っておる次

第でございます。 

 それからもう１点、やすらぎの郷のＣＡＭＵ湯の施設、それから老人センター

が取り壊しになるというようなことでございますが、今現在、高齢化に伴い高齢

者のふえる中、安らぐ場所ですか、がなくなってきています。少しでも高齢者が

おしゃべりをしたり、碁をしたり、将棋をしたり、カラオケなどを歌ったりして

楽しむ場所を提供したらどうかなと。そんで、年寄りは行く場がないんですね。

おしゃべりもできない、そういったことが今現在上志比地区においては見られま

す。これらの高齢者の認知症がだんだんふえている中、そこで、前回も質問させ

ていただきましたが、町が認知症対策または支援策を考える時期が来ているので

はないかと私は考えております。 

 そこで、前も言いましたが、認知症カフェの推進を前向きに検討していただけ

ないかなと。そして高齢者が憩いの場として元気で長生きして楽しい人生を過ご

していただくために、そこで禅の里の温泉の一角に老人ホームを併設していただ

き、認知症対策はいかがでしょうか。 

 また、ご存じのとおり、高齢者の交通事故がふえています。このようなことか
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ら、町はどのような対策を考えておられるのかお聞きいたします。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず図書館の件ですが、今中学生が図書館に行くのは多分、

１回調べますが、勉強しにいくんだと思います。実は永平寺中学校のすまいるミ

ーティングのときも、永平寺の図書館で勉強がしたい、勉強できるんなら図書館

よく使いますというのを聞きました。 

 今回、この図書館をおろすのはなかなか物理的に難しい中で、ただ、安心、安

全なまちづくり、そういった方向性の中で、例えば公民館の一角にそういった勉

強スペースをつくって、そこで勉強してもらう。また、小学生、夏休みの読書感

想文の本とかも特設でそういったところに置かせていただいて、子どもたちがそ

こで勉強したり、そういった身近な本といいますか、そういったものの簡単な貸

し出しができるようなスペースができないかなというふうに今考えております。 

 いずれにしましても、１回、学校の子どもたちの利用状況といいますか、そう

いったのを一度確認させていただきまして判断していきたいなというふうに思っ

ております。 

 それともう一つ、高齢者の皆さんの、施設については後ほどあると思いますが、

そういった集まる場、そういったのは大切なことだと思っております。これも今

言いました公民館の中で気軽に子どもたちも立ち寄れて勉強できて、高齢者の皆

さんも立ち寄れる、そういった環境づくりをできればなと思っておりますし、も

う一つ、今、清水の学校を壊しておりますが、その横の体育館を県の補助をいた

だきまして改修をしています。そこでも、グラウンドといいますか、冬でもでき

るスポーツの場として、またステージ等を利用して、そこは気軽に誰でも集まっ

て、運動したい方は運動していただいたり、そこでいろいろな話をしていただい

たりという、そういった空間も今考えているところでございまして、きのうの一

般質問でもありました高齢者の皆さんがやはり生き生きと活躍できる環境づくり

というのもあわせて今考えてますので、ご理解のほどちょっとよろしくお願いし

ます。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） サンサンホールにあります、今町長もおっしゃいましたが、

図書館には、今言う中学生の方が勉強に上へ上がっておられる。ほんで小さな小

学生の子どもが上にいるとうるさいと言われるんで、下へおりてるんですね。そ

れと、ご存じのように、あこに階段の手すりがあります。あそこで遊んでいて、
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あこを管理されてる女の人の言うのには滑り台をやってると。だから幾ら注意し

ても聞かないし、むしろ事故があった場合に困るんでという話もありました。そ

れはそれとして、できれば今言う上志比支所のところにおろしていただければ、

親御さんの、保護者の方々の目も届くし、明るい場所ではないかなと思いまして、

サンサンホールはだんだんそういうふうに暗い、今からだんだん暗くなるのが早

いんですけれども、そういったことで親御さんが物すごく心配しておりますので、

ぜひともご検討いただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 子どもたちの遊び場になっているというお話でしたので、例

えば、図書館がなくなっても遊び場として使うのではまた危険が伴うと思います

ので、その辺も一度調査させていただきまして、どういうふうな現状になってい

るかをちょっと調べさせていただきたいなと思います。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） 今、サンサンホールの利用状況ということで、議員

さんのほうからいろいろご指摘いただきました。 

 今お聞きしたことも含めまして、図書館が有効に利用されている現状は現状な

んですけれども、そこでの送迎とか送り迎え、待っている子どもさんたちに対す

る対応、そういったことにつきましては、図書館を管理している教育委員会とし

ても十分に対応なり対策を考えていきたいなと思っております。 

 また、先ほど町長さんのほうから公民館の活用というふうな形でおっしゃりま

した。実は、町の商工会のほうから、商工会の上志比支所を無償で譲渡というお

話を承っております。これにつきましては、年が明けまして町として正式にお受

けするというような形になるかと思うんですけれども、まず、今は商工会の事務

所のつくりですけれども、それを不特定多数、皆さんが利用できる公民館として、

最低限のバリアフリーとか消防法でいう整備、そういったものを計画しています。

これにつきましては当初予算のほうで設計費等もお願いしたいわけですけれど

も、そういった施設をまた、図書館でなくしてはそういう居場所というんか、子

どもさん、またお年寄りと言うと悪いですけれども、囲碁をしたりとかいろんな

形で利活用できるようなつくりというんか、整備というのを前向きに考えていき

たいと思っております。 

 先日、実際に公民館講座等で利用されている講座の方に中を見ていただきまし

た。その人たちは、ほとんど夜なり夕方、６時以降使われる方のグループなんで
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すけれども、やはりそういった目でも見ていただきましたんで、そういう活動に

も使えるし、なおかつ、日の日中またそういった形でも利用できるというふうな

形で前向きに考えていきたいと思いますんで、またいろんな形でご協力、ご支援

をお願いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ＣＡＭＵ湯の取り扱いについてお答えさせていただ

きます。 

 ＣＡＭＵ湯と老人センターにつきましては、現在、上志比デイサービスを永平

寺町社会福祉協議会のほうに指定管理をお願いしておりますので、引き続きＣＡ

ＭＵ湯と老人センターを現状のまま、もしくは取り壊し、どちらかの方向で進め

ていきたいと思っております。 

 ただし、ＣＡＭＵ湯の中の壁、無筋の部分がありますので非常に危険性もある

と思いますから、その辺は考慮していきたいと。それから防災査察において増床

した部分についての問題点を指摘されております。この辺も現状を含めて考えた

上で協議を進めていく必要があるなというふうに考えております。 

 それから、認知症カフェの点、それから高齢者の集いの場の件をご提案いただ

きました。２９年度から新しい総合事業が始まりますが、こちらのほうで認知症

対策については非常に重点化されております。できれば高齢者の身近な場所でそ

ういった集いの場ができるようなことを進めていきたいなと、ボランティアなり

が中心となってできるようなことがあれば非常にありがたいなと思っておりま

す。また、認知症カフェも２９年度から１事業者さんというか、民間の方ですけ

れども、運営していただけるというお約束をいただいておりますので、またこう

いったカフェを広めていきたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 朝井君。 

○４番（朝井征一郎君） ありがとうございました。 

 これで質問を終わらせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩いたします。１１時１０分より再開します。 

（午前１０時５８分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時１０分 再開） 
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○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 ９番、金元君の質問を許します。 

 ９番、金元君。 

○９番（金元直栄君） 日本共産党の金元です。 

 私は、町民からのいろんな声とかそういう立場から、行政に対していろんな提

案もしくはまた意見を闘わせながらといいますか、というんで町のいろんな施策

に生かしていけたらなと思う点があるので、今回も質問を準備しました。 

 今回の質問は、イ、ロ、ハと書いてありますが、今回は順番に行きます。１つ

は、大学病院周辺のカラス対策をということです。２つ目には、町の各種計画策

定に町社会福祉協議会からの協力を、３つ目には防災・災害時への行政の対応は

ということで、災害時「への」でなしに、災害時「の」行政の対応はということ

で、これは課題として書いてありますが、どこまで質問できるかと私も思ってい

るところであります。 

 さて、１つ目ですが、大学病院周辺のカラス対策をという問題です。 

 皆さんもご存じだと思いますが、大学病院の付近には、早朝と夕暮れ時の１日

に二度、ねぐらから出て嶺北各地の自分の餌場に向かう前と夕方ねぐらに入る前、

集団でカラスが集結します。その状況たるや、とまった電線がたわむほどの数で

す。当然その下はふん害で大変な状況で、車も置けない状況となっていて、さな

がらヒッチコックの「鳥」の様相となっている状況が見られます。このカラス対

策として、町も大学病院や県と相談して駆除を始めるべきではないかと私は思っ

ているところです。今の状況は、病院にとってだけでなく、町にとってもイメー

ジ最悪の状況といるのではないかと。大学が２つもありながら本町に学生が住ま

ないのは買い物をする店がないからだと町は言いますけれども、これらの環境も

あるのではないかと思いたくなる私であります。 

 既に対策を行っているのではないかと思う面もありますけれども、一向にそう

いう改善の方向が見えないところから、ただ追っ払うだけでは意味がありません

ので、何か対策は考えているのか、率直にお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（小林良一君） 大学病院周辺のカラス対策でございますが、まず大学病

院の周辺地域は、市街地ということもございまして、猟銃によるカラスの駆除及

び追い払いが困難な地域でもございます。以前、平成２３年ころだったと思いま

すけれども、北陸電力のほうにお願いをいたしまして、カラスが嫌がる対策とい
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うことで電線に１メートルほどのテグス（釣り糸）、それを垂らして対応をして

いただきました。一時的には効果がありまして寄らなかったんですけれども、や

はり持続的な効果となると期待できない状況ということで、なれですね。という

ことでございました。 

 それで、まず近隣市町の対応についてちょっとご説明させていただきます。 

 まず福井市では八幡山、ここがねぐらということで、ここに３基のおりを設置

いたしております。そしてそこで年間８００羽以上の捕獲をしているとのことで

ございます。そしてそのほかの福井市では、岡保地区、鶉地区で、これは地元の

方がおりを設置して、駆除については猟友会に委託をしているそうでございます。

そして旧越廼村（越廼地区）、ここで２基、旧清水町（清水地区）で１基、そし

て旧美山町（美山地区）で１基で捕獲おりを設置しているとのことでございます。

ここでの捕獲数はちょっと少ないとのことで、１０羽程度と聞いております。 

 そして坂井市につきましては、三国町の三里浜だと思うんですけれども、園芸

作物の栽培地域で年２０回ほど猟銃による駆除を行っているとのことです。そし

てまた捕獲おり、これは実際運用はしていないそうで、資金的にどこの地区かは

ちょっとわかりませんけれども、１カ所で箱わなのおりを設置しているとのこと

です。 

 また、嶺南地域、これは県のほうにちょっと問い合わせしたんですけれども、

嶺南地区のほうでは鹿、イノシシ、猿の被害が深刻ということで、カラスに対し

ては余り重要視してないということで余り何かしてないそうでございます。 

 そして県下、嶺北地方でも、やっぱりカラスについては余り積極的にしてない

とのことでありました。捕獲数もちょっと把握してないとのことであります。 

 そして、県の施設でありますグリーンセンターにちょっと確認を行いまして、

カラスの被害は少ないということで、カラスが目立ったときにだけ追い払いを行

っているとのことでございました。また、ねぐらについてはないということでご

ざいました。 

 永平寺町の町の対策ですけれども、実は実際問題、大学病院の周辺、これは今

言った箱わな、そして追い払いもなかなかできない地域ということで、今は傍観

の位置でございます。ただ、農業、これにつきましては、依頼があれば猟銃する

んですけれども、なかなか撃つ場所がないと。３００メートル範囲ぐらいではち

ょっとだめだということでなかなか撃てないというのが現状で、平成２６年に５

羽ほどしてるんですが、それ以後はゼロであります。ということで、今、町のほ
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うも大変苦慮しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） このカラス対策ですけれども、今言われましたように、私も

やっぱり捕獲おりの設置による駆除が必要です。数を減らさないとだめだという

ことですけれども。ただ、特にカラスのおりと言いますが、最近は鳥インフルエ

ンザのこともありまして、例えば、これはそのうちに周知していただかんとあか

んと思うんですが、カラスが畑に死んで落ちているというふうなことで、ひなが

かえった時期のやつならいいんですが、今の時期落ちていたら、それは手でさわ

らないようにということも必要なんですが、そういうこともあって、要するに、

おりの中にもし入っても、その始末をするとなると完全装備が必要になってきま

す。だから管理は、これこそ今業者もできるようになりましたので、そういうと

ころへお願いするべきでないかと思うんですが。 

 本来、おりというのは、ねぐらの近くに置けば、八幡山の例がそうなんですが、

効果的なんですが、この辺、どこがねぐらというのは具体的に調査がなかなかさ

れていません。私は、捕獲おりの設置場所としては、集結する近隣が一番いいと

思うんですが、そのことを考えると、やはり九頭竜川らになるんではないか。そ

れも少し柳の木なんかがあるような場所、おりが隠れる場所に置く必要があると

思います。 

 ただ、このおりについては、本町が設置したわけではないですが、本町内にも

以前設置してあったことが昭和４０年代にあるんですね。これは福井市の東山清

掃センターのカラス対策ということで設置されていました。これなんかは遠目に

もちょっと見ながら見ていたんですが、中に何羽か必ず残しておいて、そして誘

引する、引き寄せると、餌は残なんかを入れるということですけれども、その辺

は大事なことであると思います。 

 カラスというのは、今は駆除してほしいということを言ってるんですが、確か

にイメージは非常に悪いんですけれども、生態を知ることも大事やと思うんです

ね。カラスというのは通常、夫婦、つがいで縄張りを持って、里やまちの中を問

わず生息しているんですね。縄張りを持つとカラスは集団行動はしません。だか

ら田舎のほうへ行けば畑に何羽かというのが、大体周辺の林、林地を見てみると

２００メートルか２５０メートルに１つぐらいずつ、ちゃんと巣はあるわけです。

それが縄張りを持った巣です。 



 －148－ 

 ただ、縄張りを持てない若いカラスは、ハーレムをつくって集団をつくる。以

前は嶺北にはねぐらというのは２カ所程度と言われてたんですが、近くでは福井

市の八幡山が有名です。あふれた部分がほかでねぐらをつくっている様子がある

んですが、最近調査されていない。この辺ではクリーンセンターではないかとも

言われているという話があるんですが、先ほどの話ではそうではないようです。

ただ、カラスというのは、その集団行動しているのは、ねぐらから餌場を探して

１０キロ、２０キロ飛んで自分の餌場へ行くと。そのねぐらからの行動する前に、

また帰ってきたときに、朝夕、御陵に集結する集団が今いるということですから、

この辺は十分見ていく必要があると思うんです。 

 ぜひやっぱり九頭竜川らあたりしか、もう置けるところはないんではないかと

思うんですが、その辺は町としても根本的な対策も含めてどう考えているのかお

聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（小林良一君） まず、カラスのねぐらでございますけれども、福井市の

ほうで、実は３年に１回調査をしているとのことでございます。カラスの生態調

査ということで、足羽三山といいまして足羽山と八幡山、兎越山ということで、

この３カ所について調査を３年に１回実施しているということで、平成２１年、

２４年、２７年、多分昨年してるんだと思います。ということで、この調査費が

約１６０万ほどかかるそうでございます。これはカラスの生体の数、その辺の数

量も調査しているとのことでございます。 

 それで、まず箱わなの設置箇所、これにつきましても、実は国土交通省のほう

へちょっと確認をさせていただきました。そうした中で、河川敷の中ということ

でおりを設置したら占用許可が出ますかという話の中で、基本的には特別な理由

がない限り占有許可は出せないということでございまして、その内容というのは、

増水時には撤去しなきゃならないとか、それとほかに設置場所がないということ

が確認というか明記、その辺の話ができればということでございました。また、

永平寺町では、松岡河川公園ということで占有許可をとっているんですけれども、

その中は、やっぱり景観上もございまして、なかなか難しい。 

 それと、このカラス、先ほど言いましたけど、カラスを箱わなでしとめた場合、

捕獲した場合に、後始末、これはなかなか、ほかの福井市のほうに聞きましたと

ころ、これが銃とかでなくて棒による、ちょっと撲殺するということで景観上余

りよくないということで、人の見えるところでは設置できないということで、こ
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れも中部漁協、やっぱりアユ釣り客とかいろんな面がありますので、その辺もあ

ってこういう協議が必要でないかと思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 何もせずに見ているだけでは、これ僕は、こんなこと言った

ら悪いですけど、病院の周りに集団でカラスが朝夕集結してガーガー鳴くと、ほ

んでふんをまき散らすというのは、本当に病院の立地としても町のイメージとし

ても最悪。そういう意味では、そこはどうしても、いろんな諸般の事情があって

も、譲っていただいて設置しないと解決しないと思いますので、そこはぜひ行政

としてもお願いしたいと思います。 

 ただ、一つ言っておきますけど、カラスの名誉のためにちょっと一言だけ言い

ますけど、このカラスってよく農作物に悪さするんで有名なんですね。種を食べ

てしまったり、出た芽をついばんでしまったり、植えた苗を踏みつけたり引き抜

いたりと、やっとできたトウモロコシやトマト、スイカ、ウリ等、食べられるも

んを何でもつつくと、とにかく厄介者ですね。ただ、その例が、例えば権兵衛が

種まきゃカラスがほじくるという、ことわざというか、そういういわれがありま

すけれども、まさにそうあらわされるように、昔から人間の近くや周辺にいてか

なり賢いんです。縄張りを持つカラスは集団で暮らすことはありませんし、そし

て日常的には動物の死骸とか、例えば車にひかれたカエル、動物の死骸、外灯に

集まるガや甲殻類を食べてくれるため、我々が起き出すころにはもうすっかり道

路がきれいになっている。こういう掃除屋なんですね。だからカラスやらトンビ

が一羽もいなくなるようになったら、これは日本中、死骸だらけになってしまう。

そんな状況もありますので、そういう意味では適当なつき合いも必要だと。 

 ただ……、いや、本当なんです。やっぱりそういう意味ではちょっと深刻な問

題やと僕は思うんです。相手が飛びますからね。飛び回りますから。ただ、集結

する場所は、そういう意味ではしやすい場所の一つでもあるので、そこは行政が

やはりきちっとした方向性を持って進めていかないと進まないということだけ言

っておきますんで、ぜひお願いしたいと思うんですが、その辺。 

○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（小林良一君） まず、カラスの駆除につきましては、やはり個体数の削

減が有効と考えております。そうした中で、まず捕獲おりの設置場、これにつき

ましては地域の協力とか、また設置箇所など課題が多数ございます。 
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 それと、ちょっと先ほど言い忘れましたんで、福井市の状況ですね。今、福井

市では、福井市が持っている捕獲おり７基ございます。そこが一応猟友会に委託

をしております。その７基と、岡保、鶉地区で地元がしてるところの処分、これ

らも含めましてこの委託料が年間約８００万円弱、１カ所で１００万円程度かか

るというんかね、その辺の維持費がつきます。 

 それと、やはり場所の問題やね、捕獲は。これにつきましては鳥獣害対策協議

会、そして松岡の自治体の班長でございます金元議員さんを初めといたしまして

また皆さんとご相談をさせていただきたいと思いますので、またご協力のほどを

よろしくお願いをいたします。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） ぜひ、これは本町だけの問題ではないと思います。病院、ま

た国立病院でもありますから国の問題でもありますし、僕は県のイメージにとっ

ても非常に大事な問題ですから、僕は、そこは本町だけで抱え込まないで、おり

は１基設置して管理していくことになると大体２００万円ぐらいかかると言われ

てますから、その辺は十分考えた上で費用負担とか責任の負担も含めて相談しな

がら進めてほしいと思います。 

 そのことはそれで終わっていきます。何か、町長、あったら。別にないですか。 

 ２つ目の質問であります。町の各種計画策定に町社会福祉協議会からの協力を

ということです。 

 町では、地域福祉計画や障害福祉計画、高齢者福祉計画、介護保険計画など、

福祉関連の計画づくりは定期的に必要になります。それら計画づくりやまちづく

り計画の中でも住民へのアンケートは行っていますけれども、同時に、現場の状

況や実態を聞き取ることも必要なわけであります。これらの計画の策定に町の社

会福祉協議会からの協力を得てはどうかという提案でありますけれども、現在も

いろんなそういう福祉の計画策定には社会福祉協議会から参加されている方もい

らっしゃるということは私も知っています。 

 ただ、現状は、計画づくりはほぼ業者に委託となっているわけでありますけれ

ども、町の福祉保健課のスタッフは何名いますかということになるわけですね。

それに直接事業を実施しているわけではないこと、一方、町の社会福祉協議会と

いうのは、本部スタッフのほかに事業展開や委託事業もあることから、地域や住

む人々、特に事業の性格から地域や高齢者等の状況はしっかりつかんでいること

だと私は思っています。この力を町が生かさない手はないと思うんです。 
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 上記同様の計画策定をすることもある社会福祉協議会、社会福祉協議会も地域

福祉計画というのをやっぱりつくるわけですが、これらの力を本町の計画づくり

にスタッフとしてというか、ともに協力してつくり上げるような体制の整備がで

きないものか。ともにつくり上げることで、より実態に合った計画になると思う

んですが、いかがでしょうか。さらに、本町の保健師なんかの力を生かすことで

さらに実態に合ったものになっていくと。ここはどうお考えになっているのかを

お聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） お答え申し上げます。 

 ちょうど来年度は各種計画策定に当たっております。 

 委託の点についてお答え申し上げますが、必要量のアンケートをとって住民か

らの要望なりを得るようにしております。これらの情報量の分析とか、それから

全国的な状況の把握については委託することも必要なことだというふうに理解し

ております。 

 それから、社会福祉協議会の現場の声をということですが、現場のほうにもぜ

ひアンケートをとって、どのような状況かというのを把握していきたいなという

こと、これは新しい試みかなというふうに思いますので、ご意見を取り入れたい

なと思ってます。 

 策定委員のほうには、当然社会福祉協議会の会長さんには入っていただいてお

ります。ただ、会長さんの立場と、それから現場の立場というのでは多少状況も

変わろうかと思いますので、その辺については情報の共有ということで連携して

いきたいなというふうに思います。 

 それから、福祉保健課としましては、現在１０名おります。ただ、計画策定に

当たりましては、それぞれ担当分野がありますので、担当者１名、それから障害

福祉計画に当たっては県の健康福祉センターからも参画いただいて、委員として

ご活躍いただいております。 

 いずれにしましても、現場の声は常日ごろの協力体制によって得るものだと思

っておりますし、反省を生かしながら事業展開または計画策定に当たっていきた

いというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 今説明を受けましたけれども、当然今までの計画そのものも
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いろんな声を聞きながらつくっていった。特にアンケート調査なんかもいつも見

させていただきますけれども、それは非常に参考になることだと思っています。 

 ただ、計画づくり、介護保険計画初め各種計画、私はやっぱり業者に依存する

面が、本町全体を見ていても大きいのかなと思うところはあるわけです。ただ、

毎回１件何百万円ものお金がかかっていることも事実です。福祉課だけのことを

言ってるわけじゃないですよ。ほか、町の基本計画なんかは１本つくるだけで１，

０００万単位の金がかかるわけですから、その辺は十分、これまでも言ってきて

いますけれども、お金がかかります。 

 その中で実態調査やアンケートを行っている部分はあるわけですが、この部分

というのはやっぱりかなり行政としても、業者もやりますけれども、労力の要る

ところでもあるわけですね。そういう部分を社会福祉協議会の現場の声をメモと

いうか報告書で上げてくる中に含める、システム化する。それに必要な負担につ

いては町から一定の負担も行う。これは当然ですから。そういうことでやってい

くことが高齢者の実態、きのうの質問でもありましたけれども、高齢者、ここは

なかなか、特に介護保険なんかでつながっていない高齢者についてはどうつかん

でいくかというのは大きな課題だと私も質問で聞いていましたけれども、そうい

う高齢者の実態をいかにつかみ切れるか。この体制ができれば、町全体にとって

も非常に大きいことやと思うんですね。だから計画づくりを積極的にそういうも

のに生かしていく。計画がより実態に合ったものにできるかの大きな力になると

私は思っています。 

 これに、社会福祉協議会で働いている人々の知恵と経験から来る創意、創意と

いうのは創造ですね。創意が加わればさらに豊かな計画にできるんではないかと

私は思っているところです。だから本当に、経過から言っても行政が主導でやっ

ぱりつくられてきた組織でもありますから、その協力関係をより豊かにして町の

力にしていくことが今大事なんではないかと思っているんですが、その辺いかが

でしょう。町長に聞いたほうがいいんかな。 

○町長（河合永充君） 先にどうぞ。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ありがとうございます。 

 ご指摘のとおりだと思いますので、これからも社会福祉協議会と福祉保健課、

一層連携をとって福祉の推進に当たっていきたいというふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 
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○町長（河合永充君） いろいろな計画策定に当たりましては委託をさせていただい

てるのも現状です。ただ、丸投げではなしに、しっかりと、その現場の声であっ

たり今までの反省、永平寺町特有の課題、そういったのを的確に見つけて、じゃ

どう対応していくかというのは業者さんにはできない話でありますので、そうい

ったところはしっかりと役場、また関係団体、福祉ですと社協さん、あといろい

ろな団体と協議して共有しながら計画をつくっていく、そういったことが大事だ

と思っております。 

 そして、今いろいろ委託を出しているわけなんですが、これからのその委託の

出し方、今ほど職員、また関係の皆さんがつくっていくのとあわせて、今までは

どちらかといいますとその冊子に結構お金がかかっていたというのがあります。

こういった冊子につきましては、インターネットのホームページで誰でも見られ

るような環境、そんないい紙を使わずにつくっておく。ただ、町民の皆さんにお

配りするダイジェスト版につきましては、しっかりと見やすい、そういったもの

も心がけて、印刷代の抑制といいますか、どういったことが本当に大切なのかと

いうところにしっかりこの委託のお金を使わせていただこうと思っておりますの

で、またよろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 特に福祉関係の計画づくりというのは、実態をつかむ、知る

ことがいわゆる対策、対応の第一歩だと思っています。僕は、今町内にある戦力、

財産をどう有効に活用するか、それをぜひ考えて、考えているんだと思うんです

よ。さらに一歩進めてほしいと思います。特に新しい、今度整備される庁舎には

地域包括支援センターも来るわけですから、なおその辺は密にして、行政主導で

やっぱりいろんな高齢者をつかみ切れる体制もつくっていってほしいと思いま

す。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） もうおっしゃるとおり、職員とかそういった関係団体が課題

を見つけてこの計画をつくっていく中で、その計画ができ上がった後も課題とか

そういったことを把握しながら事業を進めていくということが大切だと思ってお

りますので、金元議員おっしゃるとおり、情熱のこもった、そういった計画づく

りをしていく。 

 ただ、委託の部分というのは、やはり職員ではなかなか対応できない部分、文

章の構成であったり、どういった項目であったり、全国的なアンケートであった
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り、そういったことはやはり委託をしたほうが効率がいいというところもありま

すので、そういったことはご理解いただきたいなというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） こういう計画づくりの中で僕がいつも言ってるのは、例えば

社協の現場で働いている人たちって視察研修に行くことなんてなかなかないと思

うんやね。行けることが。講習会とかそういうなのは課題に応じて定期にやって

いると僕は思うんです。そういう意味では、町の保健師さん初め、職員も含めて、

やっぱりそういう全国の先進地というのはどこでも、私はアナログですけれども、

今はパソコンでいろいろ検索すればわかるわけですから、またいろんな報道をさ

れているいいところについては、そういうお金でやっぱりきちっと研修してくる。

それで豊かにしてほしいと思います。それは町長らも常日ごろ考えているんだと

思うんですが、そういう意味では私は実態をつかむというところでいまいち、今

まで行政としてはなかなか大変だったなと思うところでね、そういういろんな町

内にある関係団体の協力を得てはどうかということで今回は提案させていただき

ました。ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

 次の３つ目の質問に入っていきます。 

 ３つ目は、防災と災害時、「への」と書いてあるんですが、災害時の行政の対

応は。これは課題として示す面もあると思うんですが、どこまで言えるからちょ

っと私も不安ですが、かなり長文で文章は書きました。 

 全国的には大災害の多い昨今でありますけれども、町でも防災体制の強化とい

うことで今いろんなことで言っています。そんなとき、行政から必ず出ている言

葉に「自助・共助・公助」という言葉が出ているわけです。行政から大災害時に

は自助、共助、公助と住民に呼びかけること。大災害時には行政が全体に対応を

なかなかできるわけでないということもあって、巨大災害時の公助の限界を前提

に自主防災組織に、自助、共助の先頭に立つ、また考える、対応するようにとい

う、そういう呼びかけがあるんですが、ちょっとそれについては私は違和感があ

るところです。 

 といいますのは、住民への呼びかけについての言いよう、言いざまであります

ね。言い方であります。こういう言い方があるんだろうなと思うんですが、行政

も全力でやるんで、駆けつけるまでともに助け合って頑張ってもらいたいという

のを、やっぱり行政も全力で頑張ってるというのを前に出さないと、自助、共助、

公助が、その言葉が先に来てしまうと、ちょっと「えっ？ 行政の姿勢ってどう
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いうことなんやろう」ってとられるところがあると私は思っています。そういう

意味では、行政の姿勢をまず示すのが先ではないか。少なくとも、そう聞こえる

ように訴えるべきではないかと思っているところです。 

 災害法では、国、県、町村の責務は明らかです。町長もいろんなところでそれ

は口にしているところであります。 

 一つの例として、高齢化率の高い地域や高齢者しかいない集落や地域では、自

助、共助と言っても限界があるのではないか。そういう本当に身近な矛盾も出て

くるんですが、そんなことを言われると行政としては、何かどうも聞いてるとか

ちんとくるところがあるという話もありますので、その辺、町長はどうお考えで

すか。町長もしくは総務課。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） 全くかちんときません。本当にいい提案をいただいていると

思います。 

 私どもも今いろいろ説明してる中で、「行政に任せてください」「何でもかん

でも行政がやりますよ」「何かあったら食料も行政が持ってきますよ」と言うの

はやはり無責任だと思っておりまして、自助、共助、公助、その中での役割を今

訴えさせていただいております。金元議員のおっしゃるとおりだと思います。ま

ず最初に、役場は一生懸命こういうふうなことをする、災害が来たときにはこう

いうふうに行政は動くし消防はこういうふうに動く、消防団はこういうふうに動

く、そういったことを、自助、共助をお願いする前にしっかりとした説明をつけ

加えていくことがまた安心にもつながりますし、自助、共助、公助が機能的に動

く、そういったのにもつながると思いますので、早速そういった説明をさせてい

ただくように取り組んでいきたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） なぜ私が、自助、共助、公助は、最近、防災に対する考え方

として行政からの言葉として対応されてるんではないかと思ったかということで

すが、原因の一つは災害対策基本法に書き込まれたから。それまではなかったの

が書き込まれたわけです。その内容からは、まず自分を守る、そして家族や近所

などを助け、次に行政の力を求めるという意味にもとられるという、やっぱり報

道があるんですね。 

 この言葉が使われてるのは、実は防災だけではないんですね。しばらく前から

は福祉、特に高齢化社会を迎えるに当たって介護の分野で盛んに使われるように
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なってきました、自助、共助、公助。理由は明確です。介護は在宅で頑張りなさ

い、金のない人は施設にはもう入れません、国も介護費用の高騰を抑えるために

特養などの施設はつくりませんという方針を出しています。介護費用の抑制のた

めの口実に専ら使われているのは、もうご存じだと思います。 

 自助、共助、公助という言葉や方向性が示されてきた経過とその意味をしっか

り捉えておく必要が私はあると思っているから、こういう質問をしたわけです。

使い方についての問題提起ですけれども、福祉の分野での自助、共助、公助とい

うのと混同されないような説明を、ぜひ行政としてはこれからもしていっていた

だきたいと思っています。何かあれば。いいですか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山下 誠君） 介護保険というのを引き合いに出されているわけですけ

ど、議員さんのおっしゃるとおり、やはり要介護の認定の考え方については、自

分のところでというようなものが求められてくるような昨今でございますけれど

も、これにつきましては、今ほど町長が申し上げましたように、やはり行政も本

当に一生懸命やらせていただく中で、これは地域の皆さんが、また自分ができる

ところの範囲の中でしっかりとこれから手を取り合ってやっていただくというこ

ととのすみ分けは今後もしっかりとしていきたいと思っておりますので、よろし

くお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 言葉の問題についてはその辺で。 

 次に、災害への対応についての質問ですけれども、大災害発生時にはその対応

に目が行きがちです。行政の対策、対応次第によっては被災の程度や災害後の復

興へ大きな差となってあらわれるということから、行政としてこれらへの手だて

は打たれているのか、いろんな例も示しながら質問をしていきたいと思います。 

 私は、大災害への対応という点では３つに分けての検証が必要ではないかと思

っています。１つは巨大災害への備え、２つ目には巨大災害時の対応、災害が起

こったときの対応ですね。３つ目には復興に向けて災害後の対応と、こんな見方

をしたほうが理解しやすいんではないかと思っているところです。私は、これま

での大災害の教訓から一つの問題提起として、町としてもぜひこれらの教訓、示

すのは一例かもしれませんけれども、全てが実際の教訓であるだけに学んでほし

いことから質問を準備したわけです。 

 町としては、ここで示した１、２、３、巨大災害への備え、災害時の対応、復
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興に向けてという分類により本町の防災計画の検証を行ってきているのか、その

辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山下 誠君） まず、巨大災害の備えということで、本町の場合は、や

はりこの防災計画にも示されているわけでございますけれども、災害に強い基盤

づくりというのがまず第１番目ではないかと思っております。そういった中で、

災害に強い防災体制づくりを今しっかりと整えているところでございます。これ

を具体的な目標に置きかえますと、町内自主防災組織の育成、それと援助、こう

いったものをしっかりと強化して、防災の人づくりというものをまず大事に思っ

ております。これはやはり一般の町民の方々の意識づけを促すといったことをし

っかりとやらせていただいているのが、まず巨大災害への備えというようなこと

で考えているところでございます。 

 また、２番目の巨大災害時の対応につきましては、これは、そういった大きな

大災害となりますと、やはり本町だけでの対応というのはなかなか困難な場合も

出てまいります。そういった場合には、当然県への要請も入ってくると思います

し、そういった中には自衛隊の派遣というものも、当然これは視野に入れて考え

ていかなければならないと思っております。また、そういった巨大災害の対応の

中でも、先日もお話をさせていただいていると思いますけれども、これは県内市

町に対する応援要請の中で災害時の相互応援協定を、今のところ現在１９の協定

を結んでいるという中で、本町の中で避難ができない場合には、やはりこれは南

越前町様との災害協定の中で避難をお願いすることもあり得る、またあるいは県

の指導によって近隣県のほうに避難をするというようなことも考えていかなけれ

ばならないというふうに感じているところでございます。 

 また、一番最後の復興に向けての災害の対応ということになりますと、これは

いろいろなことがございます。当然ライフラインの早急な復旧等もございますけ

れども、ただ、一気に全て復旧するわけではございません。その間、やはり仮設

住宅であったりとか、その駐車場においてはいろいろな避難所の場所の確保等も、

当然これは必要になってくると思っております。そういった中で、いろいろな時

間との闘いということも出てくると思いますので、そういったものについてはこ

の計画に沿って、場所に仮設住宅を建てる戸数を明確にするとか、そういったも

のも含めて検討をしていかなければならない。 

 ただ、今、幾つか言わせていただいておりますけれども、本当に災害が発生し
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たときに、じゃ、どうなるんかという、常にシミュレーションができているのか

というところが非常に大事でないかというふうに感じているところでございま

す。やはりそういったものに対して一つ一つのものがタイムライン化できて、自

分らがそういったものに、職員も、また町の方々も一緒に動けるかどうかという

ことをこれからも広く皆さんとしっかりと進めていきたいと思っております。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 

○９番（金元直栄君） 本当にそういうなのを具体的に聞く前に、一つは災害への認

識の問題です。災害は忘れたころにやってくるということをよく言われますけれ

ども、最近の国内外の今日の状況を見ていると、大災害はいつ起こっても不思議

でないという状況だということは共通の認識になっていると私は思っています。 

 これは歴史の「史」ですが、史料解析から見ると、犠牲者１，０００人以上の

巨大災害は天変地変だけで、これは関西大学の河田教授、『日本水没』という本

にまとめているそうですが、西暦５００年前後からこれまでの約１５００年間に

少なくとも９９回起こっている。火山３回、津波２２回、地震２４回、高潮２０

回、洪水３０回だそうです。これから見ると、我が国では巨大災害は平均１５年

に１回の割合で来ていることになります。１，０００人以上の犠牲者ですね。た

だ、明治以降現在までの予約１５０年間を見てみますと、天変１３回、地変１３

回、西暦５００年以降の数と比較すると平均６年に一度と２．５倍に頻度が増加

しているそうであります。これをよく見てみると、人口がふえ、人が危ない地域

に住み、働き、生活していることが必然的に大災害頻度を増加させているとも言

えるというのがここの人の分析であります。 

 ただ、最近のアジアや日本、また近海での大地震を見て、研究者は地球規模で

地震活動の活性期に入っていると言うことが一般的となってきている今日ですか

ら、近年さらに新たに加わってきた事情があると思っています。 

 それに、本町には福井平野東縁断層という、いわゆる活断層が走っていること

はご存じだと思うんですが、７０年前には大きな被害を出した福井地震を経験し

ていること、この状況の中に本町は位置づけられていることも、考えた計画に整

備していく必要があると思っています。 

 そこで、過去の大災害の教訓に学んでいるかという点ですが、一気にちょっと

しばらくいきます。 

 １９９５年の阪神・淡路大震災では６，４３４人が犠牲になりましたが、その

多くが密集市街地の老朽木造住宅の倒壊による圧死だったと言われています。そ
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の後の火災が巻き込んでいますけれども。こうした危険な市街地を事実上、放置

してきたこと、教訓ですよ、また地震に弱い住宅の耐震補強をきちんとやってお

けば被害を軽くできたと言われているというのが教訓だそうです。 

 さらに、東日本大震災と津波、原発事故の複合災害では、巨大な津波によって

多くの建物が流され、多くの人が犠牲になった。最大の津波を予測し、それに対

する備えがしてあれば被害を軽微にできただろうと言われています。例えばこの

問題で言うと「てんでんこ」という、津波の警報が出たときには、それぞれが勝

手にとにかく高台に逃げろということですが、これを一生懸命、ほかの自治体か

ら、「いつ来るかわからん津波に対して、ほんな毎年、そんなにしょっちゅう訓

練したって何の意味があるんや」って笑われていたというのがいわゆる釜石地域、

あのラグビー部のある釜石の地域ですね。これが、本当に多くの人たちが犠牲に

ならなかった、特に子どもたちは犠牲に巻き込まれなかったということで言われ

ています。ところが一方、大川小学校というところでは、大人がついていながら

多くの子どもたちが波にのみ込まれたという経験を踏んできました。だからそう

いう意味では、それに対する備えがしてあれば被害を軽微にできただろうという

意味がちょっと違うところにあるなと私は思っています。ハードやインフラ整備

だけでなく、訓練などの徹底といったソフト対策の重要性が今浮かび上がってい

ると思います。 

 原発事故による避難等の各種課題がまだあるわけですが、これについては今回

ちょっと横に置いておきたいと思います。 

 最近では、熊本地震の被害の実態です。これは京都大学防災研究所の後藤准教

授らが「検証 熊本大地震」ということでまとめているそうでありますが、傾斜

のある地域での被害率が高い。弱い地盤に建てたことが被害を増幅させている。

ピロティ構造のマンションの崩壊が多い。１９８０年以前の建物の崩壊が圧倒的

に多い。１９８１年以降の建物にも被害があるが、全体としては軽微が多い。た

だ、熊本地震の初期対応については、対応に当たった職員の知見を今後の災害に

生かしていくためにということで、国から派遣された職員らによる平成２８年度

熊本地震に係る初動対応の検証レポート、これ７月２０日付がまとめられている

そうであります。これまで幾つかの大災害からの教訓となったことを示しました

けれども、必ず各種のレポート、報告がまとめられているわけでありますから、

そんなところは、町としても取り寄せたり、手に入れ、学んできて本町の災害対

策に生かしているのか、生かされているのか、その辺もお聞きしたいと思います。 
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○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、私もトップマネジメント研修というのを東京のほうで

受けさせていただきまして、そのときにいろいろな事例、また役所の動き、そう

いったことも勉強させていただきました。このトップマネジメントにつきまして

は、僕が行ってからしばらく誰も行ってないんですが、また役場の幹部職員にも

そういったものを受講していただきたいというふうに思っておりますし、また、

この前の山村武彦先生の講演会の中でもそういった事例をあわせていろいろ発信

もしていただきました。また３月１９日にも来ていただけるということですので、

そのときにまたそういった悲惨な状況であったり、どう対応、何が悪かったのか

というのをまた住民の皆さんに説明していただければいいなというふうに思って

おります。 

 それと、健康長寿クラブの皆さんが、福井大震災をしっかりと次の世代に伝え

ていかなければいけないということで語り部の会６２８というのを、６月２８日

に福井大震災があったということでつくっていただきまして、今、皆さんから資

料を集めて紙芝居をつくっていただいております。また、この紙芝居を子どもた

ちとか地域の皆さんにお話ししながら、こういった福井大震災のときの悲惨さで

あったり、またそれに対してどういうふうに対応していかなければいけないか、

いつ災害が来てもおかしくないよということをまた伝えていっていただけるとい

うことになっておりますので、本当に今そういった自主的な動きが出てきたこと

に非常に感謝しているところでありまして、またそういったのもあわせましてい

ろいろ伝えていくという、そういったことにもしっかりと取り組んでいきたいと

思います。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩します。 

（午後 ０時００分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 金元君。 

○９番（金元直栄君） 引き続き、熊本地震からの教訓ということで質問したいと思

います。 

 このレポートがまとめられているという話は先ほどしましたけれども、避難所

の確保の重要性、これで言いますと、課長もいわゆる本町で災害があったときに
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避難所の確保とか、また仮設の設置の問題等で答弁していましたけれども、熊本

の教訓から見ますと、避難所の被災により避難所不足になったというのが熊本の

教訓でもあったと中に書いてあるそうですね。益城町の総合体育館も、メインア

リーナでつり天井の一部や照明の落下で使用不能になったと。そういうことで、

エントランスや廊下で避難生活が続くということになるわけですね。熊本市内で

は、指定小中学校の体育館１３６校中、損傷が激しい２４校で体育館は使用禁止

になっている。この結果、多くの人が車中泊という手段をとらざるを得ない事態

になったと。これを踏まえて、被災者に対しての問題でいろいろありますけれど

も、１つは自治体の支援、２つ目は避難所の運営、３つ目は物資の輸送というこ

とも含めて検証レポートではまとめられているという話です。 

 そこで、本町でももし災害があったときに避難所不足になるんではないかとい

うのは総務課長の答弁なんかでも見えているんですが、そういうなのは、特に本

町の場合は福井平野東縁断層いわゆる福井断層の一部が走っているということ

で、東西に、旧松岡一帯がかなりの被災をするんではないか、大きい地震が行け

ば。そういうことが起こると、実際、避難所不足になる可能性があるということ

です。 

 熊本の災害対策本部を見てみますと、車での車中泊というのは新しい避難の方

法かと言うんですが、これが問題になりました。というのは、これは最初の地震

から４カ月後のまとめだということですが、１１市町村で７５０人が避難生活を

しているという話でした。これまでの熊本地震では５０人が直接被災で亡くなり、

災害による負傷とかその悪化、また身体的負担による死者数が４３人、プラス関

連死は５人。結局、考えてみると、地震で直接亡くなった方に匹敵する方が避難

所生活やその周辺で亡くなっているということになるんですね。 

 これは、この新たな避難方法の一つの要因でもあるこれらをどう防いでいくの

かということが大きな課題になるわけですけれども、本町では、本町で大きな災

害があったときにどう避難所の確保をするのか、またそれ以後の対策、車中泊な

んかに対する指導なんかをどうしていくのかということもやっぱり災害計画の中

ではちゃんと示されているんでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山下 誠君） こういったさまざまな大きな災害が出ることによってそ

ういった検証のレポートも、各自治体、またそういったところの団体等から検証

レポートというものが多く出されております。そういった中にも、今ほどおっし
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ゃいました車中泊の新たな避難の方法とかそういったものも書かれている分野が

ございます。 

 まず、先ほどと重複するかもわかりませんけれども、永平寺町の中でも、やは

り上志比地区、永平寺地区、松岡地区のこの３つが全体的に被災を受けるという

ことになったら、もうそういった避難場所という問題とは全然話が変わってきて

しまいますので、先ほども言いましたような広域的な支援をしていただくことに

なろうかと思います。例えば松岡地区のほうで、福井地震のときなんかでも全体

的に旧永平寺、旧上志比村には余り被災がなかったということもございます。そ

ういった場合には、松岡地区から、やはり永平寺地区あるいは上志比地区の避難

所への移動、またそういったものに対する移動の手段とかというものはこれから

も考えていかなければならないというふうに思っております。例えば、逆の場合

も当然想定されるということでございます。 

 それとまた、車中泊の避難の手法、あるいは熊本地震のときにはテントもたし

かあったように思われます。そういった中には、いろいろなよい面あるいは悪い

面があったかと思います。特に車中泊の避難の状況になりますと、俗に言うエコ

ノミー症候群であったりとか、テントなどに入ってしまいますと要介護者の顔で

判断できないとか、やはり状況が外から見えないような形にもなってまいります。

そういった面でも、行政のほうがどのような避難の手法によって、いかにその人

たちの身体的なものを把握するかとか、そういったものも大変重要になってくる

のではないかと思います。 

 また、熊本の検証レポートの中には、福祉施設のほうも、町民といいますか、

住民の周知がやはりなかなかうまくいってなくて、福祉避難所にも一般の方まで

一緒に来られてしまうとか、そういったことも非常に問題化があったとか、さま

ざまな避難所の中においても、避難所を開設してしまうと、女性にとっての授乳

場所とかそういったのはなかなか後からではつくりにくいという例も非常に多か

ったというふうに聞いております。やはりこの部屋は授乳室に最初からちゃんと

しっかりと確保するんだとか、そういったものも発災前にしっかりと、先ほども

言ったようなシミュレーションが必要ではないかというふうに思っております

し、また先ほど来から申し上げているように、町民にどのように伝えていくかと

いうことが非常に大事かなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 金元君。 
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○９番（金元直栄君） そういうことでいろんな課題があるし、一つ一つの大災害か

ら学ぶことは多いと思います。 

 熊本の地震の場合、住宅の再建に向けてで言いますと、行政が発行した罹災証

明の発行だけでも１８万件、４カ月たっても７５０人がまだ生活してたという実

態があるわけですけれども、避難所以外に避難している人たちの多さというのは

どこでわかったかというと、災害の後に熊本市では２５０戸の市営住宅を無償で

という募集に対して４，０００人の人が申し込み、２５０に対して、だから１６

倍の応募があったということを聞いていると、今言われましたように、ここの避

難している人たちの状況がなかなか見れないという状況もあるのと同じようにつ

かみ切れていないのがあったんだろうなと思います。 

 益城町の幹部は、ここまで被害が出るとは思わなかったと、思っていなかった

と。避難所の対応に追われ、住まいの確保に動き始めたのは地震後２週間後。事

前の想定が甘く、初動がおくれたと語っていたということですが、そういう意味

では本当に大事なことなんだろうなと思っています。 

 そこで、ただ、応急仮設住宅と災害公営住宅の実態と課題ということもあるわ

けですね。応急仮設住宅の計画場所については、熊本の場合、多くのところで地

盤が崩れたり大変な状況になって計画どおりにいかなかったということがあるよ

うですが、例えば応急仮設住宅、建設単価は幾らぐらいで見ているのかというの

も私ここに、ちょっと調べた中にあったのであれなんですが、建設単価は二百四、

五十万円、ところが実際かかっているのは７００万円前後、１戸にかかるという

んですね。造成とか集会所の建設とかということもあるんですが、そういう意味

では非常にこの応急仮設住宅の建設なんかにも課題があるし、予算の問題もあり

ますしね。 

 そういう中で木造仮設住宅、これはどこかのいわゆる森林組合みたいなところ

がそういうなのをつくったら非常に好評だったということもありますし、町民の

住み心地も非常によかったということもあるので、そこは何かぜひ考えてほしい

と思うし、みなし仮設というのは、いわゆる民間の住宅やアパートを借りる、そ

の家賃補助をするということですが、これも確かに当初はいいんですが、その期

間が過ぎると途端に負担に耐えられないということで出ざるを得なくなる、また

放浪することになるということがあるそうです。 

 そういう中で、やっぱり復興公営住宅の建設というのは非常に大事だと思いま

す。ただ、復興公営住宅については、阪神・淡路大震災のときには、いわゆるコ
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ミュニティそのものを破壊してしまうような入居状況になったために孤独死とい

うのが当時社会問題になりました。ここは十分考えた上で、やはり町としてもこ

れらに取り組んでほしいと思っています。 

 ただ、東日本大震災では、当初、津波被害地から集団移転事業に参加して独自

に自分で家を建てたいと思う人たちもいたそうですけれども、そういう人たちも

今では徐々に減少して、復興公営住宅を希望する人がどんどんふえているという

こともあるので、ここらはやはり行政のこれからの一つの教訓として先を見てい

くことが大事なんではないかなと思うところがあります。 

 数々の教訓を踏まえ、本町の防災計画もさらに充実させていってほしいという

のが私の質問の趣旨でありますけれども、そういう意味では、これまでも数々答

弁いただきました。ぜひ最後に、地域防災対策に求められるものということで、

やっぱり被害を最小限に食いとめるために何が必要なのかという意味では、無秩

序な宅地開発への対応ですね。地盤の悪いところに宅地造成されていると流動化

とかいろんなことが、液状化とかいうのもありますから、山の地すべりも含めて

その典型が広島の豪雨だと言われていますので、そこらも行政として方向性を示

してほしい。 

 住宅、インフラの耐震化、全国的に木造住宅の耐震化率は、これまで新しく建

てたうちも含めて４割ぐらい。国の目標は９割というわけですが、これはどうし

ていくのか。幹線道路沿いのそういう住宅をどうしていくのかということも方向

性として、やはり示していくべきではないか。地域防災計画が、これまでの教訓

から本当に実際に役立つものになっているか、実態に合っているかという検証。

大きいのは被害想定、被害想定をやはり小さく見ていないか。こういう災害の場

合は最大どうあるかということをきちっと見直して、ハザードマップの見直しも

行い、そういう想定もしてほしいと。 

 自治体の災害対応能力では、本庁舎が崩れてしまうと途端に司令塔がなくなる

ということにもなりかねません。そういう対応を当然考えていると思いますが、

一つ一つ住民に、こういうときにはこうするから行政もしっかり頑張るんだよと

いうことを示す意味でも、そんな細かなところまで示していっていただきたいと

思います。そういう意味ではどう町ではお考えでしょう。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今回、災害のことについて、金元議員、また多くの議員の方

からもご質問、またご提案をいただいている中で、本当に課題がいっぱいありま
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すし、やればやるほど見えてくるものもあります。その中で、やはりこういった

議論をさせていただくのも非常に大事ですが、この議論をもとにどういうふうに

動いていくかといいますか、どういうふうに対策をとっていくか。話しているだ

けではなしに、現場と、また住民の皆さんとどういうふうにこういった課題を解

決をしていくかということが大切だと思っております。 

 いろいろな方面、今の活断層の問題、液状化の問題、住宅の耐震の問題、また

災害が起きたときの役場の対応、いかに効率よく動くか、こういったことがあり

ますので、こういったことを一つ一つ大切にしながら、いざ災害が来たときには

十分がおくれたとか、あと１日早ければもっと助かってたのにとか、そういった

ことがないようにしっかりと準備といいますか、この防災、また準備することに

よっての減災、これにつながるように取り組んでいきますので、またいろいろな

ご指導を賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 制限時間を超えましたので。 

○９番（金元直栄君） 最後に一言だけ。 

 本当に課題は数えれば切りがないほどたくさんあると思います。本町でも、被

災すれば東西南北含めて被災の軽いところもあるかもしれません。そういったと

ころから、例えば食料の供給なんかはどうするんかということも考えられている

と思うんです。せめて公民館なんかには大きなガス釜ぐらいあるといいなと思っ

ているところです。そんな検証もぜひしながら災害に備える体制を整えていって

いただきたいと思います。 

 何かあれば。なければこれで終わります。 

○議長（齋藤則男君） 次に、８番、上田君の質問を許します。 

 ８番、上田君。 

○８番（上田 誠君） それでは、私のほうから質問させていただきます。 

 通告は４問つくってありますので、いつも時間がなくなってしまうので時間の

配分を考えながらやりたいと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。 

 まず１つ目です。これはいろんな方が言ってるかと思うんですが、住みたくな

るまちづくり、住民主体のまちづくりの基盤は社会教育ですよというふうな形で

題を上げさせていただきました。 

 今までいろんな形で公民館活動のところを話させていただきました。公民館活

動の原点というんですか、基本はやはり教育、社会教育のほうですね。社会教育

が充実しているいろんなところを今まで視察をさせていただきました。長野県の
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伊那地方のあたりの、せんだっては阿智村、それから喬木村とか、いろんな形で

伊那地方のところ、そこはやはり確固たる社会教育の中からいろんな自治活動、

そして今ほど防災の話もありましたけれども、そういうふうな形での防災をどう

するかというのも住民の方々が社会活動の中からいろんな形で対応をしていると

いうふうなことも見させてもらいました。それから、出雲市であるとか、ある面

ではいろんな形で頑張っている、住みたくなるまちづくり、住民主体のまちづく

りをやっているところがありますので、それについて今回、もう一度話しさせて

いただきたいと思います。 

 まちづくり、これはどのようなまちというんですかね、どのようなところに今

住んでいますか、そしてよく言われているように、住みたくなるとか住み続ける

まち、それから住んでいてよかったなと、そう思えるまちづくりを、町長も含め

ていろんな形で行政のほうも言っておられるかと思います。その中に、よく質問

にもありましたが、安全で安心して、健康で、そして生き生きと希望に満ちた、

そういうところが住んでいてよかったな、あるいは住み続けたいな、住みたくな

るとようふうな形。個々の人権が尊重されて保障されているというのが基本にな

りますが、そういうまちづくりが、よりよい豊かな生活を送れるようにしたい、

またするためにはどうしたらいいかということですね。 

 それで、それはその地域の中で男女を問わず、年代層を問わず、生活条件やら

生活基盤の違いから発生する種々のいろんな要望であるとかいろんな原因である

とか、生活の基盤の違いから発生するそういうものを住民がみずから考えて、そ

して自分たちでそれをつくり上げ、そして実践しているまち、そういう地域であ

れば、やはり皆さんは住みたくなる、または住み続けたいまちというふうに考え

るんじゃないかというふうに思います。 

 これは、生活の中での生活課題であったり、地域の課題であったり、それは近

年、公民館活動、生涯学習といわず、それプラス、今ほどよく問題視されている

保健であったり、高齢者の問題であったり、福祉であったり、それから生活環境、

子どもの教育であったり、またはその地域の産業であったり、道路であったり、

下水道、インフラ整備、そういうものを住民の方々が話し合いの中からその課題

を見つけ、それを解決していく。そういうのが住みたくなるような住みよいまち

づくり、それを基盤とするようになっているんじゃないかと思います。その根本

の中には社会教育というんですか、そういうものが必要になるんじゃないかとい

うふうに思っております。 
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 そこで、町長が就任して２年を経過いたしました。公約の中に元気な永平寺を

掲げ、そしてその中に、町民がまちづくりの主役となる仕組みづくりをやります、

つくっていきます。それから、生き生きと自発的にまちづくりに参加できる環境

をつくっていく、進めていくというふうなことが第一に掲げられていたかという

ふうに思っております。それで、その方針の中から見て、今の現状、それぞれの

地域の中でのこの２つの意味合いがどういう形で今実現されつつあるのか、また

どういう現状なのか、またそういうふうなことにまだもう一歩足りないなという

ようなところがあるかと思いますが、その現状分析をまずいただきたいというふ

うに思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず住民が主役になる例を申し上げますと、今回の、先ほど

申し上げました健康長寿クラブの皆さんが語り部６２８を積極的にやっていただ

いたり３年日記、またスポーツにおきますと、地域の方が、例えばペタンクであ

れば、ペタンクが盛んになって、もちろん町長杯とか教育委員会が後援する行事

もありますが、自分たちで各集落が集まって自発的に大会を開いていただいたり

とかそういった動きも出てまいりましたり、もう一つは未来会議、これも最初立

ち上げた中で住民主体というのを掲げてあったんですが、なかなか行政が主導に

なっていく。それを、ずっといろいろ会議の皆さんと話し合いをしながら自主的

にやっていただくことによって、例えば未来会議の皆さんが留学生の皆さんとの

交流を行政抜きで先に進めてくれたり、先に進めている中で、こういうふうに行

政のバックアップが欲しいというのがわかったとか、そういったのも聞いてます

し、またそのほかにもいろいろ、未来会議の中でこういうことがしてみたい、こ

ういうことをやりたいとかやらせてほしいとか、そういった声も出てきているこ

とは、本当に少しずつですが、そういった方々が出てきてくれていることという

のは大きな励みになっております。 

 また、公民館活動につきましても、教育委員会のほうからあると思いますが、

公民館主事さん、また公民館長を中心に、少しずつではありますが、行政主導か

ら公民館主導といいますか、そういったようなことにも切りかわっていっていま

すので、住民が主体となって、本当に行政はあくまでも黒子に徹するという、そ

ういった町になるように今いろいろ取り組んでいるところであります。 

○議長（齋藤則男君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山田孝明君） 今ほどの教育委員会的なところからですけれども、
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今ほど町長さんが申された公民館活動、これにつきましてはここ一、二年、公民

館長を中心に公民館主事、また地区から選出お願いしました運営委員さんを中心

とした形でいろいろ動いております。企画運営をしております。また、地域には

地区の振興連絡協議会、松岡地区でいいますと御陵、吉野、また志比北、上志比

地区が今現在盛んに活動を行っております。そういった活動を公民館長が中心と

なって、連携をとりながらお互いに協力し合うというんか、交わるというんかね、

そういった中で、例えば上志比地区なんかですと地域の課題、こういうようなこ

とが今必要だからこういうようなことを仕掛けようとか、また吉野公民館なんか

では地域の環境ということで、蛍の生息しやすいような環境整備とか地域で守る

んだとか、また留学生との交流、そういったいろんな活動を今されています。 

 そういった中で、やはり公民館長、公民館活動もあわせ持ちながら対応してい

き、今後も継続していっていただきたいし、そういった活動がほかの地域でも広

まるようにいろんな仕掛けをしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） いろんな現状分析というところ、こういう形でやってますと

いうふうにおっしゃってるんですが、ちょっと角度を変えて再度お聞きしたいと

思います。 

 その次の質問にもなってくるんですが、ここで言う主役となるという現状を、

どのようなのを主役となるというふうにまず考えていらっしゃるのかお聞きした

い。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 行政主導ではなしに、住民の皆さんから積極的に取り組んで

いく、それはいろいろなことがあると思いますが、そういったことだと思ってお

ります。 

 行政はそういうふうになるようにいろいろな取り組みを行っているわけです

が、例えば今回の秋浪漫、関係団体の皆さんと共催という形で、皆さんと一緒に

考えて、その持っている団体団体のいいところというか、押し出したいところ、

魅力を発信できるような取り組みも行ってまいりましたし、特に今回、秋浪漫を

やらせていただきました東古市区におきましては、５２１であったり冬のイルミ

ネーションですか、そういったのもやっていただいておりまして、今回の秋浪漫

でも積極的に地元の皆さんがお手伝いしていただいたといいますか、本当にご協
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力なしでは考えられないほどの協力をしていただきました。 

 また、今、早稲田大学が入っております吉峰地区におきましても、地元の皆さ

んと大学生の皆さんが、自分たちの地元をどういうふうに魅力あるところにでき

るかということを、何度かそういった場でお話もしていただいておりますし、そ

ういったところで行政主導ではなしに、行政は、皆さんがやりたいことといいま

すか、この進行とかいろいろな中でそれをどう、先ほどから申し上げておるよう

に、主役が住民ですので、行政がいかに黒子に徹してその住民たちに引っ張って

いってもらうか、そういったふうなまちづくりをしていきたいと思っております。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 今ほど町長言ったように、主役となるというのはどういうこ

とか、当然住民の方がやってて行政は黒子に徹するということは、まさしくその

とおりなんですが、その言葉の次に仕組みづくりというのがあるんですが、その

仕組みづくりはどういうふうにしていくつもりなのかもちょっとお聞かせいただ

きたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 先ほど申し上げました、例えば町のイベントにつきましても、

行政が、皆さんこうしてください、ああしてくださいではなしに、皆さんで一緒

に考えてやっていくことであったり、未来会議の中でも、行政主導になっていて、

いろいろ最初は一、二年うまくいかなかったところもあったんですが、会議の皆

さんも粘り強くといいますか、こうしたらどうや、ああしたらどうやということ

で、そうやって皆さんで考えながらこの今の未来会議の形ができてきたというの

もあります。 

 そしてもう一つは、今回の、先ほどから出ております災害につきましても、し

っかりと住民の皆さんと協働して、災害が来たときには当たっていく、そういっ

たことのしっかりとした説明、ご理解、そういったことも進めていくことも、住

民の皆さんが、自分たちはこういうふうに動かなければいけないんだなとか、そ

ういったことにもつながって、逆にその意識が上がっていきますと、さらに行政

に対する要求といいますか、そういうご指摘といいますか、そういったものも高

度になってくると思ってますので、また行政もさらにそういったニーズに合わせ

て高度化していく。そういった相乗効果の中で行政についても進んでいけばいい

なというふうに思っております。 

 そして、やはり今少子・高齢化が進んでいる中で、最近いつも私言うんですが、
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行政が目立っている、そういった自治体はまだ発展途上の自治体であるというふ

うに私は思っております。それの最高の先進地が東京でありまして、東京は実は

新宿区とか港区とかいっぱいあるんですが、そこの区役所は福井県庁よりも大き

いわけなんですが、民間の方がどんどん東京を宣伝していただく、また人が集ま

ってそこにまた産業が生まれてという、そういった形の中で、今はそのまちの発

展のためにいろいろ行政が、今おっしゃられたとおり、プロデュースという言葉

はちょっと上から目線になってしまうかもしれませんが、人と人とを結びつけた

り、よその地域とこの永平寺町が結びついたり、そういったプロデュース的な役

目をしながら住民の皆さんが主体となる、そういったまちづくりを今目指してい

るところであります。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ここでちょっと視点をあれなんですが、今ほどの町長の答弁、

それから課長の答弁があったように、主役となる住民の方々がそういう形でいろ

んな準備をし、いろんなことをするというふうな形、それからそういう仕組みづ

くりというものを今ちょっとご説明があったかと思います。 

 今、私考えるに、仮に、ほんなら何も私もできないんやからあれなんですが、

私、京善の住人なんですが、京善地区で今どういう課題があって、どういう問題

を解決せなあかんのかというふうな、例えば話し合いであるとか、またその話し

合いの中から、それなら今回、子どもを対象をこういうふうにやろうじゃないか

と、それには壮年会はこういう協力をしよう、婦人会はこういう協力をしようと

いうふうな会議を、話し合いをして、そこから今持っている課題を見つけ、そし

てそれを解決するにはどうしたらいいかというような、そういうふうな形で住民

の方々がその集落で話し合っている行政区が今どれほどあるかというふうにお考

えでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 集落でいろいろ考えていく、例えば道路につきましては、各

９０集落から町のほうに要望が上がってきます。これは、やはり各集落集落が話

し合われて、ここを改善したらどうかとか、そういった中で上がってくるものも

ありますし、また今回の自主防災の中でも、地域を主体でやっていただいてます

ので、そういった話の中で、例えば、自分たちのこの集落ではどういうふうなと

ころへ避難したらいいのか、どういった備品をそろえたらいいのかとか、そうい

った話し合いもされていると思います。 
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 その集落集落において、課題であったりそういったものはあると思いますので、

一概に全てが同じ課題を持っているとは思いませんが、そういった形で各集落の

皆さんは話し合われていると思っております。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ちょっと具体的な質問にならなくて大変申しわけなかったん

ですが。 

 要は、私は何が言いたいかというと、例えば自分たちのところでの話し合いの

中から課題を見つけ、それを解決するにはどうしたらいいかというふうな過程、

そういう形での動き、それをやはり住民の方々が自発的にやっていただく。先ほ

ど防災の中で自主防災組織をつくって、自主防災はどうしたらいいのかというの

は、やはりそんな防災のリーダーを中心にしながら検証、考えて、こういう資材

が欲しいとかなんとかという話になってますね。 

 だから、そういうふうな形のシステム、そういう過程を踏んで、要は自分たち

の自治、要は集落をどのように変えていこうか、どのように、先ほどの町長の言

う住みやすい村にしてこうか、地域にしてこうか、じゃ、子どもたちはこういう

ふうに育てたらいいねというふうな形でのその過程の仕組みづくり、それをやる

のが、そんな自覚を持っていただくようなのが社会教育だというふうに私は思っ

ているわけですね。 

 その社会教育、そういうふうな形での仕組みづくり的な教育、例えばそれを、

どういうんですか、そこの地域地域、それは全町に合わせてですが、植えつけっ

て言葉は悪いですが、皆さんにそういう意識に立っていただくようなその過程を

社会教育だと私は思っているんですが、それが組織的に、またある面では具体的

にそういうふうな動きが示されてない。また、そういうふうな活動をやるような

仕組みづくりが果たしてあるのかということで、今私は質問をさせていただいて

いるわけです。 

 そういう面から見ると、町長はどのように。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず自分たちで考えていただくという中で、防災講座、また

すまいるミーティングへ行っている中である集落にお邪魔したときに、「町長、

こんなところへ避難したら、ここ危ないよ。すぐ後ろ山やし」、またある方は、

地震来たらどこへまず避難したらいいんかというのを私に聞かれるわけなんです

が、そのときにやはり申し上げましたのが、役場ももちろんバックアップします。
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総務課も一緒に考えますし、どういう経路がいいかやりますが、皆さんでまずは

考えていただくことによって、みんなで考えて、あそこへ行けって言っててたな、

雨降ったらここやな、例えば誰々さんのところへ確認に行かなあかんのかなとか、

そういったお話を地元でしていただく。そういったことを踏まえまして、自主防

災の皆様には、もちろん役場は一緒に考えますから、まず自分たちでそういった

ルートをつくったり、ここが危ないのであればいきなり最初から２次避難所へ避

難していただいてもいいですよとか、そういった話もさせていただく中で、災害

とはそういうもんなんや、避難所というのはこういうふうにせなあかんのやとい

うのが自主的に、また地元、そこの土地勘のある方の新たな意見が出てきてより

いいものになっていくというふうに思っております。 

 社会教育の中でどういうふうにそういったとかというのがありますが、もちろ

ん今、来年度、県立大学と協定を結びまして、えい坊館のほうでとかいろいろな

公民館等で大学の先生から住民の皆さんにそういういろいろな講座を持っていた

だこうとも思っておりますが、今回、私、このまちづくり、協議会とかいろいろ

立ち上げていくというお話もさせていただいておりましたが、いろいろお話はさ

せていただきます。「皆さん、つくりましょう」「つくってください」「やりま

しょう」と。ただ、「わかったよ」とか「ほんならみんなでやってみよう」とか

という声がなかなか出てこない。私の説明不足でまだ伝わらなかったところがあ

るのかもしれませんが、そういった中でいろいろどうしたらいいかというのを考

えてますし、また事業の中でこういうふうに住民の皆さん主体でやってもらおう

とか、そういうふうな中で、一つ今回、先ほどから防災ばかりになって、防災し

かないんかと言われるかもしれませんが、これを進めてる中で地域コミュニティ

のきずなといいますか、それが見えてきましたので、社会教育、公民館、防災、

振興会、そういったいろいろな角度からそういった主体のまちづくりとなるよう

に、今、一つ一つ進めさせていただいております。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 生涯学習の観点から。私、社会教育というのは人と人との

つながりだと思ってます。例えば文化祭についても、当日何百人来ようが、その

実行委員会でみんなでやってきた、みんなできょうまで準備をしながら頑張って

きた、そういう仲間づくりというのが一番大事なんで、役場のほうがお膳立てし

て準備して、当日１万人来た。全然それは社会教育にはつながらないという感じ

で、やっぱり実行委員の皆さんが一生懸命汗水かいて、そしてみんなでこのメン
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バーを充実していくことが一番すばらしいんだというような意識で捉えてます。 

 今、そういう人と人とのつながりを前面につくっていきたいというのは思って

るんですけれども、今の人たちというのは、公民館活動でもそうなんですけど、

幅が広くなってるんですね。仲間の集まりというのが。以前ですと南地区とか北

地区とか中地区とかで公民館活動とか講座活動とかをやろうということでやった

んですけど、なかなかそういうつながりが出てこないというような観点から、我々

教育委員会としてはやっぱり区の仲間づくりが一番大事だろうということで、そ

れぞれふるさと学級とか、区単位でみんなで協力し合って何かしようさというこ

とで、あるいは区の問題は何かみんなで考えようさと、そういう場をつくってほ

しいというような意図から、そういう補助金的な、伸び町的なものを仕組んでい

ったんです。 

 今、そういうようなところから発展している地域もありますし、東古市なんか

もふるさと学級というので花いっぱい運動とかをどんどんしてたのが、これでは

物足りないから東古市まちづくり協議会といって、今、駅前の課題が、大きいの

がありますから、そんなのに対して区を挙げてみんなで取り組もうというすばら

しい団体に発展したということもありますので、我々としてはそういう、今まで

南地区とか永平寺地区とか手を広げてやろうとしてたんですけど、なかなか町民

の方もそこまで言ってとか余り反応してくれないということで、そういうもう１

回地区を基盤にして何かしていって、それがだんだん広がっていけばいいなとい

うことで今種まきをしているところなんです。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） せんだっての、先ほど例挙げました阿智村の例を一つ出しま

すと、あそこも長年、ずっと社会教育を充実してやってきたところなんですが、

やはり住民自治、要は住民が主体となる自治体、またいろんなやり方はこういう

やり方ですよ、例えば住民みずからが考えて、先ほども言いました、話し合って

学習しながらその課題を見つけて、それを主体的に解決していく、その過程が住

民自治の基本なんですよと。それをやっぱり口酸っぱく住民のところに、町長も

含めて、皆さんの執行部の有無も含めてずっと続けてきた。要は、住民自治は自

分たちが考えてやるんですよというふうな形での、教育と言うと大変語弊があり

ますが、それをやはり常に心熱く語りかけて住民集落を回り続ける。 

 それによって、ほんならこの後の仕組みづくりですが、ほんなら皆さんで、京

善なら京善の今後あるべき姿というのを、例えばその家庭、私の家庭でしたら長
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男坊と私の３人だったら、子ども生まれて、次はこうして子どもはこんなんでと

いうふうな一つの未来像をつくる。それと同じようなものをぜひ、京善なら京善

の集落、それぞれの集落でどのような集落がいいのかというのをぜひつくってく

ださい、つくろうじゃないですかというのをやはり口酸っぱく、それをずっと進

めてきた。それがその地域の中で、みずから自分たちの地域が考えて課題を見つ

け、それはどうしたらいいか、子どもはもう少しあれなら遊ぶ場所をみんなでつ

くろうやないかというような形の課題を見つけてきた。それに対して、ほんなら

ひょっとしたら行政でこういう予算の補助があるんでないかということで、それ

を行政に対して働きかけるとか。 

 だから、自分たちでできる仕事、自分たちと行政と一緒にやれる仕事を、「こ

この道直すのは、これは行政に頼んでやってもらわないとできないね」「それな

ら行政に頼もう」と。同じ道のあそこなら隣の村と一緒に、こういう形の中間の

舗装はどうしたらいいのか、それを住民が主体になるようなことをやはり、前か

ら公民館活動、いろんな社会教育と言ってますが、それときちっと、住民活動は

こうあるべきですよ、こういうふうにしてやっていくのが筋道ですよというのを

勉強し合う。住民の方々に熱く語りかける。それをやはり長野も長年、何十年と

いう形で進めてくる。その中からいろんな活動が出てきたというのが実証されて

いると私は思っています。 

 ですから、ぜひここにある、町長が掲げる住みたくなるまちづくりの中で、生

き生きと自発的にまちづくりに参加できるような環境づくり、その環境とは何か

というのをきちっともう一度検証していただきたい。どんなものが、どういう環

境なのがいいのかというような形をぜひ見つけていただく。ちょっと抽象的な言

葉かもしれませんが、それをやっているところも実際あるので、そのまままねせ

いというわけじゃないですが、いいところはやはり取り入れるということをぜひ

お願いしたいと思うんですが、そういうことをやらない限りなかなか進まないと

いうふうに私は思っているわけですが。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） もちろん、まずは各地域の皆さんでもう一度コミュニティを

つくっていただく。人と人のつながり、その中で一つの課題を見つけて話し合う

ことによって、また次の課題、次の課題、課題解決することによって、じゃ次は

これをやってみよう、これをやってみよう、これはどうなっているんかとか、そ

ういった議論になっていくことがいい地域になっていく一つかなとも思っており
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ます。 

 その中で防災講座という形で１５カ所を回らせていただいた中で、防災を進め

る中で一番大切なことは地域コミュニティ、昔からやってた祭りであったり運動

会であったりサロンであったり、住民の皆さんが交流して話し合う場を推奨して

います。いざというときには、何か祭りでも何でも、「きょうは何であっこのお

ばちゃん来んのやろう」「病気なんやと」とか「ちょっと体悪いんやと」とかと

いう、そういった会話の中で、いざというときに「あのおばちゃん体悪いと言っ

てたで、助けにいかなあかん」、そういった地域コミュニティづくりを今進めて

おりまして、例えば一つの地域で、「じゃ、防災について取り組んでいこう」「ど

うしよう」といろいろ意見が出る中で決めていく。そういうことを決めコミュニ

ティができ上がった中で、「じゃ、祭りもみんなで今までと違ったようにやって

みようか」とか「あっこの道へこんでたで、話し合おうか」とか、そういったの

につながっていけばいいなというふうにも思っております。 

 ぜひ京善区でも防災講座に呼んでいただきまして、またそういった面では地域

の皆さんに熱く語らせていただいておりますので、呼んでいただけばすぐ行きま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 私も永平寺地区のをこう見たら、京善なんかは上田議員さ

んらもリーダーですし、山口さんらもたくさんおられますし、今、伸び町の実践

例もずっと、今支払ってますのでずっと見るんですけど、清掃活動をしたとかク

リスマス会をしたとかいろいろ、お年寄りから子どもたちを集めてそれぞれの地

区が本当に頑張ってやってるんです。いっぱいあるんです、永平寺町内には。京

善地区でも、隣に永平寺川が流れてますし、きれいなところもありますし、ああ

いうところを活用されてそういう。 

 僕は、永平寺町内には、こちらから「社会教育はこうあるべきですよ。こうし

なさい。ああしなさい」と言うと、逆に「何言ってん、おまえ。偉そうに」と、

今はそれの弊害が来てると思うんですね。今までのやってきた。今見ますと本当

にリーダーはたくさんおられます。その人たちに、でもお金がないとか、集まっ

てきてもどうなんやろうというときには相談に乗らせていただいて、そしてお金

も、こういう事業ですとこんだけ補助できますよとか、そんなことで頑張ってい

ただくのを待っていますし、実際に今、本当にたくさんの地区でやっていただい

てますので、議員さんが心配されるほど社会教育が、今の地域の人たちは何も知
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らんよとか、そんなことは僕自身はないと思っているんですね。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 最後で。教育長とちょっと見解が違うんで、私は社会教育を

サボってきたツケが今来ているというふうに見ていますのでそういう見解はちょ

っと違いますが。 

 阿智村のところの中で、ちょっと最後にこの言葉があったのでご紹介して終わ

りたいと思います。まとめの中で、村づくりの理念を村長が繰り返し強調し、そ

の理念を具現化する──あそこは１人でも予算要求ができるんです──具現化

し、予算編成や計画づくりの過程で、住民が主体となって村づくりを進める仕組

みの構築を常にし続けていることがその村の大きなあれだというふうに書いてあ

りました。やはりそういうことを、自分たちの村づくりの理念を常に熱く語りな

がら、そんなら自分の村ではどうするんかというのをぜひ住民たちはつくってほ

しいというのをやはり語るべきだと思いますので、ぜひそういうふうにお願いし

たいと思います。 

 じゃ、２問目へ行きます。時間があれですけど。 

 ２問目です。環境課題の第一歩はごみの減量化と資源化からというふうにさせ

てもらいました。環境問題、ごみのところについては、ここ１年に一遍ぐらいず

つちょっとしている経緯があるかと思うんですが、なぜきょうは入れるようにな

ったかというのを一つ言います。 

 私的なんですが、永平寺町の環境計画の中にあるわけですが、実は京善区はこ

とし副区長で来年区長になるわけなんですが、そこで一つのあて職で環境美化推

進員に委嘱されてます。これは変な話じゃないけど、自動的にという話ですけど、

委嘱でなってます。 

 その中の資料を見させてもらいますと、まず推進員の役割というのが書いてあ

りました。それは４月２８日に会合があったわけですが、その後、環境について

の学習会の開催が１０月ほどに３回ある。実際は１１月１６、１８、２１日にあ

りました。私も１回だけですが、出席させていただきました。その中でごみの減

量化、資源化に向けた取り組みの説明がありました。それも後でちょっと説明し

ますが、そういうような形が推進員の役割ですというふうになっていました。 

 永平寺町の環境基本計画ですが、２０年３月に策定されて、２６年に改定され

２９年度まで、来年度までになってます。それでごみの資源化、要は合わせた量

ですが、平成１８年から２１年までは約五千五、六百トンから６，０００トンぐ
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らいあります。それから２２年から２６年にかけては約５，０００トンで横ばい

の状況であります。後でちょっと聞きますが、なぜここでとんと減ってずっと横

ばいなのかという検証もしていただきたいと思いますが。処理費、その処理には

約９，０００万かかっているというふうになってます。それから負担金、要は回

収の運搬も含めて年間約３億というのも横ばいで今なっております。それと、い

ろんな資料を見させてもらった中で、可燃ごみを１００としますと紙のごみはそ

の約５３％ぐらいがあるというふうにデータに残っていました。それから、その

可燃ごみの中でも２０％はリサイクルのできる紙でありますよ。２０％ね。生ご

みが３８％で、大体食品のあれとかそういう生ごみのということです。１人当た

り７２４グラムで、２９年度は６９０グラムというふうに目標を設定しているよ

と。１人当たりの経費は１万五、六百円ですかね、そういうような形でなってい

ると。これも大体ずっと横ばいだというふうになっていると思いますが。 

 そこで、現在実施されているごみ減量の施策の状況というのを一度分析をお願

いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） 現在のごみ減量の施策ということでございますが、

先ほど上田議員さんおっしゃったように、ごみの排出量につきましては、ここ１

０年見ましても５，０００トン前後でずっと推移しております。ただ、近年、不

燃ごみにつきましては２０％強ほど下がっておりまして、逆に粗大ごみのほうが

２０％ふえているというような状態でございます。 

 それから、先ほどもお話ありましたが、２６年度ベースで１人１日当たりのご

みの排出量、これが本町の場合は７２４グラムということになってございますが、

県の平均でいいますと８９４グラムと大きく下回っております。さらに、同じ処

理施設を使っている坂井市は８３７グラム、それからあわら市についても８７８

グラムと、比較しましても大きく下回っております。県下でも３番目に低い状況

でございまして、ごみに対する意識が本町の町民の方は非常に高いなというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 先ほど言いましたように、２２年から２６年でことっと減っ

て、ずっと一定になってるんですが、どういうふうにそれを解析してますか。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 
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○住民生活課長（野﨑俊也君） 僕もそこまではちょっと分析はしてございませんが、

資源ごみなんかも、以前はトレーごみとかそういうふうなものがありましたが、

さらにプラごみが２０年度から始まっておりますし、それから紙パックも１８年

度から始まっておりますし、それとあと蛍光灯、こういったごみも２３年度から

分別の収集が始まっておりますので、そういった影響によって下がっているので

はないかなというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 同じ考えです。その当時からの分別が結構全国的にも含めて

意識されるようになって、当町も同じ分別をやってきました。そういう中から、

ある程度そのごみに対する意識も高まって、分別して紙は紙、生ごみは生ごみと

いう形でそういうふうな形でなって、ある程度の可燃ごみのところの形になって

きたというふうに私は思ってます。だからそれが一つの要因だというふうに思っ

てます。 

 それで、しかしながら、２２年から２６年にかけて５，０００トンがずっと維

持されてるわけですね。維持という言葉はあれですが。変わってない。その変わ

ってないのはなぜかというふうにお考えでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） データ上はそういうふうになっておりますが、実際

その分別が細かく細分化されてないというのもございますし、あと課題とすれば、

マンション・アパート系、これが本町の場合１３０施設あるんですね。そのうち、

入退居が多い学生さんが入っているような施設が結構ございまして、以前、アパ

ート等連絡協議会と、また地元の方とお話しする機会があってちょっとお話聞い

たんですが、学生さんが非常にごみの出し方が悪いと。やはり今までずっと勉強

ばかりしてきて、その分別する意識が非常に低いんだと、まるっきり子どもさん

だということで、例えば可燃ごみなんかにも雑誌類が結構入ってるらしいんです

ね。それを分別する手だてもないということで非常に困っているということがご

ざいました。 

 ということで、学生さんに対してもう少しアナウンスを強化しなくちゃいけな

いということと、学生さんがいつでも出せるような手だてをしなくちゃいけない

ということが今後の課題であろうかなというふうには思っております。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） それで、これが美化推進員の資料です。その中に書いてある
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んですね、きちっと。ごみの減量化、資源化に向けた取り組みということで、紙

ごみの資源化をしましょうと。今ほどのさっきの段ボールのあれ、雑紙とか雑誌

類はここでしましょうということですね。それから生ごみの減量として、生ごみ

を出さない工夫の呼びかけ、水切りの徹底、生ごみ処理機（コンポスト）の奨励

という形で載ってます。 

 それで、ほんならそういうふうな運動的な形で、その２２年から２６年に実際

にそういう動きをなさったのか。私は、ある面では当然そういうふうにやりまし

ょうとはうたってはきてますが、それが住民の方々皆さんの意識の中にやはり入

り込んでない。だから分別しましょうということで、ある程度その分別意識にな

って、ある程度の今まで出してた可燃ごみがされたことによって下がりましたが、

その後からは呼びかけはしてますがやってないんじゃないか。極端なことを言う

とね。そういうふうに思っているのが、その原因としては、その課題はそういう

ふうに私は思ってます。 

 それで、そのときに勉強させてもらって進めていたのが、例えば、これは鯖江

の方が講師に、帰山さんが講師に来られたわけですが、そこで段ボールこん包と

いうのをやっているそうですね。これは１個大体６５０円ぐらいらしいんですよ。

６５０円。それでそれぞれの減量をするよというふうな形で、そこに生ごみを入

れてやるとそれがなくなって、最終的には堆肥になって、それをぱっとまけばい

いし、私が扱わないときには隣の家の大根をつくっている人にあげれば喜ばれる

ねというふうな発想があるということなんですが、そこで古紙のリサイクルとい

うことでそれぞれの、永平寺町ですと、今、教育長のところの近くのあそこのオ

オハシさんのところ、それから松岡町はそこの役場の横のあそこに常にあります

から持ってきてくださいというようなことがありました。 

 しかしながら、その生ごみ減量化に伴う、例えば勉強会を年３回はやってます

が、当然集落単位で要望があればお伺いすると思うんですが、それをある面では

定期的にやるような施策であるとか、それから、先ほどの公民館でないですけれ

ども、自分たちの中でそういうふうな話が来たときに、ごみ減量どうしようかと

いうのを集落のご婦人を中心にしながら話し合ってどうしようかと。なら少しそ

ういう形でやりましょうというような形の動きがやはり必要じゃないかなという

ふうに私は思ってます。 

 ですから、紙ごみの段ボール、それから古紙、新聞はＰＴＡとかの会費でやっ

てますが、通常のざら紙というやつ、それの回収方法が、例えば月１回こういう
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ところに持ってくるから、京善のごみ収集のところに月１回ずつか２週間に一遍、

今資源ごみでやっているような、そういうような形の回収をしましょうかという

ような動きとか、そういうものは考えていただくととはできないのか。それから、

先ほど生ごみを処理するようなことの徹底というんか、そういう勉強会も含めて

そういう運動的なものはやられたほうがいいんじゃないかと私は思うんですが、

そういうふうなところのお考えについてちょっとお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） ごみ減量化をさらに進める施策ということだろうと

思うんですが、おっしゃるとおり、可燃ごみの５３％は紙類のごみです。そのう

ち３５．８％がリサイクル可能な紙だということで、全体の可燃ごみでいいます

と約１９％がリサイクルできる紙になろうかと思います。 

 一遍よく見ていただきたいんですが、皆さんちょっと認識が薄いんですけど、

環境から出しているごみ分別のポスターにちょっと入れてはあるんですけど、雑

紙というのは廃品回収のときに袋に入れて出してくださいねと言ってるんです

が、正直、廃品回収する側、それから出す側も非常に認識が薄くて、実際は段ボ

ールに挟んだり雑誌に挟んだりという形で分別されずに出しているというのが現

状でございます。ことしも県のほうもこういった雑紙について非常に力を入れて

ございまして、私も何遍か会議に出させていただいたんですが、こういった雑紙

の扱いをさらに分別化しようということで、しっかりとしたアナウンス、それか

ら受け入れ先を考えなければならないというふうにことし考えているところでご

ざいます。 

 さらに、可燃ごみの３８％が食品廃棄物と言われるものでございまして、その

うち２４．７％が食品ロスとか、いわゆる消費期限切れとか食べ残しといったも

のでございます。これについては、もちろんうちは生ごみ処理機の補助をしてお

ります。累計で１４０台ほど出ておりますが、こういったものも併用してますし、

ことし、食べきり運動といいまして、これは県の運動でございますが、ちょうど

忘年会シーズン前に食べ残さずに帰りましょうとか、そういった運動を、ちょっ

とチラシを、これ県からいただきまして、商工会並びに商業施設、こういったと

ころにお配りして啓発をしたところでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 
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○８番（上田 誠君） 質問の中の最後に、その目標をいろんな、例えば今、目標が

２９年度目標、もう来年ですが、６９０グラムにしたいねと。それから当然それ

にかかる経費もそれによって下がるわけですが、その６９０グラムにするために、

今ほど言いました雑紙のところも含めて目標達成のための運動となるような施

策、実績数を考えて、何かそういうものはお考えはなさってるんでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） ごみ減量化につきましては、先ほど言いました雑紙、

これについては、充実したアナウンスですとか、あと、いつでも出せるような、

例えばストックヤード、こういったものを学校や公共施設に設けられないかなと

いうふうに検討していきたいなと思っております。 

 それと、１人１日当たりのごみの排出量の６９０グラムという計画がございま

すが、これは町全体でいいますと約２５０トンほど減らせば達成できるというこ

とでございますが、正直、日中、人口の多い、例えば永平寺のお寺とか医科大と

か県立大学、こういったところは、ごみは出すんですが人口割には入ってないん

ですね。逆算しますと大体１，０００人ちょっとぐらいになるんです。ごみの総

量を１万９，０００で割るのと２万で割るのとでは数量が変わっていくんですね。

２万ぐらいで割ると大体６９０台の数字にはなりますので、ほぼ今現在では目標

に達するところかなというふうには判断しております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） 私、今ほどストックヤードの設置を考えている、ぜひやって

いただきたいなと思います。 

 それから、先ほどの可燃ごみのところですが、ちょっと試算をしてきました。

生ごみがそういうありますよと、先ほど言った生ごみの量を、段ボールコンポス

トが１箱大体６５０円から７００円でできるそうです。それで１世帯４人として

単純計算してぱっと割ると、大体１年間で１トン減るんですよ。１トン。先ほど

おっしゃったように２５０トン減ればいいということになれば、段ボール箱２５

０本出ればいいんですね。例えばそれは１，０００世帯、１，０００箱にすると

６５万円なんですよ。いわゆるそれが６５万円。６５万円の段ボールコンポスト、

１，０００個をいかに皆さんに使っていただくというような施策を考えればいい

わけですよ。それでつくってもらってやれば、その減量化に１，０００トン、１

家族で１トン減りますから。ですから、私が言いたいのは、ある面では６５万円
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の４分の１ですと２０万もかからないですね。２０万ちょっとぐらいですね。そ

れは先ほど言いましたように、ごみ処理機、４万円補助として２０万円やったら

何台ですかね。それなら、それも含めてそういうふうな形での施策を打って、例

えば段ボールのコンポストを、５００箱なら５００箱を皆さんに使っていただく

と、それにはどうしたらいいかという施策を出して、このときに自分たちのとこ

ろの地元でそういうふうなのをやってもらうふうなことをぜひ考えていただい

て、ならどこどこの村でこんだけ引き受けますよというふうな一つの計画を立て

てくださいよと、そういうふうな形にすることによって意識化される。その意識

化されたことが、ある面では環境問題についても意識されていくというふうに思

いますし。 

 また、先ほど言いました社会教育の住民活動の中の一環としてそれが、その住

民、自分たちの自治体をどうしようと、そうなったときに、例えばごみの減量化

こんだけすれば、町はこんだけの何千万の費用が浮いてくるんですよと、それは

財政を圧迫しているその中でそれを引き受けてやることによって町財政はこんだ

け変わりますよというふうな、そういう財政等の感覚も鋭くなっていくこともあ

りますので、ぜひそういうふうに考えていただければというふうに思います。 

 では、続けて３問目に行きます。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩します。 

（午後 ２時０９分 休憩） 

────────────── 

（午後 ２時２０分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 上田君。 

○８番（上田 誠君） それでは、３問目を質問させていただきたいと思います。 

 これについては、この質問書を出した後に町のほうからその説明会があります

よというご案内が来ました。そういう意味でのタイムラグが５日ほどあったので

あれだったんですが、もしもそういうのが出ていれば、その文面が、なぜやらな

い、住民への説明というのが若干変わるだけだというふうにご理解いただいて、

たまたま住民説明会があることを知らなかったもんですから、あえて、なぜやら

ない、住民への説明。こしの国ＣＡＴＶ移譲についてという形の見出しにさせて

いただきました。 

 なぜ私がこういうふうな強い口調で言わせていただいたかというのは、やはり
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今までに２回ほど一般質問をさせていただいてますが、そういう経緯の中からこ

ういう言葉を発せざるを得なかったことをご理解いただきたいと思います。とい

うのも、先般の第２回の中間説明の資料の中に、その住民説明は２９年の４月、

これはその前の３月議会等で、それぞれの議会またはこしの国議会がわかったよ

という返事、その内容の協定書を提出した後で、決まった後で住民説明会をする

というふうな形の内容でした。私は、これが先般、ことしの２月１７日に福井新

聞で発表がありました。その後、永平寺町議会に２月１９日に説明があったわけ

ですが、福井市議会は２月１６日に、その発表前にありました。なぜ永平寺町だ

けその発表がないのということでおかしいんではないですかという発言もさせて

もらいました。 

 その中に、やはりこの永平寺町には、こしの国ＣＡＴＶは９８％、全世帯がそ

れに加盟しているというふうな実態があるわけですね。それと、なおかつその加

盟をしないとテレビが見れなくなるというふうな実態、それからこしの国ＣＡＴ

Ｖが始まるときにそれぞれの地域でそれぞれの共聴をやってました。その共聴設

備を廃止してこういうシステムになったという経緯があります。その中には、当

然行政としての役割、情報化社会の一つの流れの中で国に置いていかれないよう

な施策、それから町もそういうものに対応していきたい、それから町としてのＣ

ＡＴＶを使っての情報伝達であるとか広報であるとか、それからコミュニティの

充実であるとか、そういうものから設立されてきた経緯があると、そういう経緯

と、先ほど言いましたように、１００％近くの住民加入がされているということ

から、まず第一に住民の方々にご理解をいただくのが先ではないですかというの

を何回となく説明させていただいたと思ってます。にもかかわらず、先般の説明

は、その議会というんですか、決まった後に説明会をするというので、なぜ住民

説明会を先にやらないのですかということで今回の議題とさせていただいた経緯

があります。それをぜひご理解いただきたいと思います。 

 先ほど言いましたように、皆さんそこに入ってくださいよと、それに入らない

とテレビが見れないですよというふうな形の中から、その登っていただいたはし

ごをぴゅっととるような、そういうような形にも受けとめられかねない。そのた

めにも住民のご理解をいただきたいというのが先般であります。 

 それで、一応案内は１２月１２日から２１日にかけて、都合７会場でそれぞれ

の説明をするというふうになっております。では、まずほんなら説明の内容はど

ういうふうな形で説明をしていくのかをお聞かせいただきたいと思います。 
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○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（太喜雅美君） 今のご質問、議員仰せのとおり、この通告のタイミ

ングとうちの広報のタイミングにちょっと差がありましたことでこういうことに

なったんかなと思います。 

 議員仰せのとおり、１２月１２日、永平寺町生活改善センターを皮切りに、最

後、１２月２１日、本庁の大会議室までの７カ所、これは小学校区単位で、公民

館単位と言っていいのかもわかりませんが、会場でいずれも午後７時から開催を

させていただきます。なお、この説明会は永平寺町が主催ではなくて、こしの国

ケーブルテレビが主催となっております。こしの国のこの通知も見ておわかりの

とおり、現状と今後の課題についてのお話になるかなと思っております。 

 それと、この広報というかお知らせは、先週の金曜日、１２月２日に各戸にお

配りしました広報永平寺１２月号及び各戸配布のお知らせ、それとホームページ、

それとこしの国ケーブルテレビでもお知らせを流させていただいております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） それで、説明計画はということであるんですが、その説明計

画の中には、もっと詳しく書きゃよかったんですが、大体どこまでの説明をなさ

るおつもりなのかというのを先ほど問いただしたので、お願いしたいと思います。 

 それから、もうまとめて言います。その意見を、説明と同時に当然皆さんのご

意見をお聞きするんだと思うんですが、そのご意見についてはどのように反映し

ていくのか。また、それをその協議事項の中にどのように織り込んでいくのかも

あわせてお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 町長。 

○町長（河合永充君） まず初めに、こしの国ケーブル議会では、先に住民の皆さん

の代表である議員さんの理解をいただいてから住民説明に入ろうというふうに計

画しておりましたが、議会のほうから先に住民説明をということで、今回こうい

うふうな計画でやらせていただきます。内容につきましては、議会で説明してい

ますとおりの範囲を超えない、あのような説明になっていくと思いますのでご理

解いただきたいと思いますし、また、その中でいただいたご意見等につきまして

はこしの国議会でまた説明をさせていただきたいと思いますのと。 

 もう一つ、今回、こしの国議会で進めていくことと、それに伴ってこの行政で

進めていくことが２つに分かれると思っております。永平寺町に移譲するのであ
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れば、例えばひとり暮らし世帯の減免に対して永平寺町として、今はこしの国で

やってますが、福井はやらないという話もしてますので、永平寺町としてどうい

うふうにやっていくか。また、コミュニティチャンネル、もし移譲になりますと

独自で番組制作を永平寺町でしていかなければいけないという話にもなりますの

で、そういったことを同時に想定しながら進めていくことになります。永平寺町

議会では、どちらかといいますとその減免であったり番組づくりだったり、そう

いったことが中心の議論になると思いますし、こしの国ケーブルテレビのほうで

は運営の民間移譲、そういった話が主になっていくと思います。 

 もちろんこしの国議会で話された内容等につきましては、福井の議員さんらに

も説明した後に永平寺町議会のほうにもしっかりとご説明はさせていただく流れ

になるというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） こういう形で、私は先ほど言いましたように、こういう特異

性、１００％近くの加入があるから住民のご理解がぜひ必要ですよということで、

事前にしていただくということで非常にいいかというふうに思っています。ぜひ

ともその説明の内容をきちっとお伝えいただいて、そして住民の方々のご意見を

お聞きしながらぜひそれを、その協議を進めていくんであれば、ぜひ進めていっ

ていただきたいというふうに思ってます。 

 その中で出たいろんな課題については、当然こしの国議会もそうですが、今ほ

どこの永平寺町の議会も、先ほど言いましたように、大多数、もう１００％の方

がそのこしの国を見ている、使っているわけですから、ぜひ当議会の中でもその

説明をしていただきたい。そういう住民の方とどういう審議があってどう対処し

ていくかをぜひお示しいただきながらやっていかないといけないというふうに思

ってます。といいますのも、当然のようにその経費のところは応分にそれぞれの

行政が扱ってますので、ぜひお願いしたいというふうに思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 この件はこれぐらいにしておきます。 

 では、続けて次の質問に行きたいと思います。 

 ４番目です。これは皆さんあれかもしれません。学校の行事の中にあるわけで

すが、地域と進める体験推進事業への充実と支援体制をという形で書かさせてい

ただきました。 

 これは、今、予算の中にもあるかと思いますが、これは県の事業でありまして、
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その中から県下全町村の学校が、子どもたちが地域でいろんな形で活動をする体

験の事業を推進していこうということで、永平寺町も、ことしが１校でしたかね、

次が５校、次もまたそういう形でそれぞれの１校が３カ年計画で進めていくとい

うふうな体制で結構その事業として、学校行事だけじゃなくて住民の方々にも入

っていくということもあるので今回取り上げさせていただきました。 

 子どもたちの地域の参加というのは、教育の一環としては大変重要であるとい

うふうに思ってますし、学校のほうもそういう形でやっております。その一環と

して地域、学校評議委員会もありますし、そういう形で開かれた学校ということ

で、それぞれの学校が工夫をしながら住民の方々、またＰＴＡの方々、それから

それぞれの方々に学校を開放して、ぜひ見てくださいというふうな形での動きを

しております。 

 それから、永平寺町の学校は結構そういう面では住民の方々との接点を持って

おります。例えば一例を、私、南地区のほうでありますが、志比南小学校でした

ら、それぞれの地域に出てって、また修学旅行のときに永平寺町のいいところを

紹介して、皆さんの、東京なら東京でアピールしながらその住民とのコンタクト

をやるとか、それからその住民の方々のところに入り込んでいく事業を結構やっ

てますし、それぞれの地域探訪というんですか、地域の歴史をみんなして壁新聞

にするとかいろんな形、それから高齢者の方々と伝承遊びをやるとか、そういう

意味での地域交流は非常に活発に行っております。学校の授業の中でも取り上げ

て、当然今言いましたように、社会科であるとか全体学習の中でいろんな形での

取り組みをしていますし、そういう門戸を広げているというふうに私は認識して

おります。それでまた、学校区の行事以外に、地域での子ども会活動の中でＰＴ

Ａと連携で地域ボランティアとしての、多くは夏休みですが、地域の奉仕活動と

いうことで草むしりをするとか、住民の方々のいろんな中でその一翼を担うとい

う動きもさせていただいていると思っております。 

 そういう中から、中学生になると結構子ども会活動もしなくなったりとか、あ

る面ではその中学校の子どもたちが部活も忙しいわけですが、住民のほうになか

なか見えないんであるというふうなご意見も住民の方々からいただいているのも

ありますし、「小学校のときはあんだけ挨拶をしたのに、中学校になったら挨拶

をしないね」というふうな住民の声も聞いたこともあります。当然やってる方も

いますけど、そういう形で行っています。 

 それで、今回、その社会活動、いろんな社会生活の中に入り込むことによって
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子どもたちが喜び、また住民の方々から信頼される、また感謝される、そういう

のが養われていく中から住民参画ができるように思っております。しかし先般、

たまたま永平寺中学校のほうのデータの中に出てたんですが、家庭でのいろんな

手伝いをしてくれますかというふうなアンケートが保護者の中にありました。そ

の中には４段階があるんですが、５６％の方で、ほかは全然、８０、９０が多い

んですが、５６％でした。それから、地域活動の参加というのは６６％、やって

いるという方はそれだけで、結構ほかのデータから見ると出てないよというのが

あったわけです。 

 今回、こういう形でその事業がされるわけですが、私は、学校は学校としてい

ろんな形でそういう出てくる行事をこなしていくと思うんです。しかし、それを

受ける側、要はそれぞれの自治体であるとか、それの集落であるとか、そういう

受ける側がどういう体制をして、またどういう受け入れをして子どもたちと接触

を持つか。それはその受け方によって、受け入れ方によって子どもたちの接点も

多くできたりとか、またその見返りも多いというふうに思うので、その対応がぜ

ひとも必要だというふうに思っています。その受け入れ側のほうの自治体側の対

応についてどのようにするか、どのような計画を持って進めていくのかというの

をぜひお聞かせいただきたいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（坂下和夫君） ただいまご質問の地域と進める体験推進事業につき

ましては、ご質問の中でありましたとおり、県の２分の１の補助を受けまして、

児童生徒がみずからの地域のことを学ぶために各学校ごとに企画した体験学習を

実施するものでございます。この事業につきましては、子どもたちがこうした体

験学習を通じまして、地元永平寺町、ふるさとに誇りと愛着を持ちまして、新た

な活力が生み出せる人材を育成することを目的としております。 

 今年度につきましては、上志比小学校で田植えからお米の販売までの一連の農

業体験を実施いたしました。上志比小学校で事業支援する体制づくりとしまして、

学校から地域コーディネーターを募りまして、学校と地域が連携しやすい体制づ

くりを行っております。地域コーディネーターは、学校と地域住民などとの橋渡

しを行いまして、児童生徒が地域社会に参画しやすくする活動を行うほか、地域

の方のボランティアですとか体験学習の指導者、それから学校の先生方と協力し

まして事業を成功に導くためにご活躍いただくものでございます。 

 来年度以降につきましては、仰せのとおり、小中学校合わせまして５校の実施
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を予定しております。各学校ごとに考えた体験学習の充実と、地域を愛する子ど

もが一人でも多く育つことができますように、さまざまな経験、それから知恵の

ある地域のボランティアの方々、それから指導者の皆様のお力をおかりしながら、

地域と一緒に学校の事業の一環として取り組めるようにしたいと考えておりま

す。 

 また、地域が学校に積極的にかかわることができる体制づくりの一端としまし

て、より円滑に学校が地域と連携できますように、県が実施する地域コーディネ

ーター対象の研修会にも積極的に参加いただく予定をしております。研修会で得

られた学校と地域との協力体制を構築する方法などにつきまして、また効果的な

支援体制づくりに役立てていただけるようにしていただきたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ありがとうございます。 

 先ほど来から公民館であるとかいろんな形で言ってますが、やはり地域のほう

にどういうふうに入り込んでいくのか。先ほどちょっと冒頭にも言いましたよう

に、その受け入れがどういう対応をするかによってその成果は大きく変わってく

ると私思ってますので、ぜひともその地域に入り込めるようなコーディネーター

を含めてお願いしたいというのが１点です。 

 それから、できれば全地域が巻き込まれるような形、例えば、仮に一つ例を出

しますと、志比南小学校区でしたら志比の門前から諏訪間のそこまでありますか

ら、同じ形での動きの中の連携プレーが取れるような形の動きをしていただきた

い。 

 それから、ちょっと２９年が永平寺中、松岡中、志比小、志比北小、３０年が

志比南小と１年ずれているわけですが、私の思いは、小学校区の上に中学校区が

ありますから、できるならば中学校区の方と小学校区の方が一連でもできる、中

学校も入り込んで中学校の子どもが小学校の子どもも見ながらそういう動きがで

きる。中学校単独、それから小学校単独もあるかもしれませんが、そういう形の

動きもぜひとれたらとっていただきたい。というのは、例えば２９年が３０年に

なるとほとんどみんな全ての校区がやる形ですから、２年目のときにはそういう

動きで小中連携のその対応ができるであるとか、その積み重ねをぜひ行っていた

だいて、その地域を巻き込むような形の動きをぜひとっていただきたいというふ
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うに思う、その一つの要望です。 

 やはり子どもたちが地域の方々と身近になれば、地域の方が声をかければ、先

ほど言いましたように、中学生になってどうしてもはにかんでなかなか自分のほ

うから声をかけられないかもしれないけど、地域の方とそういう連携プレーをと

っていればすぐ声をかけられるとか、その反対もあると思いますので、ぜひとも

そういうふうな一連の動き、ただ、先ほども言いましたように、何回も言います

が、地域を巻き込むような動きをぜひお願いしたいのと、またぜひそういう計画

があったらまたお知らせいただきたいし、今ほどありましたように、その地元の

方々の、それぞれ議員さんもいらっしゃいますので、ぜひお力をおかりしながら

何とかこれを成功させるようにやっていけたらと思います。 

 何か一言あれば。 

○議長（齋藤則男君） 教育長。 

○教育長（宮崎義幸君） 日ごろから、小学校は特に地域の学校ということで、かか

わりをたくさん持てるように仕組んでますので。ただ、今回の事業が全区をまた

いで全部の地区から協力してもらってそういう事業になるかどうかというのは、

ちょっと計画の内容にもよりますので。ただ、学校においては、その校区の全地

区にこういうことをやってますよとか、こういうことに今取り組もうとしてます

のでご協力いただいたらとか、そういう広報活動はしっかりとして。 

 あるいは、中学校まで行きますと地域というのが、どこまでが地域かというの

もありますので、町にもいろいろ広報活動を通じて、今、学校ではこういうこと

をやってますよとかいうことをいろいろアピールしまして、学校がただやってる

だけじゃなくて、みんなが見てて「こういう活動か。よし応援しよう」とか。上

志比の場合も、町長さんも行っていただいて米の販売なんかにも協力していただ

いて、フェイスブックとか広報紙にも載ったりしますので、ほんでそういうふう

なことで、どの学校も取り組み内容は全部に知らせて、町全体の活動としてみん

なに知っていただけるような、そういう取り組みにはしていきたいと思います。

できるだけご期待に沿えるようにはしていきたいと思うんですが。 

○議長（齋藤則男君） 上田君。 

○８番（上田 誠君） ぜひお願いしたいと思います。 

 中学校の動きというのは、さっき言ったようにできますけれども、その中学校

の子ども、例えば今、京善の例でも何人かいらっしゃいますから、その子どもた

ちもやはり地元でも動けるというような体制をぜひとってほしいというふうに思
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います。 

 というのは、中学校になるとどうしても広範囲になって、地元の村で動くとい

うのはちょっと見えにくくなりますので、一連の中で、必ずというか、小学校と

一緒にタイアップできて、小学校の子ども、中学校の子ども、お兄ちゃんと一緒

にやれるねという対応がとれたら私はいいんじゃないかなと思いますので、ちょ

っとぜひ、またあったら検討をお願いしたいと思います。 

 以上で私の質問を終わりたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 次に、６番、江守君の質問を許します。 

 ６番、江守君。 

○６番（江守 勲君） ６番、江守勲です。 

 私は以前、平成２７年３月議会の一般質問におきまして、国体に関しまして２

１項目に及ぶ一般質問をさせていただきました。その後、町民の方々といろんな

お話をさせていただく中で、国体へのご意見であるとか疑問点などを幾つかお伺

いをしましたので、改めて国体に関する質問をさせていただきます。 

 では、通告に従いまして、国体に向けた取り組みの現状を問うということで幾

つか質問をさせていただきますので、丁寧なるご回答のほうをよろしくお願いい

たします。 

 まず１点目、プレ大会まで１年を切りました。以前、総会などで示されました

こういった資料がございますが、平成２８年度中に策定されるマニュアル等が幾

つかあったと思いますが、たしか４つの専門委員会がありまして、その中で４５

項目ほど、マニュアルであるとかを策定しなければいけない計画などがあったと

思いますが、平成２８年度ももう残り３カ月、４カ月を切ったわけですが、現在

のこの計画などの策定の状況をお知らせ願いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） それでは、丁寧なるお答えをさせていただきたいと

思いますが、まずタイムスケジュール、これにつきましては、今議員仰せのよう

に、昨年、たしか４月やったと思うんですけれども、策定いたしました開催推進

総合計画の中の年次計画を指しているかと思います。この中のプレ大会、実施本

部に係りますマニュアル等につきましては、年度中に素案を検討いたしまして、

来年、プレ大会を迎えますので、来年度早々に策定したいというふうに考えてお

ります。 
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 また、町民運動実施計画や、あとボランティア募集要項等につきましては、今

月２０日に予定しております総務企画専門委員会で審議し、策定することとして

おります。なお、競技式典、あと宿泊衛生、輸送交通関係のこういった実施要項

につきましては、年度末に開催予定の各専門委員会のほうで策定したいというふ

うに考えております。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今お伺いをしていますと、かなりの項目のマニュアルである

とか計画策定がかなり進んでいるように感じております。また、そういった専門

委員会であるとか部会などで諮っていただきまして、手順に従ってしっかりとマ

ニュアル等、計画等の策定に当たっていただきたいというふうに思います。 

 それでは、２問目といたしまして、駐車場の確保といった観点からちょっとご

質問のほうをさせていただきます。 

 現在、国体時、またプレ国体などにおいて、大体１会場におきまして何台ぐら

いのバスであるとか車両が来られるのか、大体試算とか今までの開催県を視察さ

れてどのぐらいの状況だったかというのをちょっとお知らせ願いたいと思いま

す。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） それでは、プレ大会、国体時の車両台数ということ

でありますが、国体のほうが競技会場も多いですし、来場される方もプレ大会よ

りもかなり多いので国体のほうの試算をしておりますので、そちらのほうのちょ

っとお答えをさせていただきたいと思います。 

 国体開催時のこの来場台数でありますが、乗用車につきましては瞬間の最大の

台数を、バスにつきましては、シャトルバスを除きます選手輸送用の１日当たり

の最大の来場台数についてお答えさせてもらいます。 

 バスケットボールにつきましては、松中、ふれあいセンターそれぞれ、車が３

００台で、バスは８台を見込んでおります。 

 ハンドボールにつきましては、北電体育館はコートを２面使用することから、

車が３００台、バスが１４台。ふれあいセンターでは、車が２５０台、バスは８

台を見込んでおります。 

 ソフトボールにつきましては、車が６００台で、バスは１０台を見込んでいる

ところであります。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 
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○６番（江守 勲君） 今お伺いいたしますと、かなりの数の車であるとか選手の輸

送用のバスであるとかというのが来られるといったように感じました。その中で

また、以前、私の一般質問の中に当時の課長がお答えいただいた中に、松岡中学

校であるとか、また緑の村グラウンド、松岡ファミリーパーク、また吉野地区の

島地係の町有地約６，８００平方メートルなどを利用して臨時の駐車場としたい

というふうな答弁をいただいておりますが、大体今言われた台数をその面積で確

保できるのかどうかということをお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） 今ほど申し上げました車の台数の確保につきまして

は、各それぞれ最終的な、使いたくはないんですけれども、最終的にはグラウン

ドを使用する方向で考えておりますので、十分足りるという方向で今考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今、グラウンドの使用ということで、そこらを使用すれば十

分確保できるといったお答えをいただきましたが、グラウンドにどういった車両

をとめられるのか。例えば大型バス等をグラウンドに駐車する場合ですとかとな

りますと、その後のグラウンドのいろんな、タイヤの跡であったりとか、また水

はけが悪くなるんじゃないかといった、そういった不安視する声もいただいてお

りますので、こういったところをきちっと一度、グラウンドにはどういった車両

を使い、またその後はどういうふうな対応を考えているのか、そういったことも

ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） 極力、先ほど言いましたように、グラウンドの使用

は避けたいと思っておりますが、このグラウンドを使用するに当たりまして、当

然ながら雨が降りますと、かなりのわだちができまして後が大変になってきます

ので、当然グラウンドを使用するとなれば、後々使用した跡につきましては十分

な整備を行って復旧したいというふうに考えております。 

 グラウンドにつきましては、主要な部分といいますか、例えば野球面でいいま

すと内野面、そういったところは避けて、悪いですけれども外野を先に使うとか、

ふだん使っていないところを使用していきたいと思っております。 

 グラウンドに入れる車につきましては、普通乗用車、こちらのほうを考えてお
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ります。選手とかシャトルバスとかそういった、シャトルバスは巡回しますんで

とめることはめったにないと思いますが、選手のそういったバスにつきましては

各会場にバス専用の駐車場といいますか、普通乗用車をとめないポイントの確保

をして対応していきたいというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今課長のお答えを聞いた中で、なるべくそういったグラウン

ドに影響がないようにという配慮をされているということで、私も大変安心しま

したし、また駐車場の確保も大変になってくるだろうと思っております。 

 そんな中で、またグラウンド等も考えている中で、やはり周辺の道路なども交

通規制をかけるなどして一方通行にして、そこに臨時の駐車場をつくるであると

か、そういったことも関係機関とよくお話をしていただいて、こういった駐車場

の確保を十分していっていただきたいというふうに思っておりますので、よろし

くお願いをいたします。 

 ３問目、ボランティアについてですが、以前の回答では長崎県、これ時津町で

成年男子のソフトボール大会があり、１会場で２面使用したと。これは本町のｙ

ｏｕ ｍｅパークで開催されます成年女子ソフトボールの競技と同じ条件である

といった回答をいただいております。その際にそのときの当時の課長にお伺いし

たところ、大会期間中の役場の職員さん、１会場にかかる職員さんの数ですが、

大体１日９０人程度、またボランティアの人数は１００名から１１０名が配置さ

れていたということでお伺いをしております。 

 また、そのときの回答に、平成２８年１１月ごろから本国体、プレ大会とを合

わせたボランティアの募集と言われていましたが、開催日を見ると、ソフトボー

ルと、たしかバスケットボールが２日ほど重なってたように思います。１０月１

日、２日、月曜日、火曜日だったと思いますが、そういった平日に大会が重なる

といったところを見ますと、多分そこが一番最大人数がかかる場所なんじゃない

かなというふうに私は危惧しております。 

 そこで、この一番最大人数がかかるところのボランティアの確保というのはい

つごろから始められるのかということをお伺いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） 今ほど質問ありましたボランティアの募集につきま

しては、これは以前、私の口からことしの１０月ごろから募集を予定しておりま

すということを申し上げておりましたが、その後、課内のほうでちょっと検討し
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ました結果、来年の２月１日から一般募集を開始したいというふうに思っており

ます。 

 ボランティア募集のスケジュールにつきましては、今月開催の総務企画専門委

員会のほうにおきまして募集要項を策定いたしまして、来年１月１３日発行予定

の広報永平寺、そして１月後半の各戸配布のチラシを行いまして、２月１日から

受け付けを開始したいというふうに思っております。このボランティアの募集に

つきましては、一般の方からの応募はもちろんでありますが、あと町の体育協会、

各地区の体育振興会や、あと社会福祉協議会ですか、あとは各種団体の協力をお

願いいたしましてボランティアの人員確保に努めていきたいというふうに思って

おります。 

 先ほど冒頭で時津町の例がありましたが、これは以前の話でありまして、今話

を詰めていきまして、ちょっと多目に見てありましたんで、また今数字がありま

すけれども、若干落ちてくる予想を立てておりますので、またその辺は人員確保

を段取りよく進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今ほどいろんな各方面の皆さんに声をかけていくと、また来

年２月１日からというふうなお答えをいただきましたが、またその中で、以前私

が一般質問した中で、そのボランティアの研修であるとか育成の回数とかという

のをお伺いしたことがあります。当時のお答えでは３回から４回は開催したいと

いうふうなお答えをいただいておりますが、今回、この募集時期が１０月、１１

月ごろから来年の２月にずれ込んだことによって、そういった研修であるとか育

成の期間に、開催の回数とかなどに影響はないのかということをちょっとお伺い

をしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） このボランティアの研修につきましてですが、前課

長の答弁、３回から４回と申し上げたのは、恐らく１回ではまとまらない、当然

各競技ごとにとかそういった考えで、１人の方に対しては１回の研修で大丈夫か

なというふうに私自身は思っております。 

 このボランティア募集の期間でありますが、プレ大会につきましては来年の５

月２６日までといたしまして、本国体につきましては平成３０年の６月２９日を

募集の締め切りというふうに考えております。その後に、何といいましょうか、

各本人さんの意向調査といいましょうか、活動日はいつならオーケーとか、あと
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どこに行きたいとか、そういった意向調査を行った後に研修会を開催したいとい

うふうに考えております。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） それでは、今課長のほうからそういったお答えをいただきま

したので、しっかりと取り組んでいただいて、来年のプレ国体、そしてまた２年

後の本国体に向けてボランティアの育成であるとか研修をしっかりと行っていた

だいて、大会が盛り上がるようにしていっていただきたいというふうに思います。 

 続きまして、４つ目といたしまして、国体の広報についてなんですが、花いっ

ぱい運動などでは、公民館活動の一環としてそういったグループの方々が役場の

前などに花の苗を植えていただいたり、また水やりをしていただいていることは

私もよく存じ上げておりまして、また感謝をしているところであります。 

 それと、昨日、町長の答弁にも、国体のときだけではなく、国体が終わった後

もそういった花の愛好家さんを集めてサミットなどを開いていきたいというふう

な前向きな答弁などもいただいておりますので、ぜひこういうことを環境美化と

いった観点からも進めていっていただきたいというふうに思っておりますし、ま

た国体推進課長が先頭に立って、役場の職員の有志の皆さんとダンスチームをつ

くっていただいて、町の行事のイベントなどがあったときにそういったところで

国体のダンスを披露しているというのは本当に私も目にして、よく頑張っていた

だいていると思っておりましたが、昨日の一般質問の中にも、ある議員さんの中

からちょっと盛り上げがまだなんじゃないんかとか、そういった声もいただいて

おるのがまた現状だと感じております。 

 そういった中で、まだ国体への盛り上がりに対して、町民の皆さんに、少しず

つではありますが浸透はしていっていると思いますが、まだ全体的に広がりが遅

いんじゃないかとか、まだ皆さんに周知がされていないんじゃないかとかといっ

たことも感じております。 

 来年プレ国体がありますし、再来年にはもう本国体がやってくるという中で、

今後のこの広報活動であるとかＰＲ活動をどのように広げていくのかというのを

お伺いをいたします。 

○議長（齋藤則男君） 国体推進課長。 

○国体推進課長（家根孝二君） ＰＲ活動についてでありますが、確かにこれまで、

昨年からことしにかけましてさまざまなＰＲ、啓発活動を行ってきております。

クリアファイルですか、を初めといたしまして、花の種、あと国体シールとかと
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いったものを作製いたしまして、各種イベントでありますとか会議等々で配布し

てＰＲ活動を行ってきております。 

 また、全庁挙げまして取り組んでいるところなんですが、総務課におきまして

は庁舎内の電話の保留音、皆さんお聞きになったことがあるかどうかはちょっと

わかりませんけれども、この国体ダンスのソングに切りかえてもらっております。

また、上下水道課のほうといたしましては水道の検針メーターのお知らせという

んですか、あと建設課におきましては工事中の工事看板を使いましてＰＲを行っ

て、建設課につきましてはまだちょっとできてませんけど、そういう方向で進め

ているところであります。 

 昨日も私申し上げましたが、この盛り上がりに欠けるといいますか、こちらの

方面につきましては、当然花いっぱい運動のプランターの栽培等を含めまして、

議員の皆様にぜひこの町民への周知といいますか、ＰＲ活動に一役買っていただ

きたいというふうに私自身強く思っておりますんで、その点、ひとつよろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 江守君。 

○６番（江守 勲君） 今、課長のほうからさまざまな取り組みをされているとか、

また私も役場のほうに電話したときに、待ち受けでその国体の音楽がかかってい

るのを、あらっと思って聞いたことはありました。また、私も最近、こういった

ピンバッジであるとかネクタイをして町内のコンビニやらスーパーとか行きます

と、町民の方から「それ何してるの？」とか「これ何のネクタイ？」とかってよ

く言われるので、こういったことも町民の方から関心を持っていただいていると

いうか、また「これどこで売ってるの？」とかというお声もいただいてます。ま

た、そういったことも十分活用していただいて町民の皆様に広く周知していって

いただきたいなというふうに思っております。 

 それで、これもちょっと通告はしてなかったんですが、先日、私が国体の一般

質問をするということで、奥野議員のほうから日経新聞の北陸版に福井工業大学

の野口雄慶准教授の記事が載っていたということで切り抜きをいただきましたの

で、ちょっとご紹介だけさせていただきます。 

 野口准教授は、国体を契機にスポーツを地域活性化につなげる視点を持つこと

も重要だというふうにおっしゃっておられました。このようないろいろな角度か

ら国体というものに取り組んでいかなければならないと思いますし、やはり担当

課の職員さんの頑張りだけでは、なかなか町民総参加の国体への取り組みという
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のも難しい状況なのかなというふうに思っておりますし、我々議会も実行委員会

の役員でもありますし、また一町民として、そしてまた町民の代表として一緒に

取り組んでいかなければならない大きなことだというふうに思っておりますの

で、最後に、私のほうから議長に対しまして国体推進特別委員会の設置を強く要

望を申し上げまして、私の一般質問とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 次に、１１番、川崎君の質問を許します。 

 １１番、川崎君。 

○１１番（川崎直文君） １１番、川崎直文です。 

 通告にあります２つのテーマについて一般質問を行います。 

 まず最初に、民間住宅の耐震化の促進策はどのように取り組んでいくのかとい

うことです。 

 本日の金元議員の防災と災害時の行政対応はというところでも、建築物の耐震

化ということの話が出ております。この建築物というところを、木造民間住宅と

いうところに絞り込んで少し掘り下げていきたいと思います。 

 永平寺町の建築物耐震改修促進計画というのがここにあります。これは平成２

０年の２月に策定されております。そして２８年の４月、ことしの４月に改定が

行われているというところです。まず、この促進計画の中で、先ほど言いました

ように、民間住宅の耐震化はどう計画されているのかというところを見ていきた

いと思います。 

 この計画の中に、平成３２年──３２年ですからあと４年後ですか──に町内

の住宅の耐震化を９０％に持っていくということです。この９０％というのを、

少し中身を見てみますと、これも７月の全員協議会で示された行動計画、この行

動計画の中にも同じように民間住宅の耐震化、ここでは平成３２年の目標を９

０％以上ということでいろんな施策がアクションプラン、行動計画として出てお

ります。 

 話を戻しまして、永平寺町内の人が居住する住宅、これを、先ほども申し上げ

ました平成３２年、どのくらいの住宅数かということで数が出ております。７，

０４０軒、７，０４０戸の人が住む民間住宅という戸数です。このままで何の対

策もしない、耐震の診断もやらない、そして耐震の改修もやらないという状況で

いきますと、そのときの耐震化率というのが７７．８％という数字になります。

３２年度に、何もしなかったら７７．８％、これを９０％に持っていくというこ
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とです。 

 具体的に、じゃ、どれくらいの住宅の戸数を耐震化しなきゃいけない、耐震の

ための工事をやらなければいけないかといいますと、この計画にも出ております

８６０戸、８６０軒の住宅に対して、今後４年間、耐震工事をやっていかなきゃ

いけないということです。７７．８％を９０％に上げる、そして町内の８６０軒

の耐震化を実行しなきゃいけないということで、これはかなり現状と目標の間に

ギャップというか乖離があるということです。この計画、現状と計画目標値、こ

れをどう捉えているのかということをまずお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（平林竜一君） 現状と目標の乖離についてでございますけれども、その

乖離している原因としまして、大きく２つあるのかなというふうに捉えておりま

す。 

 １つ目は、耐震化の重要性の認識不足という点でございます。国のほうでは今、

２０１１年に南海トラフの巨大地震モデル検討会というものを設置しまして、地

震の予測でしたり、あるいは防災訓練等の状況をマスコミ等で報道したりといっ

たことで、南海トラフ地震の地域住民の方々の取り組みをマスコミ等で多く取り

上げております。それと比較しまして、本町では地震がいつ起きてもおかしくな

いという、先ほどもお話ありましたけれども、そういう共通認識はある中でです

が、危機感というものが薄くて、身近な問題であるといった重要性の認識が不足

しているのかなというふうに捉えております。 

 また、２つ目には、改修費用の負担が大きいということが挙げられるかと思い

ます。町のほうでこれまでに補助をしております補助実績から申し上げますと、

最大で約３９０万の改修費用、最小で約１１０万というような多額の費用がかか

るといったことから、町内には高齢者住宅が多いということもありまして、そう

いったことからなかなか耐震改修に踏み切れないといったことがあるのかなとい

うふうに捉えております。 

 目標達成としましては、先ほど言いました２つの要因を解消するということが

目標達成に向けてのポイントになってくるのかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 非常に乖離があるということ、そしてこのギャップを埋め

てかなきゃいけないんですけれども課題があるということの今お話でした。 
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 １つは、やはり町民の方々の地震に対する危機感というのが、なかなか認識が

薄いんじゃないかということ、そして実際耐震工事をやるとすごいお金がかかる

んじゃないかといったようなことですね。具体的には、最大で３９０万、そして

少なくとも１１０万というような改修の費用になるという紹介がありました。ま

さに町民の方、私自身も、地震来てもうちはそんなに揺れないだろうというよう

な、そういう意識があります。そして私の家も、ちょうど私と同い年で６８年、

６９年ですから耐震化やならきゃいけないんですけれども、これえらい金がかか

るのかなという思いが正直あります。 

 そういう思いだけを言っててもしゃあないんで、まずその危機感というのを、

今、最近起きている大きな地震のことを言われましたけれども、この永平寺町の

耐震改修促進計画のこの中に、ずばりここで地震が起きたら一体町内でどれくら

いの方が亡くなって、どれくらいの方がけがをして、そして建物は全壊がどれく

らいだというデータが紹介されてます。ここの福井平野東縁断層帯、このところ

でマグニチュード７．６の地震が発生したときの被害状況というのが、シミュレ

ーションの結果がここに出てます。例えば永平寺町で、これ地震の起きる時間帯

というのがいろいろあるんですけれども、一番厳しいときで、冬のシーズンで５

時ですから、ちょっとまだ朝方の話ですね。そのときに地震が起きると町内で１

９９人の方が亡くなる。そして負傷者が２７３名。そして、ちょっと厳しいのが

家屋全壊が２，５６９棟、半壊が２，６７６棟と。これ合計足しますと５，２４

５棟ということですから、これが全て民間住宅ではないと思うんですけれども、

先ほどの民間住宅の７，０００戸という数字と比較しますと、かなり、もう半数

以上の６０％か７０％ぐらいの家が潰れてしまうといったような状況のデータが

出ておりますので、余りこれを前面に出すとすごいことになるかもわかりません

けれども、こういったこともどんどんＰＲして、せっかくのシミュレーションが

できておりますので、ここら辺もうまい方法で伝えていただきたいかなと思いま

す。おっしゃるように、まずその危機感いうんですか、そういったものが大事じ

ゃないかなと思います。 

 それから、多額の費用がかかるということなんですけれども、先ほど紹介あり

ましたけれども、４００万ぐらいかかるやろうというようなこと、こういったこ

ともどんどん皆さんにＰＲしていただいて、何とか皆さんの資金の範囲内ででき

るよということも言ってあげなきゃいけないんじゃないかなと思います。この費

用については、また後ほど出てきます補助、町から今補助が出てます。そういっ
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たものを具体的に、財政上いろんなバランスもあるかもわかりませんけれども、

今後の一つのテーマかなと思います。 

 それでは、計画を少し見てみましたので、次に２８年度の取り組みということ

で少し紹介をしていただきたいと思います。 

 １２月補正予算、この後議会のほうで審議するわけですけれども、その中で耐

震の診断、それから改修プランの補助が補正予算で２０件の増加という予算が出

ております。たしか当初予算では、この耐震診断、これ１０件という予算を見積

もっていたんですけれども、実に２０件さらに増加したということです。これは

担当課の建設課の皆さんがいろんなところで耐震の診断をやりましょうよといっ

たような働きかけがあったんじゃないかなと思います。 

 先月、１１月の中旬ですかね、志比北振興連絡協議会でも町長さんと語る会と

いうのがありました。そのときも建設課の担当の方が一生懸命、耐震診断しまし

ょうよ、そしてこういう補助があるんですよというＰＲをされました。その後、

参加していた方が、「そういう情報があるんだな。ぜひとも私一度申請して見て

もらいたいな」という話を聞いてます。まさに今のところが大事なんじゃないか

なと思います。建設課の皆さん、今年度、一生懸命ＰＲしていただいて、補正予

算でさらに２０件の上乗せということで大変頑張っておられます。この勢いをぜ

ひともこれから続けていっていただきたいなと思います。 

 今、２８年度の紹介しましたように、耐震の診断は増加してますよ、それから

もう一つ大事なのが耐震改修の補助事業があるわけです。これはたしか当初予算

で３１０万の予算を盛っていたんじゃないかなと思うんですけれども、これがこ

の２８年度で一体どういう状況で、この３月までの見込みはどんなふうになって

いるのかなというところを少し確認したいと思います。診断しても実際に耐震の

工事をやらなければ目標には近づきませんので、その点も踏まえて、どういった

状況であるのか、そしてまたこれからどう取り組んでいくのかというところをお

話しいただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（平林竜一君） 今後の取り組みということですが、今ご紹介いただいた

いろいろな取り組み、もうちょっと詳しくご紹介させていただきますと、自主防

災組織連絡協議会による防災訓練等で、１０月１６日の松岡東、松岡西、永平寺

中、永平寺南、１１月６日には松岡吉野・坂上、１１月１３日には永平寺中、上

志比においてチラシの配布等を行っております。また、９月１０日の敬老会とか
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１０月２９、３０日の文化祭等におきましてもパネル展とか動画を上映する等の

啓発も行っているところです。また、地域防災講座等では、９月２１日の上吉野

ほか十四、五カ所で耐震改修促進事業の啓発活動を行っているということでござ

います。 

 今ほどお話のありました耐震改修につきましては、応募はありませんが、今、

問い合わせとしまして３件問い合わせがありまして、来年度取り組んでいきたい

というような意向を聞いておるところでございます。 

 今、耐震改修をするに当たりましては、まずは診断をしていただいてプランを

つくっていただくというのが大前提になるわけですけれども、そういった作業の

中で、先ほど言いました防災訓練ですとか地域防災講座を含めまして、今回、先

ほどご紹介いただいた補正に追加で補正させていただくような形での結果に結び

ついているのかなというふうに考えているところでございます。 

 また、今後の取り組みということですけれども、年明け、１月に県の建築士事

務所協会等にご協力いただきまして耐震の相談会というものを実施していきたい

なというふうに考えております。また、旧耐震の住宅の所有者の方にもダイレク

トメールとかそういったものでＰＲをしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 計画、３２年度の目標の確認、そして２８年度の実績、そ

れからどう重点テーマとしてこれから取り組んでいくのかというお話です。 

 先ほど紹介しましたように、計画があって具体的な行動計画、さっきも紹介し

ましたように、７月に全協のほうに提示していただいております。この中で、年

次展開ということで２８年から３２年度までの年次の行動計画というのが、これ

出ております。耐震の診断、耐震工事をする前の診断が、毎年２０件という数字

が上がっております。そして費用負担の軽減ということで、これも２０件という

ことです。 

 まず、先ほど紹介しましたように、３２年の９０％の耐震化というこの目標達

成のためには具体的な、何軒の家をやったらいいのかということで、計画段階で

しっかりした数字、８６０軒という数字が出ております。その数字とこの年次計

画の毎年２０軒、２０軒、２０軒、２０軒で掛ける５年間で１００軒ということ

で、余りにもこの１００という数字と８６０という数字が、それこそまさにすご
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い乖離があるんじゃないかなと思います。しっかりと９０％、必達ですからね。

これ先ほど紹介ありましたように、全国規模でも９０％という設定をしているわ

けですから、ここに至って、あと残されたのは２９年、３０年、３１年。実質３

１年に申請をして、３２年の工事を終わって、ようやく８６０、計画上の話です

よ、８６０の家全てが終わって初めて９０％という目標達成になるわけですね。 

 そういったところで申し上げたいのは、ここの年次展開の中で、ゴールの３２

年に９０％という耐震化率の目標設定する、当然これはゴールですから、途中の、

例えば３１年、３０年、２９年に耐震化率を一体どれくらい持っていくのやと、

７７．３％を、じゃ、来年度はその８０％に乗せましょう、その次８３ですよ、

８７ですよ、ようやく９０％ですよという耐震化率の単年度の目標をはっきりと

まず定めて、それを達成するために耐震化の診断、それからプランの作成の件数

をしっかりと数字を設定していくと。そして大事なのが、耐震の改修をやった家

の数というのをしっかりとここへ目標を立てて、そして実績を埋めていく。その

結果、３２年に足し込んだ数字が８６０という数字になるということです。これ

は単純ですよね。今さら言う話でもないと思うんです。 

 そういったところをもう一度しっかりと見直していただきたいと思うんですけ

れども、どのようなお考えなのかお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この目標設定、９０％、簡単に達成できる数字でないという

のも認識しておりますが、やはりこの９０％に向けて頑張っていくのも大切なこ

とです。 

 今回２０軒ふえてまいりました。これは担当職員、また建設課が必死になって

どういうふうにしてふやしていくか、パネル展が効果があるのか、ハピリンでＰ

Ｒしたらいいのかとか、いろいろやっていただく中で防災講座、この防災混雑に

つきましても私のほうから一緒に来いと言ったんではなしに、ぜひこの説明の場

をつくってほしいということで建設課の職員が、もちろん消防のほうも１１９の

電話のをするとき携帯からのお話もさせて、これも消防のほうから一緒に告知さ

せてほしいということで一緒に回らせていただいております。 

 担当職員、建設課が今いろいろなことを考えながら進めていく中で、今回、補

正２０軒というのが出てきました。どうしたらふやしていけるか、どうしたら住

民の皆さんに説明できるかという糸口をつかみ始めてますので、その中で、じゃ

来年度はこれぐらいの目標でいこう、再来年はこれぐらいの目標でいこうという
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のをしっかり考えながら、実のある行動に移せると思っておりますので、そうい

った面で建設課をまたバックアップしていただくためにも、また川崎議員も診断

していただくようよろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（平林竜一君） 今ほどのお話の行動計画の中で、年次計画の目標という

ことで、確かに各年度で目標を強化していくというのは非常に大事なことだと思

います。 

 その一つとしまして、来年度、戸別訪問というのをさせていただきたいという

ふうに計画しております。今、耐震改修の戸数を出すに当たりまして、町の補助

事業を活用して耐震改修をするというのは過去の実績があったりしてわかるわけ

なんですけれども、中には、先ほどお話ありましたハピリンで熊本地震の報告会

なんかがあって、そこへ来られたお客さんの話なんかを聞きますと、もう既にリ

フォームと一緒に耐震改修をやってしまっていると。言うと、建築屋さん、大工

さんにこれでもう大丈夫だと言ってもらったとか、逆に町の補助事業を活用しな

くてもそういったリフォームとあわせて耐震改修をやっているという方も結構い

らっしゃるんじゃないかというふうに考えております。それを掘り起こすといい

ますか、そのためにもぜひ戸別訪問とか電話での聞き取り等を来年度、重点施策

という形で強化しまして、そういった形である程度その数が洗い出せれば次の年

度の行動目標の中に数値目標というのも掲げていくことも可能になってくるのか

なというふうに今考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 戸別訪問、そしてリフォームという、私の家も一部リフォ

ームしたときに、普通、引き戸が入っていたところを壁にして、そして一部耐震

オーケーですよと言われてますんで、先ほどの町長からの、ちょっと、はい。 

 そういった、ちょっと私言いたかったのは、リフォームのときも率先してそう

いうことができるんですよという、こういった話も大事なんじゃないかなと思い

ます。何か全ての家をやろうと思うと大変なことになるんじゃないかなという思

いがあるんですけれども、課長、よろしいですか、そこら辺、具体的にそういう

耐震の改修の工事内容というものもしっかりと皆さんに伝えてもらうのも一つの

手かなと思います。そしてリフォーム業者とうまく何か、特定の業者と行政がタ

イアップするというのは許される話ではないんですけれども、そういう業界とか
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団体がありますんで、積極的にそういうところへ呼びかけていくというのも手じ

ゃないかなと思います。 

 ちょっとまだ……。 

○議長（齋藤則男君）          。 

○１１番（川崎直文君） せっかくですから言うてください。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、耐震診断につきましては１０万円かかりますが、補助金

がありますので１万円で診断を受けることができますし、いろいろなメニューが

あります。先ほど、今回課題になっている中で、３００万円も１００万円もかか

る。ただ、それがなかなか厳しいのであれば一部屋だけをシェルター化、いつも

いる部屋をシェルター化していただいて３０万円の補助金が得られるというのも

あります。今の情報もお知らせしてますし、もう一つお知らせしてるのが、リフ

ォームとあわせてこの耐震をやりますとよりお得にできるという、営業マンみた

いな説明も建設課の職員が防災講座の中で言わせていただいております。 

 いろいろお話があった中で、今ちょっと思いましたのが、福井銀行さんと協定

を結んでおりますので、その中でそういったリフォームの相談等があったときに

はこういった補助金を利用しますとよりお得といいますか、お安くリフォームを

できますよという、５６年以前の建物になりますが、そういった情報も銀行の窓

口で流していただくようなことができるかできないかというのも一度お話しさせ

てもらおうかなというふうに思いました。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 今、補助金の話になりましたけれども、これ単純な計算で

８６０戸を、町の補助はいろいろありますけれども、仮に町の補助が５０万とし

ます。そして８６０、この数字を掛け算しますと４億３，０００万ですか。１０

０万だと単純ですよね、８億６，０００万という。これ、あと３２年まで４年間

もその８６０、それを１００万の補助だと４年間で８億６，０００万ということ

ですから、これ予算規模からいきますと、この８６０がどうかというのはちょっ

と別にして、あくまでも計画ベースでいきますと大変な財政負担になるんじゃな

いかなと思います。４年間で仮に８億とすれば、年間２億の補助金だと。これを

やって初めて９０％というような話になるんじゃないかなと思います。 

 いずれにしましても、今までのお話の中で、やはりまず町民の方々が、うちは

安心やとか、そういうところの意識を変えていただいて耐震化をやらなきゃいけ
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ないんだよという、そういうみずからの意識を変えていただくということが、こ

れ計画の中にもやっぱり耐震に対する啓発活動という一つの大事なその行動パタ

ーンがありますので、非常にいい流れになっておりますので、積極的にどんどん

ＰＲしていただきたいなと思います。 

 それから、耐震という改修、これをやって初めて、一軒一軒やっていって積み

上げの上、さらに目標が達成するということですから、しっかりと取り組んでい

ただきたいなと思います。何か金額の面で何か私の発言、問題ありましたでしょ

うか。 

○議長（齋藤則男君） 建設課長。 

○建設課長（平林竜一君） 耐震改修の費用についてですけれども、件数は別としま

して、国、県の補助がございますので、そういった形で財政的な支援もあるとい

うことでご理解いただきたいと思いますし、今川崎議員おっしゃったように、と

にかく意識を改革していただく、変えていただくというか、そういったことをす

る一つの手だてとして戸別訪問というのを、繰り返しになりますけれども、やっ

ていきたいなというふうに考えております。 

 先ほど町長も申しましたように、７月の全協あるいは一般質問等で耐震化につ

いてはいろいろ議会からご意見いただいております。そういったことで職員も一

生懸命やっておりますので、そういった形で今回の補正につながったというふう

にも思っております。引き続き、また耐震化については重点施策として進めてい

きたいと思いますので、これからも議会含めましてご支援をいただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） ぜひとも、一生懸命やっていただいてますので、頑張って

やっていくということでエールを送りたいと思います。 

 次の質問ですけれども……。 

○議長（齋藤則男君） ちょっと、暫時休憩します。 

（午後 ３時３８分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時５０分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） それでは、２つ目のテーマに入ります。再生可能エネルギ
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ーの導入の推進事業ということです。実は、この１０月の２７年度の決算審議の

中で再生可能エネルギーということで取り上げられました。そのことで少し掘り

下げてみたいと思います。 

 この再生可能エネルギー、太陽光とか、それから風力、こういった自然のエネ

ルギーを導入するということで再生可能エネルギーの導入というテーマで取り組

んでおります。この永平寺町の推進事業ということで確認をしたいと思います。 

 永平寺町環境基本計画、これがあります。平成２０年の３月に策定して、平成

２６年の３月に改定が行われております。その中で再生可能エネルギー導入の推

進ということで、この当町の事業は、太陽光発電を設置して、その発電容量、こ

れを一つの指標としております。ソーラーバッテリーですか、屋根とか屋外にも

設置してますけれども、そういった太陽光発電をどんどん導入して、２９年の目

標、来年度になりますけれども、総合計発電容量が３，０００キロワットという

計画がこの基本計画の中に出ております。 

 まず、その太陽光発電の計画、実績、どうなっているのかという確認をさせて

いただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） 太陽光発電の実績でございますが、平成２７年度ま

での本町が把握してますデータによりますと、補助事業分、これは民間の屋根に

補助している分ですが、これで９２７．９キロワット。それから公共施設分、こ

れは各小学校の屋根でございますが、この分で３５．３キロワット分。それから

町内発電事業者分、これはちょっと明確でございませんが、今現在把握している

分としましては１，５７５キロワットでございます。合わせまして２，５３８．

２キロワットとなりますので、計画に基づきますと約８５％の達成率というふう

になってございます。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 公共の施設、小中学校はご存じのように太陽光発電が入っ

てます。それはごくわずかの容量ですけれども、やはり大きいのは事業者の方が

設置しております太陽光発電、これが１，６００キロワット弱ということで目標

達成ということですね。はい、わかりました。 

 次に、今お話の中にも出てますように、この太陽光発電の補助事業が平成２７

年で終了ということですね。これ計画の是正ということになるんですけれども、

この環境基本計画、これ来年度までなんですね。２９年度までの計画ということ
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ですから、２７年度に補助事業を終わって、実質、その２８、２９は余りその設

置が見られないということも踏まえて、この計画にあります太陽光発電設備容量、

これを見直しかけなきゃいけないんじゃないかなと思うんですけれども、この点

についてどうお考えなのかをお聞かせください。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） 先ほどお示ししました２，５３８．２キロワットと

いうのは、あくまでも町が把握している分でございまして、実際、経済産業省の

資源エネルギー庁が公表してます各市町村ごとのキロワットでいきますと、本町

の場合は既に３，１１８キロワットあるということでございます。したがいまし

て、目標に達しているということでございます。 

 それから、太陽光発電ですが、国においては平成２５年度に終了しております。

この間、７万円からずっと補助額が下がりまして、最終的には２万円まで下がっ

ているような状態でございます。 

 次に、県でございますが、県は平成２７年度に終了しております。これも３万

６，０００円からずっと下がりまして、最終的には５，０００円まで下がったと

いうことでございます。 

 それと、町でございますが、実はこの太陽光発電というのは県の審査がござい

まして、その県の審査を通ったものだけ本町も同時に補助をしているという経緯

がございます。県が終了した時点で、町はこの審査をするノウハウがございませ

んので、同時に町の補助金も打ち切ったというものでございます。 

 ただ、この太陽光発電につきましては軌道に乗っている事業でございますので、

最終年度である平成２９年度までは継続してみせる必要があるかなというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） この環境基本計画、来年度までの計画ということで、この

環境基本計画も第２次があるんですよね。また、２９年度までが今のこの計画が

生きております。３０年度から第２次がまた策定されると思いますので、いずれ

にしても、来年度、またこの中の目標とかどういった項目で取り組むのかという

ことがあろうかと思いますので、そこの時点でしっかりと、これから出てきます

バイオマスボイラーとか小水力発電をどうするのかということもありますので、

そこでしっかり見直しかけてもろうたらいいんじゃないかなと思います。 
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 それでは、今申し上げましたもう一つの再生可能エネルギーで小水力発電、

「小」は小さいですね。大規模の水力発電ではなくして、小さい規模の発電とい

うのが一つ取り上げられております。 

 この９月に環境審議会、これが開催されてます。その中の議事録を見ますと、

小水力発電については促進事業として検討している、調査中であるというコメン

トが出ております。 

 この小水力発電につきましては、ここにあります永平寺町地域新エネルギー・

省エネルギービジョンという、この計画の中に既にその取り組みの計画が出てお

ります。実はこの中身を見ていきますと、これをつくられたのが平成２２年なん

ですけれども、平成２４年にこの小水力発電は稼働させるという計画になってお

りました。どういったところでやるのかということですけれども、永平寺川のダ

ムがありますね。あの放水口、あの放水される水のところで発電を行うというよ

うな計画でこの計画が進んでいたかと思うんです。２２年に計画されて、２４年

に稼働という計画、それがどんどんおくれてきているわけですけれども、小水力

発電の再生エネルギー事業について、これまでどのような経過であったのかとい

うところを少しお話ししていただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） 小水力発電でございますが、これについては平成２

４年度に小水力発電実現可能性調査を実施しております。町内の２６カ所の候補

地の現地調査を実施したわけなんですが、そのうち、発電効果が低いと認められ

たものが１７カ所、それから水量的な課題があると認められたものが７カ所、そ

れとあと水利権とかほかの調査が必要だと認められるものが２カ所あったわけで

ございますが、その後、農業用水のパイプライン事業、こういったものが整備さ

れましたので、それと、他の自治体で小水力、ターゲットは永平寺ダムでござい

ますが、非常にここについてはハードルが高いものがございました。 

 ただ、しかし、ほかの自治体で成功例があるということでしたので、その報告

を受けまして、まず土地改良区のほうではそのパイプラインの末端のところで農

業用水の調査業も実施しておりますし、また永平寺ダムにおいても、これは町が

直接立ち上げたわけではないんですが、永平寺町小水力利用推進協議会というも

のを立ち上げまして、再度、小水力発電の可能性について調査をしているところ

でございます。 

 以上でございます。 
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○議長（齋藤則男君） 農林課長。 

○農林課長（小林良一君） 今ほど農業用水のパイプラインのことにつきまして出た

んで、私のほうからちょっとご報告をさせていただきます。 

 まず、農業用水を利用した水力発電について、実は土地改良区が事業主体で、

土地改良施設等の維持管理費の節減を目的といたしまして、国の事業でございま

すが、小水力等農村地域資源利活用促進事業によりまして、これは国の定額補助

２００万円ございます。それで水力発電施設の可能性調査を実施いたしておりま

す。これはあくまでも福井県と土地改良区の話の中で行っております。そうした

中で、永平寺町では小舟渡土地改良区と御陵土地改良区におきまして可能性調査

の事業採択をいただいております。 

 初めに、小舟渡土地改良区につきましては、平成２７年度に上志比地区の２カ

所、これは九頭竜川からの導水路と吉峰川付近のところでございまして、可能性

の調査を実施いたしております。そのときの調査結果でございますが、水量不足

及び経済性の評価により土地改良区の維持管理費に充当できる費用の確保が難し

いということで、こういったことで判断されておりまして、小舟渡土地改良区の

ほうではちょっと難しいということでございます。 

 また、御陵土地改良区につきましては、今年度、事業の採択をいただきまして、

本年の１１月１４日から来年の３月１５日までの委託期間ということで調査を実

施しているということで、場所とかそういうようなものについては、また今後お

わかりになりましたらまたご報告させていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） 小水力発電、なかなか調査してもいい結果が出ないという

ことですけれども、いずれにしましても、まだ調査段階の適地もあるかと思いま

す。しっかりとこれ見きわめして、先ほど申し上げましたように、永平寺町のエ

ネルギーおこしプロジェクト、これは県の事業として１市町１エネおこしプロジ

ェクトということで各市町が取り組んでおりますので、今は多分、太陽光発電に

なってるんじゃないかなと思います。これも先ほどの話と同じように、一度見直

しをかけてしっかりと計画をしていただきたいなと思います。 

 それから、再生可能エネルギーのもう一つ、これがこの前の決算の審議のとき

に出ておりますバイオマスボイラーを、これからこの再生可能エネルギーの一つ

の事業として取り組んでいきたいというお考えが示されました。これについて、
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どれくらいの規模なのか。例えば太陽光発電みたいに、民間の個人の家でも導入

できるものなのか。そこら辺のところを具体的に、どれくらいの規模になるのか

といったところ、そしてこれも可能性、太陽光発電があって小水力があって、そ

してバイオマスボイラーもこれからの永平寺町の再生可能エネルギーの事業とし

て位置づけていくのかといったところを今の時点でどう考えておられるのかをお

話しいただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） まず、バイオマスボイラーの導入の経緯でございま

すが、国は、平成２３年度に発生しました東日本大震災、それと原子力発電事故、

これを受けまして、被災地における避難所のエネルギー確保の重要性を認識した

ところでございますが、こうした中、再生可能エネルギーや未利用エネルギーを

活用した自立・分散型のエネルギーの導入は災害に強く、環境負荷の小さい、地

域づくりに大いに役立つということを認識しております。いわゆる避難所の整備

ということでございます。これの整備のために、再生可能エネルギー等導入推進

基金事業、俗に言うグリーンニューディール基金事業というものでございますが、

このような取り組みを実施する都道府県並びに政令指定都市が行う事業を支援し

ましょうということになりました。 

 福井県においては、平成２６年度、１３億５，０００万円の基金配分をいただ

いておりまして、この中に、本町が当初概算で要求しました９，３４０万円が含

まれておりました。 

 ただ、当初の要望ですが、まず本庁、永平寺支所、松岡福祉総合センターの太

陽光発電、それから幼児園の太陽熱の温水器、それから松岡福祉総合センターの

バイオマスボイラーと、大体こういったもので申請していたわけなんですが、配

分決定後、庁内におきましても再度十分な検討を行った結果、まず太陽光発電、

これについては発電量の割には、七、八年ごとに蓄電池というのが必要なんです

が、これの交換が発生してきまして、これが２，０００万ほどかかるんですね。

それから当初の設置費用が１０割補助というものの、今後の維持管理費の大きさ

や、災害が起こった場合に、やはり被災者の救済の観点から、広域避難所、これ

の充実が最重要であろうという判断から、ちょうど同じタイミングでサンサンホ

ールの空調施設並びに松岡福祉総合センターの温水ボイラー、これの耐用年数が

来ておりましたので、さらに県のほうもこのバイオマスボイラーを非常に推奨し

てたわけなんですね。その関係がございまして、もう太陽光パネルをやめてバイ
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オマスボイラー１本でしようというふうになったわけでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） バイオマスボイラー、積極的に小さい規模のボイラーの導

入も考えるのか。今のお話の中で、単なる再生可能エネルギーという切り口だけ

ではなくして、災害時の避難所対策というのが一つ大きな目的になってると思う

んですけれども。要は、知りたいのは、太陽光発電みたいに民間の住宅にもどん

どんこれから展開していくものなのか、ある程度の規模のところにとどまるのか

と、そういった内容のところをちょっと皆さん知っていただいたほうがいいじゃ

ないかなと思います。 

 そして、もう時間がなくなりましたので、これから、再生エネルギーというの

は太陽光発電でスタートしたんですけれども、今、小水力発電が調査中ですよ、

バイオマスボイラーも避難所対策というところと相まって導入が進められてい

る、ここら辺をしっかりと整理整頓しながら公共の施設にどう対応していくのか、

また民間の我々の住宅でもその導入ができるものなのかどうか、そこら辺の方向

づけをしっかりと示していただいて、永平寺町における環境基本計画の中におけ

る再生可能エネルギーはこれですよと、そして１市町１エネおこしの事業はこれ

ですよと。ちょうど今見直しのかかる時期じゃないかなと思うんですけれども、

その再生エネルギー装置、我々民間としてどうかかわっていくのか、そして事業

として基本計画の中にしっかりと埋め込んでいただく。そういったところをこれ

から取り組んでいっていただきたいなと思うんですけれども、お願いします。 

○議長（齋藤則男君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（野﨑俊也君） バイオマスボイラーにつきましては、とりあえず２

７年度と２８年度の２年間でサンサンホールと松岡福祉総合センターを整備する

予定をしております。 

 このバイオマスボイラーは、これ１基当たり２，５００万と非常に高価な整備

費がかかるわけで、たまたま今回はグリーンニューディールという条件のいい事

業がございましたので、これをしないわけにはいかないということで事業を進め

ましたが、今後、こういった類似した補助金なんかもあるということは聞いてお

りますので、その状況を見ながら公共施設を順次整備できたら取り上げていきた

いなというふうに思っております。 

 ただ、こういうふうな高額な整備費のかかるバイオマスボイラーでございます
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から、なかなか民間のうちにというわけにはいかないと思うんですね。手始めに

公共施設の整備が最初かなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 川崎君。 

○１１番（川崎直文君） どうもありがとうございました。 

 永平寺町として再生可能エネルギーという事業はこれですよという、ちょうど

今見直し、各計画も見直しの時期ですから、しっかりと示していただいていろい

ろと事業を進めていっていただきたいなと思います。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（齋藤則男君） 次に、１３番、奥野君の質問を許します。 

 １３番、奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 私は、通告に従いまして、１番、ふるさと納税の現況と今

後の制度設計、ふるさと納税活用の方向性について、２番、町を走る地域資源と

しての鉄道を、まち・ひと・しごと創生にどう生かすか、３番目に、町民の救急

救命率向上に生かせるＡＥＤの配備の仕方についてお伺いしたいと思います。 

 質問に入る前に、６月の議会でお聞きしました五領川のジャックと豆の木の豆

の木が、ジャックと豆の木の豆の木というのはずっと天まで伸びる木でございま

すが、まさに天まで伸びようとしていた木を、梅雨のシーズンと台風シーズンが

終わってからではありましたが、県の慎重な検討と事前準備をなされた後、伐採

をされました。県への連絡、それから伐採の要請にかかわっていただきました町

の関係課の皆様に厚くお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 おかげさまで、ゴムボートの避難準備は不要になりました。洪水時の河川氾濫

防止、先ほど金元議員も質問ございましたが、カラスのねぐら撤去にもつながっ

たかと思います。以上、安堵しております。ありがとうございました。 

 それでは、通告の質問に移らせていただきます。 

 今１２月議会に、ふるさと納税寄附金の収入予算が５００万円増額され１，０

００万円に、またそれに伴う返礼品の業務委託料も増額補正されました。今回、

受け入れ寄附金目標を倍額に増額し、返礼品還元率も５０％と１０％引き上げる

など、積極姿勢となっています。 

 お聞きします。最新の寄附額数値と目標達成見込み、またふるさと納税返礼品

として全国へ発送されています本町地場産品の製造、出荷へのインパクト、永平

寺町ブランドの全国発信効果についてどう捉えているのか。また、返礼品の種類
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によっては生産者が手応えを感ずるロットになっているのかお伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山下 誠君） まず、ふるさと納税の寄附額でございますけれども、１

１月２８日現在で２７３件、寄附額７４０万円でございます。 

 これから例年、年末に向けて、もう既に１２月に入ってますけれども、年末に

は多くの寄附が見込めるということもあるんですけれども、本年度目標としてお

ります１，０００万円を目指して頑張らせていただいている現状でございます。 

 また、返礼品の効果でございますけれども、ＰＲの効果とか生産者の反応につ

きましては、本年度から返礼品を始めたということもありまして、現在のところ、

生産者の方も手応えを感じていただいておりまして、一部のお客様のほうからは、

今までこの返礼品に出すまでは、どのような形で販売経路を求めるのがいいのか

ということもあった方もおられました。それがこういったふるさと納税の返礼品

を出させていただくことによって、そういったお客様に購入をしていただくこと

につながったというお喜びの声もいただいているところです。 

 今後、生産者の意見を聞く場を来年早々に一度持っていきたいというふうに考

えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） お隣の勝山市でございますが、県内９つの市の中ではふる

さと納税については出おくれていたというふうに感じております。ところが勝山

市さんも、４月、５月まで前年同様伸び悩んでいたようですが、６月に返礼品内

容を見直した結果、６月からは急増したという報道がなされていました。 

 本町も、平成２６年に１０８万１，０００円、２７年には３２７万８，０００

円、今年度修正目標は１，０００万円と数値は伸びてきています。 

 このふるさと納税各市町の、まさに知恵の出し合いは、これまでのつくったも

のを販売する、ここにあったものを販売するという発想、これは通常はプロダク

トアウトというふうに言われますけれども、こういうものから、今マーケットは

何を求めているのか、顧客、消費者は何を欲しがっているのかというマーケット

の傾向、需要を敏感に察知して、日々対応していく、売り方を磨いていくという

企画力や営業の脳トレーニング、交渉力の実践の場であります。しかも、その練

習コスト──練習の費用ですね──は町が出すわけではなく、ふるさと納税の皆

様がその費用まで出していただけると、まさに一石二鳥、三鳥の絶好の営業セン



 －214－ 

スを磨く実践グラウンドであります。 

 ２７年度の全国のふるさと納税の金額でございますけれども、全国では１，６

５２億円でした。それから、そのうち第１位の宮崎県の都城市では、件数は２８

万８，０００件、金額は４２億３，１００万円でした。その前に、前年に１位で

ございました平戸市は、件数４万６，０００件、金額は２５億９，９００万でご

ざいました。これを見ていますと、順位が入れかわった   等々は全て件数が

大幅に延びています。やはり件数が伸びるということは、それだけ日本全国に見

ていただく、あるいは口コミで伝わる、そういう方向性を示しているのではない

かというふうに思います。 

 また、そのふるさと納税のされた方々のアンケート結果によりますと、３つの

理由、三大理由は、１つは、これは誰でも当たり前ですけれども、税金が控除さ

れる。税金が控除されるというのは、払わなあかん税金を払わなくなるというこ

とではなくて、こちらで払っていた税金をどっちで払うかという、そういうこと

でございますけれども、そのことについて、またプラスして特産品がもらえる。

これは２番目の理由、それから地域貢献に役立つと、これが三大理由だそうです。

所得に応じて変わりますけれども、５万円、８万円のふるさと納税をしますと２，

０００円を差し引いた部分が、その全部ではないですけれども、税金として控除

された上に、自分はあそこの町に貢献したという、何ていいますか、社会貢献の

満足感もあるし、またなおかつ特産品がもらえると。これはもっともな理由だと

思います。 

 その前々年が１位やった平戸市がそのときに考えていたことは、このふるさと

納税というのは、恐らく永遠に続くわけではない、いつかはなくなるでしょうと。

ただ、今のうちに、これだけのたくさんの寄附金額があるうちに、そのまちにあ

ります商業、工業、農業、その他製造業、その方々にこのふるさと納税のお金を

使って商売の仕方といいますか、どういう売り場を開拓するか、それを学んでほ

しいと、その実践の場だというふうな考え方をもう既にされていたというふうに

報道ではありました。 

 そこら辺を受けまして、我が町のふるさと納税金額も、ぜひこの町の商工業者、

それから農業者の方々が意欲を持って国内あるいは国外も含めて販売していく、

それを、そのトレーニングする費用をふるさと納税の方が出していただけるとい

うまたとない制度でございますので、ぜひこの制度を我が町の商工業、農業の育

成へ結びつけていただきたいというふうに思います。 
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 それでは、お伺いします。今後のこれからの取り組み方針と、来年度に向けて

の新たな企画があるのかお伺いします。 

 昨日、長岡議員のほうから町の奨学金創設についての質問もありましたが、企

業版ふるさと納税を使った福井県のＵ・Ｉターン奨学金返還支援事業が８月２日

に内閣府の認定を受けて、寄附の申し込みも既にその８月時点でアクサ生命を初

め６社から来ていたと。これは福井新聞の報道でございますけれども、これは８

月３日の報道でございます。県と町とでは対応が異なるかもしれませんが、こう

いう制度もふるさと納税の財源発掘の一つの方策かと思いますが、これは余談で

すけれども、今町が考える次年度以降の新たな企画、取り組み方針についてお伺

いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山下 誠君） まず、奥野議員さんおっしゃったように、このアイデア

によってふるさと納税というのが非常に伸びていくというのは、本当に今回、私

も言葉の使い方で変わってくるんだなというのもひしひしと感じました。 

 まずお米ですと、２８年度産とかコシヒカリあるいは永平寺町のレンゲ米とか

そういったブランド的なもの、あるいは常に新しいものというのはやっぱり全国

の皆さんはチェックされているんだなということで、やはり４月から始めたとき

には新しい「新米」という言葉は使えないということで、普通のレンゲ米という

形で何キロという言葉で出させていただきました。９月以降、やはり「２８年度

産」とかそういった言葉をつけるだけでお米の出方が全然違ってくるんだなとい

うこともひしひしと感じたところでございます。 

 非常にこのふるさと納税、いろいろな課題もあります。問題もあります。さま

ざまな高額返礼品をすることによって、それをインターネットを介して売買のほ

うに持っていってしまうというような課題もあります。しかしながら、やはりそ

ういった本当に求めているものをしっかりとブラッシュアップして出せるかどう

かというのは、また大事なところではないかなというふうに感じております。そ

れで、本町でも、ちょっと今までにはない高額的な品ぞろえもさせていただいて、

そういったニーズの方々からの返礼品を求められるようなバージョンをアップし

ているところもあります。 

 今後の新たな取り組みということでございますけれども、これはまだ平成２９

年度の新たな予算でお認めいただいてからということにもなろうかと思いますけ

れども、今、ふるさと納税の運営事業者の委託先もいろいろなノウハウを持って
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いるということから、そちらともいろいろと協議をさせていただいて、より多く

のふるさと納税の興味にある方に永平寺町のふるさと納税を知っていただくため

のプロモーションが大事であるというふうに考えまして、これまで納付実績が多

いのが東京都でございます。そこの東京都内に限定した富裕層のある区、東京都

区内の富裕層に向けた情報誌の雑誌を、ふるさと納税の特集版１０万部ほどをそ

ちらのほうに配信をさせていただきたいなというふうに今考えております。 

 今年度は、ブランド戦略推進事業でありましたアークヒルズでのＰＲもさせて

いただいて、現地で、その場でふるさと納税していただいたということもござい

ました。来年度もそういった機会を捉えて、またそちらのほうでＰＲをさせてい

ただきたいなということもありますし、ことし、第１回目でちょっと時間的に難

しかったんですけれども、ふるさと県民大会ということで、これは町長も行って

こられて現状を見てこられたんですけれども、そこには福井県にゆかりのある

方々、東京都、それ近辺の方々が来られて福井のいろんなこういったふるさと納

税の返礼品のＰＲをされた場所もありました。来年もこれ第２回目ということで

続けて継続されるということでありますので、ぜひそういったところにも出品を

して、そういった永平寺町の返礼品のブラッシュアップされたものを見ていただ

きたいというふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今回、１，０００万円を目標に頑張っているところでありま

すが、今回３００万円から１，０００万円に上がっていく。返礼品を出されてい

る皆さんの中では、ひょっとしたらこれは売り上げにつながるのではないかなと

いうふうに感じていただけている方も出てきてまいりました。やはり出品される

方がどういうふうにこれを自分の販売に結びつけるか、ＰＲを見つけるか、新し

い市場を開拓できるかということをよりわかっていただくことが大切かなと思っ

ておりますので、先ほど総務課長が言いましたとおり、一度出品者の方に集まっ

ていただきまして、ふるさと納税をやっているサイトの中でどういった品物が売

れているか、どういった販売の方法がいいのかというのを一緒に研修していただ

く。そしてよりいい品物、意欲を持っていただくような、そういったことが成功

につながっていくのかなとも思っております。 

 今年度は、アークヒルズにも役場の職員がふるさと納税のＰＲと、また地元特

産品のＰＲに行かせていただきました。そのときも現地でもありましたし、その
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後にも来ました。奥野議員おっしゃるとおり、逆に言うと、旅費も宿泊費もふる

さと納税でいただいて、食品の研修の場にもなる、そういったことにもつながり

ますので、この担当の職員、この事業だけではないです。一生懸命やっていただ

いてますので、また次につながるいい提案が出ると思いますし。 

 もう一つは、今回の議会の中でも、農業の担い手、農業の振興、商工業の発展

と皆さんおっしゃる中で、やはりもうかる農業であったりもうかる商売、そうい

うのにつなげていくために、今、総務課がやっておりますが、農林課、商工観光

課の中で、じゃ、どういうふうにふるさと納税をこの地域の経済に、また農業に

結びつけるかということをしっかりと、事業の中に返礼品というものを組み込ん

でこの永平寺町の振興に結びつけるような取り組みもしっかりしていかなければ

いけないなというふうに思っておりますので、またいろいろなご指導いただけれ

ば、またこちらも勉強をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） これが今年度の本町のふるさと納税のパンフレットでござ

います。この申し込みの中に、これたしか、私の勘違いやったらごめんなさい。

寄附金の一つで７つの項目から選ぶ欄がございます。例えば「健康で笑顔に満ち

たまちづくり」に使ってほしいのか、「快適で利便性の高いまちづくり」に使っ

てほしいのか。ここには道路網の整備とか施設の整備、利用推進とかありますけ

れども、項目に分かれて、ふるさと納税者が永平寺町のこういう方面に使ってほ

しいという希望を書く欄がございますね。これは非常に寄附する側の、自分はど

ういう部分でそこのまちに貢献できたというのが実感できていいのでないかなと

いうふうに思うわけですけれども、後で何かその感想がもしございましたらまた

お教えください。 

 それから、この返礼品のリストでございますけれども、ここには１万円以上の

寄附でもらえるもの、１万５，０００円以上でもらえるもの、３万円以上でもら

えるもの、５万円以上でもらえるものというふうな、いろんな内容に分けて出て

います。先ほどお話にありましたレンゲ米についても、何キロずつを何回送ると

か、そういう送るやり方とかがあります。 

 これでちょっとお伺いしますが、１回に、例えば１０万円のふるさと納税があ

った場合に、この返礼品はその１０万円以上の部分から選ばなくても、例えば３

万円の部分と１万円の部分の二品と、例えば５万円以上の部分を一品とという、

そういう選び方もできるのですか。 
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○総務課長（山下 誠君） はい。 

○１３番（奥野正司君） できるんですね。ポイント制と近いような使い方ができる

んでないかと思いますけれども、これはポイント制ですと、その年度で使わなく

ても持ち越しができる市町もありますけれども、本町の場合はこの持ち越しとい

うのはできる……。 

○総務課長（山下 誠君） はしてない。 

○１３番（奥野正司君） できないんですか。 

○総務課長（山下 誠君） はい。 

○１３番（奥野正司君） はい、わかりました。 

 そういうようなことを含めて、何ていいますか、ふるさと納税を考える方々に

アピールできる、一年一年進化していっているんだなというふうにこれを見させ

ていただきまして感じております。また私も誰か、ぜひこれに応募してくれる人

を見つけていきたいと思っています。ありがとうございます。 

 次に、２番目の質問に移らせていただきます。 

 それから、ごめんなさい、さっきの勝山の返礼品の中身で変わったのがありま

す。ご存じかもしれませんけれども、勝山を出て東京か大阪か中京圏かそこら辺

に住んでて、家族といいますかね、親もいなくなって空き家になっていると。こ

のふるさと納税で希望するとその空き家を管理してくれるという返礼品のセット

も勝山市はつけているらしいんです。空き家管理が返礼品になる。年間で、例え

ば３カ月に一遍草刈りに行きますよとか、どこか食われていないか見回ってきま

すよとか。これが何万円コースの返礼品かはわかりませんけれども、そういうコ

ースもあると。これはおもしろいなと感じました。いろいろ知恵の出し合いとい

うことでしょうというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 この町を走っています地域資源としての鉄道についてお伺いします。 

 ごめんなさい、資料を分けていただきましたかね。 

 次に、２番目の地域資源としての鉄道についてお伺いします。 

 この表を開いていただいて見ていただくと、なおよくおわかりになるかなとい

うふうに思います。 

 そこで、ワークショップでないんですけれども、この見方で、２００５年（平

成１７年）と２０１５年（平成２７年）の欄、ちょうど１０年間のことですけれ

ども、この２００５年のところに、大変申しわけないんですけれども、ご協力い
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ただいて「１００」という数字を、この２００５年の下でもいい、平成１７年の

下でもいいですので、「１００」と書いていただけますか。「１００」と書いて

いただいたら２０１５年（平成２７年）の１０年後の部分について、私が指数を

申し上げますので、ちょっとそこへ記入していただけたらと思います。 

 １０年前を１００として、１０年後に利用客がどう変わっているということで

ございますけれども、小数点は省略しまして四捨五入で申し上げます。観音町１

３６、松岡１１８、志比堺６９、永平寺口９７、下志比１００、光明寺６６、轟

９２、越前野中７５、山王７７、越前竹原９３、小舟渡１１７でございます。 

 それから、カラーで表示されている部分については見やすいかと思いますけれ

ども、カラーでない方は最高の部分がちょっとわかりにくいかと思いますが、最

高の部分は、松岡は平成２３年度１７万５，０００人。上から行きます、失礼。

観音町は平成２７年度、昨年が最高値２１万４，０００人、志比堺は平成２２年

が最高、永平寺口は平成１８年が最高、下志比は平成２３年が最高、光明寺は平

成２０年が最高。最高というのはピークということですね。それから轟は平成１

６年がピーク、越前野中は平成１６年度がピーク、山王は平成２１年度がピーク、

越前竹原は同じく２１年度がピーク、小舟渡も２１年度がピークです。それから、

１１の駅を合わせました合計のピークが平成２３年度７８万８，５００人、これ

がピークでございます。 

 そういうことを少しちょっとご記入いただいた上で、私が今から申し上げます

ので、お聞きいただければありがたいと思います。 

 平成１２年──平成１２年ですからこの表の欄外でございますけれども、１３

年、京福電鉄が電車の連続事故によりまして電車がとまりました。電車がとまる

ことにより地域社会全体の便益低下を経験し、行政、住民、それから地域にとっ

て鉄道が必要であることを再認識しました。その結果、県や沿線自治体、地元経

済界の資金投入により、第三セクターとして平成１４年９月にえちぜん鉄道が誕

生しました。平成１４年９月に誕生しましたということで平成１５年から始まっ

ていますけれども、平成１５年度は、下の脚注に９カ月分と。この平成１５年度

の営業は９カ月分だったんですね。ですから年間ではないということを頭に入れ

てこの表を見ていただければ結構かと思います。 

 このえちぜん鉄道は、会社が持った理念は、地域共生型サービス企業という理

念を掲げまして、安全確保と乗客目線のサービス提供という経営方針を掲げ、地

域住民の利便性向上のため、皆さんも覚えてらっしゃると思いますが、運賃の１
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５％引き下げ、１日フリーきっぷ発売、アテンダント乗務、レンタサイクルの配

置、サイクルトレイン、バスとの連携ダイヤ、新駅設置や郊外型のパーク・アン

ド・ライド整備、乗って支えるという住民参加のえちてつサポーターズクラブの

企画電車運行などなどを実行してきました。その結果、年を追って増加してきた

輸送人員は、平成２７年度、昨年には、折からの北陸新幹線金沢開業効果もあり

まして３４５万９，０００人と過去最高を更新しました。新幹線効果が薄れない

かなという懸念もありましたが、ことしに入っても、３月に田原町駅の福鉄福武

線と三国芦原線との相互乗り入れ、直通運転の開始と同駅での時間短縮、ダイヤ

改正による通勤通学客も順調に増加しており、今年度も、この資料ではまだ半分

ですけれども、落ち込まないだろうと、増加トレンドを維持するのではないかな

というふうに思われます。 

 そのうち、ここに、表にピックアップしていただきました、本町における１１

の駅の乗降客数も、利用者も、平成２３年度にピークで７８万８，０００人を数

えましたが、その後減少に向かっていましたが、２７年度は７６万２，０００人

と増加に転じました。今年度も９月までの半期ベースでは増加を維持しています。 

 このうち、先ほど指数を記入していただいたことによりもうおわかりと思いま

すけれども、２７年度の年間乗降客上位３つの駅は、四捨五入で申し上げますが、

観音町駅２１万４，０００人、松岡駅１６万２，０００人、永平寺口駅１６万１，

０００人の上位３駅でございます。１０年間の変化でございますと、１００以上

が増加している、あるいは１００は少なくとも同じペースを維持している、１０

０以下ですと減少に向かっているということでございますけれども、観音町１３

６、松岡１１８、小舟渡１１７、下志比１００、駅全体合計としまして１０５で

ございます。 

 この１１の駅のうち、えち鉄の資料によりますと、パーク・アンド・ライドの

設備は、観音町に２０台、永平寺口に９４台、山王に２５台、竹原に２１台、小

舟渡に１５台があります。 

 そこでお伺いします。地方創生というまちづくりの中で、鉄道が走っているま

ち、この鉄道の強みを行政はどう捉えているのかお伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（太喜雅美君） お答えさせていただきます。 

 鉄道が走っているということは、交通弱者から見ても安定した安全な公共交通

として大きな強みだと思っております。永平寺町の高校生は、永平寺町に高校が
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なく、通学で鉄道を利用しております。また、職場が永平寺町以外でも通勤が鉄

道で利用できるのも大きな強みだと思っております。 

 総合戦略では、合計特殊出生率１．４から１．８にし、また若い人を呼び、転

入、転出において、現在、転出が大きくなっている状態から転入、転出を均衡さ

せる目標を掲げております。交通手段として鉄道が利用できることは、近隣市の

ベッドタウンにもつながり、人口減少の歯どめになっているものと考えておりま

す。また、１０月に永平寺口駅で行いましたイベントにおいては、地域の交流が

図られ、にぎわいが戻り、地域の活性にもつながったと思っております。 

 このように鉄道が走っていることは、永平寺町の重要な強みだと認識をしてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） 駅の乗降客の推移というのは、まさにその地区のにぎわい

に関係し、昨年１０月に策定されました永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦

略の推進にも関係すると考えます。 

 乗降客の増加している観音町駅のパーク・アンド・ライドの状況は、例えば１

１月１８日でございましたが、午後、現地へ見にいきますと、えち鉄の資料によ

るパーク・アンド・ライドの駐車可能台数は２０台というふうに書いてございま

すが、縄の引き方によって２３台ほど可能かなとも思いましたが、この２０台と

いうえち鉄の公式発表によりますと、そのとき駐車していたのは２１台でござい

ます。もちろん地主さんが個人的に確保している部分は除いてでございますが、

１１月２９日には２３台とまっていました。この利用率からいきますと、１１月

１８日は１０５％、２３日は１０５％、１１月２９日は２３台で１１５％でした。

ほかの季節、ほかの平日に行ってもほとんど１００％以上で、常に満車状態です。

これは皆さん、近隣にお住まいの方は気づいていらっしゃると思いますが。また、

加えて、駅へ上がるエントランスのスロープの横にサイクルハウス、駐輪場があ

りますけれども、そこも満杯状態で、１台出し入れすると隣の自転車が絡まって、

そこら辺をずっとすかしてからでないと自分の自転車が出し入れできないという

ような状況が続いています。 

 自転車ということは、多分高校生がたくさん利用するということだと思います

が、駅周辺の芝原及び松岡北地区の住宅建設は今も続いています。こうなってい

きますと、車も満車で使えない、駐輪場も出し入れにひっかかって難儀するとい
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うふうな状況、あるいはクレームも予想される状況だと思います。 

 町はこの状況を把握してるのかどうか、またその対応を考えているのか、どう

しようとしているのかお伺いいたします。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山下 誠君） 今、奥野議員さんおっしゃったように、観音町の乗降客

数は非常に伸びているということですけれども、清流地区の人口もそれと同じよ

うにここ数年、やはり伸びてきております。それが全て電車の乗降客に直結して

いるかというのはちょっと定かではありませんけど、例えば平成２２年の４月１，

３３５名の住民登録があって、平成２７年の４月には１，５５５名とかなりふえ

ております。 

 また、高校生の、これは高校生かどうかというのは、年齢で出しておりますの

で。高校生の数にいたしましても、これは２２、２３はございませんけれども、

２４年の４月には１，３８１名のうち高校生と思われる方が５４名、それが平成

２７年の４月には、先ほど申しました１，５５５名のうち７１名と思われるよう

な状況でございます。やはりそういった面でも非常に観音町の駅をご利用される

方がふえているのではないかというふうに推測されるところでございます。 

 まず、観音町駅のパーク・アンド・ライドの利用客が多い一因といたしまして

は、本町の中でも福井駅のほうに一番近い駅であるといったことから、やはりそ

の一番近いパーク・アンド・ライドにとめることによって運賃が安くなるといっ

たことが一つの大きな要因であるのではないかというふうに推測されます。 

 町においては来年度より、クルマに頼り過ぎない社会づくり推進事業補助金の

活用を視野に入れて、現在の観音町駅周辺での用地の調査をしていきたいという

ふうに考えているところでございます。すぐにこの補助金を活用するということ

ではなくて、そういった調査をまず整えてから、本当にいい場所でそういった候

補の土地があればパーク・アンド・ライドとしての実践に向けてこういった補助

金も活用していきたいというふうに考えているところでございます。 

 これは奥野議員さんもよくご存じかと思うんですけれども、来年度以降、これ

は福井市のほうでございますけれども、沿線でパーク・アンド・ライド駐車場の

増設が計画されているということで、台数の詳細ということは、これはまだちょ

っと数は申し上げられないということですけれども、さらにこれができますと現

在の観音町のが多少緩和されるのかもわかりません。ただ、今の現状といたしま

しては、観音町の駅、私らもいろいろと見させていただいている中では、もう既
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にその駐車ますの枠以外をうまく、やはり皆さん毎日使っておられるのかどうか

わかりませんけれども、車が邪魔にならないような形で何台もとめているという

現状はしっかりと把握しているということでございます。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） パーク・アンド・ライドにつきましては清流地区、観音町、

芝原地区なんですが、その近辺の方は余り使わずに歩いていかれるのかなとも思

います。ただ、沿線でないところ、ちょっと離れている、例えば御陵地区であっ

たり吉野地区で勤められている方が利用する。そして今課長の話であったように、

運賃が一番永平寺町内では安いし、車もただでとめれるということで利用されて

いるのかなというふうにも思います。 

 今、福井の観音町から近い駅にパーク・アンド・ライドの話もありますので、

そういったこともしっかり話を見きわめながら進めていきたいとも思いますし、

もう一つ、未来会議の中で、松岡駅の開発、松岡駅のにぎわいのためにパーク・

アンド・ライドはどうかというご意見を今いただいているところですので、そち

らもあわせて１回研究させていただきたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） これ９月７日に新聞発表されてますから申し上げればいい

と思いますけれども、越前島橋駅に８０台分のパーク・アンド・ライドの駐車場

を来年開設するということだそうでございます。 

 そこで思いますのは、北インターがそうでございますけれども、福井市側には

いろんな企業、足羽団地、物流施設等々林立してますけれども、永平寺町側には

余り、緑は確保されていますけれども、そういう施設はないというようなことは、

せっかく観音町は一つのパワーというか、エネルギーを持ってますよね。そこへ

それだけの人がその駅を利用するというのは。そのエネルギーを越前島橋が、永

平寺町ならそれでいいんですけれども、隣の市へ人が集まるエネルギーを吸い取

られないかなというふうな思いが、別に計算して算出したわけでも何でもないで

すけれども、感覚的にそういう思いがあります。そういうこともひとつご考慮い

ただけたらなというふうに思います。 

 そのパーク・アンド・ライドで、本町における全ての駅の利用率といいますか、

例えば１１月２９日の午後でございますと、永平寺口は県の分の南側の分を合わ

せて９４台のキャパに対して１８台、それから山王駅はキャパ２５に対して利用
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台数は７台、越前竹原はキャパ２１台に対して利用台数は９台、小舟渡はキャパ

１５台に対して利用台数は２台でございました。そういう意味でも、利用者とい

うのは、町内で一番あそこが料金が安いということ、それから松岡地区でも、近

くの人は歩いていくけれども、御陵地区やら吉野地区の人は町内でいけばあそこ

を利用すれば車を置いておかれると、そういう要素もあるかと思いますが、ただ、

そのことによって現状でいいという理由にはならないと思いますので、ぜひ何か

対策がないかご検討いただきたいというふうに思います。 

 それから次に、国は４月１日、障害者差別解消法を施行しました。本庁舎内に

おいてもそこがスロープで上がってこれるようになりましたし、１階の階段の横

には福祉トイレ、障がい者が使えるトイレも設置されています。そういう意味で

はこの本町内における１１の駅で障がいのある方が利用しやすくなっているかど

うか、バリアフリーの現状についてお聞きします。 

 現在、えち鉄のバリアフリー化が、行政としてバリアフリー化を計画している

駅あるいは工事をしている駅はあるのでしょうか。 

○議長（齋藤則男君） あらかじめ時間の延長を行います。 

 総務課長。 

○総務課長（山下 誠君） 今現在、１１の駅で完全にバリアフリー化という駅は、

まず今のところございません。ただ、永平寺口駅のほうで、旧駅舎の南側のほう

から北のほうに向かって新しい駅舎ができているわけでございますけれども、そ

ちらのほうの入り口が、階段を上ってさらに階段をおりるといったような部分が

ございましたけれども、これにつきましては１２月中旬に、もうすぐにでござい

ますけれども、進入の段差を取り除く工事が完成をするということになってござ

います。 

 以上です。 

○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） その現地での工事の状況は私も各駅を実地見聞する際に見

せていただきました。そのときに駅にいらっしゃったスタッフの方にお聞きしま

したら、バリアフリー工事というふうに看板をかけて工事をなさっているんで迷

惑だという──ちょっと私も意外だったんですけどね──お答えがありました。

といいますのは、聞かれる方が、バリアフリーだから車椅子でも電車に乗れると

いうふうに連想する方がいらっしゃるようです。そうなりますと、南のほうから

確かにあれで平らになって北側のほうへ抜けられるんですけれども、じゃ、ホー



 －225－ 

ムに上がるときはもとの階段のままですよね。結構蹴上がりの高さも高い階段も

ね。 

 えち鉄の資料によると、東古市の駅は、電車とホームの間のすき間を塞ぐ簡易

型の板、車椅子をこう乗せるときのね。こっち側にその板も設置してあるはずで

ございますけれども、私もちょっとホームへ行ってはかったわけではない。あの

ホームなんかは両側を使いますけど、少し曲がっているんですかね。ほんで乗降

口の場所によっては開くすき間が大きくなって、その方はそんなものを使いたく

ないようなお話で、学生さんでちょっと都合の悪い方がいらっしゃるんですけど

ね、何か頼まれたことがあるのか、「でもそんなもん、私たち一緒に介添えして

ひっくり返ったらなおわけが悪くなるから、怖くてできない」というふうなお話

もありました。それが現実だというふうに、私は現場の声を聞いて思いました。 

 今、南側のほうから上がったりおりたりしなくても行けること自体は、それは

別に悪いことでも何でもない、便益がよくなる、利便性が高まるんですけれども、

そういうことで、ちなみにほかの駅を含めまして１１の駅のバリアフリーの状況

も見させていただきました。えち鉄の資料にもスロープ設置というところがある

んですけれども、例えば、ホームへのスロープがある駅は下志比駅、山王駅です。 

 下志比駅は確かにあるんですね。ホームへ上がれるんですけれども、そのホー

ムへ上がるスロープのところへ行くまでが、こちら側がちょっと何か、下が畑か

な、田んぼかな。これ段差があって幅がこれくらいのところへ行くんで、そこへ

行くまでに、下手するとこっちよりちょっと危険、リスクがある。本当に使える

のかなというふうなホームです。 

 それから山王駅は、ここにも書いてございますけれども、福井方面へ行くとき

のみご利用くださいと、勝山方面へは利用できませんよと、多分、ホームが短い

んですかね、書いてございます。観音町駅はたまたまそういう意味で、エントラ

ンスといいますか、通りから駅へ向かってスロープにしたわけではないんでしょ

うけれども、結果的にスロープになってまして、ずっとこうして上がれるんです

けれども、そこにはスロープはあるんだけど、今度は電車とホームに渡す板が置

いてないんですね。 

 ほんでその電車とホームの間に渡す、これ折り畳みらしいんですけど、この板

があるのは松岡駅と永平寺口駅の２カ所に置いてあるそうです。松岡駅の駅員さ

んは、そのときにいらした方にはそういうふうに使わせていただきますと、私た

ちも一緒に手伝わせていただきますと。ただ、福井方面へ行きたいときに来られ
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ても、それは       とても対応できないということです。会社としてう

たっていることは、事前に前もっておっしゃっていただければ、設備的には対応

できないんでマンパワーで対応させていただきますということは会社的にはうた

っていますけれども、それも２４時間いつでもオーケーというわけではないんで、

そういうふうにして解釈しなければいけないというふうに思います。 

 そこで、この１１の駅が、結構多いと思うんですね、１つの行政の中に１１の

駅を持っている自治体としてはね。三国線は別として、勝山方面へ来ますと、福

井から出ますと、福井駅、新福井駅、それはほとんど勝山駅はバリアフリー対応、

中間が何もないんですね。だから三国線のほうは福井、新福井、それからまつも

と町屋、田原町、日華化学前、八ツ島、太郎丸、三国神社、三国港というふうに

たくさんあるんですけれども、この中に新しくできた駅というのがあります。新

しくできた駅というのは、国の法律によってバリアフリー対応をしなければ新駅

として認められないという事情もあるようでございます。 

 そこで、何ていいますか、我が町に１１の駅があって、ある意味、実質使える

ようなバリアフリーの駅が一つもないというのは非常に残念というか、寂しいな

という思いが正直いたします。同僚議員の質問にもありましたが、福祉保健課の

ほうのご回答の中に、障がいがあってもなくてもともに地域で生きる共生社会を

目指すというノーマライゼーションの考え方のもと、いろんな施策を実行してら

っしゃいますが、この公共交通機関の利用についてもぜひこのバリアフリー化の

現実に向けて一歩一歩、施策として進めていってほしいと。バリアフリー化をす

ることによって、一人一人の心の中のバリアも取れると思いますし、我々一人一

人が持っているバリアですね。それから障がいに対する理解も深まると思います

し、それが実現できて初めて共生社会としての我が永平寺町、ホームタウンが見

えてくるんではないかなというふうに思います。 

 そこで、観音町駅のことについてお伺いします。えち鉄本社によれば、バリア

フリー化は松岡駅のようにホームが分かれているよりも一本のほうがやりやすい

ということでございましたので、まず年間利用客が勝山駅よりはるかに多い２２

万人が利用する町内最多の利用者のあるこの観音町駅、バリアフリー化の対応が

できないかというふうに思いますのでお聞きします。 

 その前に、現実にあそこの駅で車椅子を使って乗りおりする方を日々見ていら

っしゃる方の声をお聞きしましたので、ちょっとご紹介させていただきます。 

 観音町駅は、車で当事者を乗せてこられた付き添いの方が駅の前で車を停車で
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きて、本人の乗った車椅子を自動車からおろせれば便利ですが、駅のエントラン

スは踏切の直前で、交通の妨げになるため、踏切を渡った反対側の──竹やぶの

すぐですね──あこまで車を持っていって、車を持っていったけれども、そこは

ほとんど１１５％、１２０％の利用率のところで、その不自由な方を乗せた女性

の方が駐車場所を探すのにも非常に難儀をされたと。工夫して、ここなら正式な

場所じゃないけど邪魔にならんだろうとというふうにして車を置いても、その車

椅子の方に車からおりていただいて押してくるのに、ほかの駅みたいにアスファ

ルト舗装されていないんですね。あこは砂利場なんですよね。そうすると、がら

んがらんがらんがらんと、誰でも経験したことがあると思いますけれども、車椅

子のタイヤがうまく回らない。あるいは、難儀してやっとアスファルトの道へ来

て踏切のほうへ行くと、あこの踏切のレールとレールの間にすき間がありまして、

そこをまたがたんこんがたんこんして行かなければいけないと。そういうふうな

状況を、そこにいらっしゃった方がぜひ何とか、それを町というか行政のほうへ

声を届けてほしいということを言われました。 

 何ていいますか、障害者差別解消法にうたう配慮というものが早く目に見える

形で整備されることを切にお願いしまして、この現状に対するお考えをお聞きし

たいというふうに思います。 

○議長（齋藤則男君） 総務課長。 

○総務課長（山下 誠君） ほかの駅なんかへも議員さんも確認に行かれてるという

ことですので、完全バリアフリーとなりますと、やはり稼働時期も移動をしなけ

ればならないとか、これは本町だけの問題ではなかなかできないということにな

ってまいります。 

 また、そういったところについては、先ほど永平寺口駅とかほかの松岡駅とか

階段があってホームへ上がれないというところについては、先月の未来会議の事

業提案の中でもございましたバリアフリー化の提案もあったところでございま

す。ハード面ではなかなかそういったさまざまな課題がある中で、その提案の発

表の中では階段昇降機「スカラモービル」というものがあるそうです。 

 それで、たまたまこれを総務課のほうからその会社のほうに打診したところ、

現地を一遍見させてほしいということでこの間来ていただきました。そういった

ところ、そのときに、たまたま機械を持ってきましたということだったというこ

とで、実際、また未来会議の提案者の方々とも一緒に立ち会いしながらいろいろ

と、やはりデメリットもあれば、こういったいいところもあるというのを一遍検
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証してみたいなというふうに思っておりまして、日を改めてまた私も見にいきた

いなと思っているところでございますけれども、そういった中でも、うちの担当

者のほうからも、ちょっとやっぱり企業と話している中でこういったところに問

題がありますよとか何点かありましたので、そういったものが解決できるかどう

かということも今後の課題ではないかなと思っております。 

 それと、議員さんのほうからご提案のいただいた観音町のほうですけれども、

観音町のほうにつきましては、最大の段差として引き戸が１０センチぐらいある

くらいで、あと、中へ入ると、おりる方と乗る方を区分している鉄のパイプがあ

るんですね。あれの最小の幅が８０センチですね。車椅子ですとぎりぎり入れる

かというところなんです。８０あれば何とかなるということを聞いておりますし、

電車のすき間ですけれども、あそこはたまたま単線の、一本のホームですから真

っすぐなもので、電車のすき間が７センチぐらいしかないんですね。電車の高さ

が７センチあって、それは先ほど言われたように踏み板をかければ十分できると

いうことになっております。ただ、そのホームの幅全体が若干、２メーター５セ

ンチほどしかないもので、ちょっとそこら辺の安全策は必要かなというふうに思

っております。 

 それと、今の観音町の駅のバリアフリー化を考えますと、福井県の福祉のまち

づくり条例というものがありまして、そういったものにも何とか合致するという

ようなところもありますので、今後、やはり鉄道事業者と十分協議をさせていた

だいて、向こうのほうも十分協議をしていきたいと。真ん中の乗降車のあれまで

取っても構わないよということまで教えていただいたということもありますの

で、今後、そちらのほうは検討させていただきます。 

 あと、車椅子の件でございますけれども、踏切の手前のほうで車をとめられる

ということで、朝、夕方あるいはそういったときには非常に支障になるというこ

とでご遠慮されるというときもあるかもわかりません。ただ、あそこの近辺を見

てみたんですけれども、やはり踏切を渡って角目の土地については、所有者の方

にもそこならいいですよというようなご返事をいただいたんですけど、やはり先

ほどおっしゃったように、踏切は渡っていかないといけないというものが出てき

ます。本当に近いのは近いんですけれども、そういった課題は残るかなというふ

うに思っております。 

 今言ったように、今後そういった面も来年度に向けて進めていきたいと思って

おります。 
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○議長（齋藤則男君） 奥野君。 

○１３番（奥野正司君） ありがとうございます。 

 住民が望むことは、一歩一歩目に見える形を、現実のものにしてほしいと。何

か言うてもあかんわというふうに思われると、余りよくないというふうに思いま

すね。変化を感じられるまちになっていただきたいなというふうに思います。 

 では、最後の質問に移ります。 

 先般、町が、消防の方から建設課の方やら、町長さんなどが先頭になって防災

講座を地区あるいは団体で行っておられるのを私も体験をさせていただきまし

た。ちょっと感心したのは、町職員の方が非常に熱心に、これは何とかせないか

んのやというふうな思いを感じられるような形でご説明をされていたのが非常に

印象に残っています。 

 こんなことを言っていいかどうか悪いか、私、五、六年前に、県の土木の、建

築課というんか、県の耐震のセミナーというか講座に出させていただいたことが

ありますが、それは同じような説明をされるんですけれども、耐震のパネル等々

の説明もあるんですが、あれは現地の実際に耐震施工しているところを見学でき

るというコースでしたが、ただ、県の職員の方も来てらっしゃいますけれども、

県の職員の方は、何ていいますか、あっち側にいるだけで、実際に説明をしたり

質問に答えたりするのは全部業者の方というか建築業界の方だったんで、これで

は何というんか、福井県のその進捗率が進まない理由もここにあるのかなと思い

ながら聞いていました。それと引き比べて、我が町の職員の方々は非常に頼もし

く、そのときは感じております。 

 そういうようなことも含めてひとつ、ちょっと違う切り口でございますけれど

も、防災に力を入れている本町のＡＥＤの有効活用についてお伺いいたします。 

 ＡＥＤを使用した場合の救命率は、使わなかった場合の２倍と言われます。ち

ょっと違ったらまた違うとおっしゃっていただきたいんですけど、県のホームペ

ージには、県内各市町の全ての場所のＡＥＤの設置場所が示されています。本町

の場合もホームページで、役場、消防署、小中学校、幼児園、保健センター、老

人福祉施設や公民館、図書館、地区コミュニティ、消防センター等々の公共施設

にありますよと、どこに何台ありますよというデータが公表されています。 

 それで、平日、日中の公共施設の開館時間はいいんですけれども、例えば夜間

とか日曜、祝祭日には設置場所が閉まっていまして、その管理者に連絡をつけて

いると非常に、３０分、４０分、おいでいただいて鍵をあけると１時間もかかっ
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たということでは現実には間に合いませんので、こうした事情もあるということ

でしょうけれども、２４時間営業のコンビニへの配備を進めている自治体がふえ

ています。ちょっとネットでぱっと目に飛び込んできただけでも申し上げますと、

網走市、船橋市、愛知県尾張旭市、長久手市、豊川市、田原市、豊浜町、蒲郡市、

枚方市、宝塚市、神戸市、松原市などなど、まだこれは切りがないんですけれど

も、町、市がその予算をつけてＡＥＤを２４時間営業のコンビニに置いてもらう

と。そうすれば、その近くの人、地域の人はいつでもそこへ行けるということで

ございます。 

 そういうことから……。 

○議長（齋藤則男君） 奥野議員、制限時間になりましたんで、最後の質問にしてく

ださい。 

○１３番（奥野正司君） はい、終わります。 

 この救急救命率向上のためには一刻も早い、強いて言えば、これは消防署の方

がおっしゃるんですけれども、救急車がそこへ着く以前に住民の方がＡＥＤを使

っていてくださいよというふうにまで言われるようになりました。本町でもコン

ビニの、地域のその配置についてはバランスがいろいろありますから一概にこれ

で全てオーケーというわけではないと思いますが、そこら辺も含めてこの２４時

間配備のＡＥＤということについてのお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（齋藤則男君） 消防長。 

○消防長（竹内貞美君） 公共施設のＡＥＤの設置がうちの所管でございますので、

それに関してコンビニのＡＥＤ設置につきましてご回答させていただきます。 

 コンビニへのＡＥＤ設置につきましては、先ほど議員仰せのとおり、全国的に

も取り組む自治体があることは承知をしております。また、福井県内におきまし

ては、昨年、若狭消防組合が管轄する市町の２４時間営業２３店舗に各市町の負

担にて設置をしております。 

 当永平寺町では、現在７軒のコンビニがあり、業者別では３社となっておりま

す。昨年、各コンビニへ自主設置を依頼いたしましたが、個別の店舗間の契約で

はなく大手企業本社との契約となることから、折り合いがつかず、設置には至ら

なかったものでございます。 

 また、県内の設置状況でございますが、先ほど申しました若狭消防組合管轄以

外では、他の市町では設置がなく、福井市及び敦賀市においては事業者による任

意の自主的な設置を呼びかけている状況でございます。 
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 本町の公共施設４２カ所のＡＥＤ設置は、基本的にはその施設での使用を目的

としたものでございますが、その施設が使われていない土日祝日及び時間外に屋

外で事案等が発生しますと使用できない状況となっております。コンビニへのＡ

ＥＤ設置につきましては、今後も事業者に自主設置をお願いする方向で要望して

まいりたいと考えております。 

 また、今現在、町の設置状況でございますけれども、大学、御陵の付近に、県

大前に３件、それから医科大前に１件、それから松岡の芝原地区のほうに２件、

それから花谷１件ということで集中してあるんですね。例えば今、上志比地区が

結構遠いですから、上志比のほうにコンビニがあると、そういうときはまた考え

るのも一つだと思いますけれども、現在、均等にコンビニが配置してないという、

それもありますし、そういったことから、まず今後、業者にこちらのほうからも

う１回、自主的な設置をお願いしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○１３番（奥野正司君） 終わります。 

 コンビニの設置も、そのコンビニの本部といいますか、福井県の本部あるいは

北陸本部、全国の本部等々と話をつけないといけないと思いますので、まず、何

というか、一つやることによって次が見えてくると思いますので、１回そのアプ

ローチは続けていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 以上、終わります。 

○議長（齋藤則男君） 暫時休憩します。 

（午後 ５時  分 休憩） 

────────────── 

（午後 ５時  分 再開） 

○議長（齋藤則男君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま一般質問の途中ですが、本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい

と思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（齋藤則男君） 異議なしと認めます。 

 本日はこれをもって延会することに決定しました。 

 本日はこれをもって延会します。 
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 なお、明日７日は定刻より本会議を開きますので、ご参集のほどよろしくお願

いします。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 

（午後 ５時１８分 延会） 

 


